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第II部

若手研究集合における討議空間デザイン
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第1章

〈イ ンターフェイスの人文学〉と討議 空間デザイ ン論

森 宣雄

本章 で は、「イン ター フ ェイスの 人文学 」プ ログ ラム(後 述)に おけ るコ ア研 究組織 、〈若

手研 究集 合〉で実 施 された共 同研 究 プ ロジ ェク ト 「〈人 文学 討議 空 間〉のデ ザイ ンと創 出」

を支 える人文学 の学 問論 、共 同研 究論 はどの よ うなもので あるか を説明 す る。

まず1で 、「イ ン ター フェ イスの 人 文学 」プ ログ ラムが 立て た 当初 の 問題 設 定 をか え り

み、そ の うえで この 問題設 定か ら討議 空 間デザ イ ン論、 お よびそ の プロジ ェク トが 立て ら

れた論 理 の筋道 を開示 す る。2で は、 日本 の人 文社 会科 学研 究 にお ける共 同研 究の歴 史 を

一 部か え りみなが ら
、そ こで見 出 され残 されて きた異分 野共 同研究 の課題 に とり くむ営み

と して、本 プロ グラムお よび本 プ ロジ ェ ク トが あ る こと を明 らか にす る。 そ して3で は、

専 門外 の他 者 とのあ いだ で知の プ ロセス を共 有す る、異 分野 共同研 究 とい う営 みが持 ち う

る意義 と価 値 につい て論 じる。

1「 インターフェイスの人文学」から討議空間デザ イン論へ

1.1問 題:人 文系 学知 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン不 全

2002年 、大 阪大学 大学 院 の人文学 系3機 構(文 学研 究科 ・人 問科 学研 究科 ・言語 文化研

究科)は 、 文 部科 学 省21世 紀COEプ ログ ラム のひ とつ と して 「イ ン ター フェ イス の 人文

学」(拠点 リー ダー鷲 田清一)と い う研究 開発 プ ログ ラム を開始 した。

この プロ グラムが取 り組 む課題 とは何 で、 どこにあ るか。そ れ は本 プ ログ ラムを推 進す

る私 たち研 究者 の外 にで はな く中に、 あるい は、私 た ちのあ いだ にある。

鷲 田清一 は、 プ ログ ラム の趣 旨を平易 な言葉 で次 の よ うに説 明 してい る。い くらか長 く

なるが、本 プログ ラムの出発 点 を確 認す る ため、 プロ グ ラム の開始 当事 につづ られ た問題
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設 定 をふ りか え りな が ら、 本 プ ロ グ ラ ム の 取 り組 み は どん な もの な の か 再 構 成 して み よ う

(以 下 の 引 用 は こ と わ りの な い か ぎ り、 公 式 サ イ トhttp:〃www.let.osaka-u.ac.jp/coe/web/お よ

び ニ ュ ー ズ レ タ ー 『lnterfaceHumanities』oi,2003年 に 掲 載 さ れ た 鷲 田 清 一 「冒 険 ・き し

み あ う知 」お よ び 「イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 につ い て」 よ り)。

環境危 機、 生命操 作、 医療過 誤、介 護 問題、食 品 の安全、 教育崩壊 、 家族 とコ ミュニ

テ ィの空洞 化、性 差別 、マ イ ノリテ ィの権利 、民族 対立 ……。 これ ら現代社 会が 抱 え

込 んだ 諸 問題 は、 もはや かつ て の よ うに政 治 ・経済 レベ ル だ けで対 応 で きる ことが

らでは あ りませ ん。 また特 定 の地域 や国 家 に限 定 して処 理 し うる問題 で もあ りませ

ん。 これ らの問題 は小 手先 の制 度改 革 で解決 で きる もの で はな く、環境 、生 命、 病、

老 い 、食 、教 育、 家 族、性 、 障 害、民 族 につい て の わた したち の これ ま での 考 え方

(フ ィロ ソフ ィー)そ の もの をそ の根 もとか ら洗 い なおす こ とを迫 る ものです 。 いい

か えます と、わ た したちの社 会 と文化 の もっ とも基 本的 な形、 それが い まあ らためて

問い ただ されて いる とい うこ とです 。

人 と社会 の あ りよう につ いて の考 え方、つ ま りもっ とも広 い意味 での 人間の 文化が根 幹

か ら問わ れて いる。 ところがで あ る。

現代 の 人文 ・社 会科 学 は、 これ らの 問題 をめ ぐって も、そ れぞれ の領域 で ものす ご

く精密 な分析 を重 ね て きま した。 なの にそれ が、現代 社会 が抱 え込 んだ 困難 な問題 に

うま く発言 で きてい ないの は どう して なので しょ うか。 それ は現代 の学 問研 究 がい わ

ゆ る縦 割 りの制 度の なか に陥没 してい るか らです。 た とえば、 哲学 の合理 的 な推 論 と

歴史学 の実 証的 な知識 とが遊 離 してい ます。英 国史 、 アジア史 、 アフ リカ史 とい うふ

うに、 あ るい は仏 文学 、 国文 学、 イ ン ド文 学 とい うふ うに、研 究 が地域 や言 語 圏 に

よって分 断 され てい るか らです。

問題 に取 り組 もう とす る私 た ちの手 法や学 知(学 問的知 識)の あ り方 自体 に変 革が 迫 ら

れ てい るの で ある。 ここに は2つ の問題 の重 な りが あ る。第1は 、専 門的学 知が精 緻 化 さ

れ発 展 を とげ る なか で細 分化 され、 か え って隣接 領 域 との接 合 が 困難 に な る とい う現 象

で、 古 くか ら指摘 されて きた。す べ ての学 問分野 に当 ては まる専 門的学知 の コ ミュニケー
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シ ョン不 全 の問題 で ある。 だが 人 間性 や その 文化 の探 究 を こと とす る人 文系 諸学 の場合 、

問題 は さ らに上乗 せ され る。 現代 世界 にお いて は、 生命 科 学か ら情報 通信 、 コ ンピ ュー

タ ・テ クノ ロジー な どにお よぶ 科学技 術 の発展 や グ ロー バ リゼー シ ョン(こ れ 自体 学知 の

発 展 の産物 とい う一 面 もあるが)に よって、人 の暮 ら しや人 間性 それ 自体 が 巨大 な変革 の

なか にあ る。 こ う した 「世界規 模 で複雑 多層 に入 り組 んだ現 代社 会」にお いて、r旧 来 の

縦 割 り型」の研 究手法 や世 界観 を維持 した ままで は、学 問的成 果 を問 うこ と 自体が 難 しく

な ってい るの では ないか。 これが第2の 問題 で、人 文系 の学知 と現代 世 界の 変化 との あい

だの コ ミュニケー シ ョン不 全 であ る。

もちろ ん技 術 の進歩 に よって人 間性が すべ て変容 す る とい うこ とはな く、 人 間性 と文化

につ いての根 底的 な問題 は常 に変 わ らぬ ものが あ る。 だが もし旧来の研 究 アプ ローチの な

かで立 て られた 問いが 同時代 的 な リア リテ ィを欠い てお り、 さ らにそ の研究 成果 を伝 える

語 り口や コ ミュニ ケー シ ョンの方法 もが、 かつ ての よ うな有 効性 をもちえ ない な らば、 た

とえ時代 環境 を越 え た人 間性 の真理 があ る学 におい て見 出 され た と して も、 それ が社会 的

に分 か ち合 わ れる こ とは ない だ ろ う。 そ して そ こで も し旧来 の学 科 内 の常識 に従 う な ら

ば、 その と き、人 文諸学 者 は人 間性 の本 質 を問 うと称 しなが ら、 い ま生 きて動い てい る世

界 とそ こで の人間性 の変化 に対 応で きない時代遅 れ の衒 学者 の集 ま りとな って しま うの だ

ろ う。

時代 の変化 に振 り回 されず超然 と した姿勢 を保 つの も悪 いこ とでは ない。 だが コ ミュ ニ

ケー シ ョン不 全 は時代 との あい だ に起 こってい るだ けで な く、 第1の 問題 と して見 た よ う

に学 問 の内側 に も、細 分化 を とげた 隣接 諸領域 の断絶 問題 と して入 りこんで いる。 問題 は

学 問の外 界か らや って くるだ けで な く、 内側 に も連続 して あ り、 そ して課題 は、専 門家 と

呼 ばれ る私た ちの 中にあ る。

こう した内外 に わた る危 機、 あ るいは コ ミュニケー シ ョン不 全 の問題 に向 き合 うかた ち

で 、人文系 の学 問の総 体的 な刷新 を構想 し、提 唱 され たのが 「イ ン ター フェ イスの人 文学」

と呼ば れ るなにか であ る。 それ は なにか。

1.2初 期設定:越 境/横 断と臨床の知

まず人文 学 とい う術 語 につ いて、 ひ きつ づ き鷲 田の こ とばを引 くと、 それ は古 い 言葉 で

「文系 と理系 、人 文科 学 と社 会科 学 が い まの よう に画 然 と区別 される以 前、 いや そ もそ も
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科 学 と教養 が 「専 門」とい う一線 で 区別 され る以前 の、歴 史や芸 術、 思想 や慣 習 な ど文 化

の さ まざ まなあ りようにつ いて、 あ らゆる権威 か ら自由 に問い、 究 め る作 法 を意 味 して」

い た とい う。 こ う した作 法 が私 た ちに とって の 「原 点」と呼 べ る ものか は分 か らない。 だ

が こ う した姿 勢 にな らいつ つ、 「歴史 を、 あ るい は異 なる文 化 のあ いだ を、 自由 に行 き来

しなが ら、 と きに方法 にさ え囚わ れず、 ただ ごとが らにのみ従 う よう」に、 縦割 りの細 分

化 状態 か ら抜 け出て、学 問 の問い の力 に総合性 や アクチ ュア リテ ィを取 り戻 す こ とが提 言

された。 内面 に も外界 に もわ た る思 考 の 自由 を復興 運動 、そ れが 「イ ンターフ ェイス の人

文学」とい う提 言 の核心 にある。

そ のた め には第1に 、 ひ とつ の ものの見 方 や専 門の立場 に とどま らず 、多 様 な視 点 を越

境 してい く横 断性 が必要 だ とい うこ とだ。 〈越境 と横 断〉、 これ がイ ンター フ ェイスの 人文

学 の1つ め のキ ー ワー ドで ある。

しか した だい くつ もの場所 を渡 り歩 き、い くつ もの立場 、歴 史、文 化 につい て博 学 にな

るだ けで何 かの解 決 にな るだ ろ うか?い くら知見 を積み 重ね て も、 あそ こで は こう、 こ

こで は こう と、 ひ とご とを批 評す るばか りで は、 旧来の評 論家 と変 わ ると ころが ない か も

しれ ない。 掘 り下 げ る確 か な よ りどこ ろ、軸 が なけれ ば な らない。 月並 み な言い 方 だが、

それ は 自分 が立つ場 所 に しか 求め られ ないだ ろ う。

さ ま ざまな場 所 に行 き、 人 と出会 うこ とは必 要 だ。 だが ただ 通 り過 ぎてい くので は な

く、 そ う した他者 と出会 う 自分 は何 なのか、他 者 に とって 自分 は何 なの か、そ して 自他 が

出会 うこの 具体 的な場 にお いて起 こってい る ことは何 なのか、 これ らに向 き合 い、 自己 と

他者 、 そ してそ の場所 にお い て生 まれ てい る出来 事 か ら、 新 たな 関係 をつ く り出す こ と、

そ う した思 考 の質 と活 動性activityが 必要 なの であ る。 ここに2つ め のキー ワー ドがや って

くる一 イ ンター フェイス にお ける 〈臨床 性〉であ る。

イ ンター フ ェイ ス とは、 「異 質 な ものが たが い に その界 面(=顔)を ふれ あ わせ る 出来

事 、 あ るいは その場 面の こ と」で あ る。 これ 自体 は取 り立 てて言 うべ きこ ともない、 な に

か とな にか の対面 あ るい は対 峙 の場 面/出 来事 か もしれ ない。 だが その、他 者 と向 き合 い

触 れ合 うとい う対 面の場 面/出 来事 に、 他で もない 自分 が一度 き りの経験 として臨 んでい

る とい う感 覚が ともな うと き、そ の場面/出 来事 に、臨床 性 と呼 ばれ るあ る種 の知性 が訪

れ て くる。

ふ つ う臨床 とい えば医学 の言葉 で ある。標準 化 され た医学標 本 に よって手 に した理 論 を

そ のま まだれか の体 にあて はめて い くだけ な らば、 どんな こ とに なるか。 だれ で もない標

interfaceNs:麟 毳嵳璽i驚沁s鍵繍⑨灘¢諺堯嫐i》魏i鴨2無蓬遮一zoos



準 化 された だれ か な どはい な い。体 質、 病歴 な ど個 体性 に関 わ る諸条 件 を捨 象す るな ら

ば、 よ くいわ れる 「病 気 を治 して人 を殺 す」とい った殺 伐 と した 関係性 が もた らされる こ

と になる のだ ろ う。 臨床 の知 とは、人 が科学 の 知(病 理学)に お いて一 般性 や法 則性 を獲

得 す る一 方で、 それ に随伴 してそな えるべ き、個 別的 で多様 な場面性 と身体性 をもった知

の あ り方 であ る。

この 言葉 を定 義 した 中村雄 二 郎 に よる と、 臨床 の知 とは 「個 々の場 所 や時 間 のな かで、

対象 の 多義性 を考慮 に入 れ なが ら、そ れ との交 流 の なか で事象 を捉 え る方法 で あ る」(中

村,1992,9頁)。 対 象 との具 体 的 な関係 こそが 焦 点 とな る知 のあ り方 で あ り、〈臨床 〉と

は他 者 の前 に立 つ 自分 を問い直 し変 えてい く関係性 の場 面/出 来事 の こ とで ある。

越 境横 断 によって もた らされ るイ ンター フェ イスの なか に、 自他 とそ の関係 ・社会性 を

変 え る臨床的 な出 来事 を呼 び起 こ してい く、活動性 を もった思考 の質 、 これが 「イ ン ター

フェイス の人 文学」が獲得 しよう とす る知性 のあ り方 であ る 以 上 の論述 をこ うま とめ

るこ とが で きよ う。 それ は人文系 の学 問のみ に特殊 に求 め られる とい うわけで な く、社 会

科 学 ・自然科 学 の別 を問わず 、 ある専 門知 を持 って社 会 に関 わろ う とす る者 、 また異領 域

にそ の専 門知 をひろ げつ なげて いこ うとす る者 にひ と しく求 め られ る知性 の ひとつの ス タ

イ ルであ る。 あ るい はまた、 学知が 機能 す る社 会 関係 にお け る臨床性 を考 え るな らば、 ひ

とつ の職 を もち なが ら、 自己 とそ の な りわ い を広 い視 点 か らと らえ なおそ う とす る、教

養 人 とよばれ るよ うな生 活者 とと もに広 く分か ち合 われ るべ き知 性で も、 それ はあ るの だ

ろ う。

1.3人 文学における新たな社会性の場 〈研究集合〉

で は、 内面 に も外 界 に もわたる思考 の 自由の復 興 とは どの ように可能 になるのか 。多様

な歴 史、 文化 、 ものの見方 を越境 横 断 しつ つ、 自己 とその学 知 を問い直 し、 関係の なか か

ら新 た な知 を創 出 して い く 「イ ンター フェイス の人 文学」は どう した ら生 み出 す こ とが で

きるのか。 これ まで述べ た とこ ろは理 念 的な キー ワー ドを設 定 しなが ら、 あ りうべ き解 決

策 を仮構 した、 問題 へ の アプ ローチ提 示 で あ った。 本COEプ ログ ラムの構 想 段 階 の初 期

設 定 はこの よ うな ところにあ った。 次 なる課題 は、こ うした 「イ ンター フ ェイスの人 文学」

の構 想 を実現 す るための具 体 的な何 かの創 出、 とい う こと とな る。

この課 題 に答 えるべ く、 従来 の学 問分野 別 ・地 域別 ・時代 別 ・言 語別 の分 け方 とは異 な
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る、新 た な人文学 の知 の連合体 の モデ ル として、本COEの 中心 的協議機 関(研 究教 育 開発

室 。略 称 「開発 室」)で構 想 された のが 、 〈研 究 集合 〉と呼 ばれ る ネ ッ トワ ー ク型 の コア研

究 組織 であ る(冨 山,2004)。 そ して この 〈研 究 集合〉の構想 を現 実 に推 進す る場(と して、

なか ば事 後確 認的 に設定 され たの)が 、若 手研 究集合 、略称 「若手 研」であ る。

2004年4月 、 文 学、 歴 史学、 哲 学、 社 会学 、 人類 学 、言 語学 、芸 術 学、 心 理 学 な ど人

文学 内の さま ぎまな分野 の若 手研 究 者20人 ほ どが一 堂 に集め られ、今 後3年 をか けて、 自

由に共 同研 究 を行 な うよ うに との方針 が 開発 室 か ら与 え られた。何 をやっ て もよい、 ただ

し 「まっ た く新 た な問 い を発 見せ よ」とい う掛 け声 が残 された だけの 場 に、見 ず知 らず の

他 者 同士 約20人 が取 り残 されたの であ った。

ここに人文 諸学 の他者 同士 のあ いだ に新 た な社 会性 をつ く りだす実験 の場 、若 手研究 集

合 が ス ター トした。 そ して この異 分野 間の話 し合 い の場 で、1年 間 の試行 錯誤 の末 に立 て

られ た共 同研 究 プ ロジ ェク トが、 「〈人 文学 討議 空 間 〉の デザ イ ン と創 出 」(2005-2006年

度)で ある。

私 は この プロ ジェ ク トの 中心部 分 にあ た る討 議 空間 デザ イ ン論 の立 案 と推進 に携 わ り、

プロ ジェ ク トの遂行 の なかで他 の メ ンバ ーか らの協力 を得 なが ら、理 論設 定 と方 法 を練磨

させ る こ とが で きた。 討議 空 間デザ イ ン論 の 内容 につ い ては、 本報 告書 第II部 の別 稿 「討

議 空 間デザ イ ンの ッール とメ ソ ッ ド」を、 ツ ールや 理論 が設定 され実 際に使 い こな されて

い った経緯:につ い て は第2章 の久 保 田論 文 を、そ して若 手研 の 活動経 緯 につ い ては第3章

の加藤 謙介論 文 を参照 され たい。 ひ とこ とで いえ ば討議空 間 デザ イ ンとは話 し合 い の場 の

デザ イ ン、場 づ くりで あ るが 、 なぜ 人文 学の専 門 的学知 の コ ミュニ ケー シ ョン不 全 の解 決

策 と して、場 の創 出や場 づ くりが課 題 とな るのか。 次節 では この点 につ いて論 を進め たい。

2異 分野共同研究の歴史と課題

2.1課 題 の あ りか

本稿i.1で 述べ た 人文系 学 知 の コ ミュ ニケー シ ョン不 全 は、 まず もって組織 ・編 成 の問

題 だ とい うこ とが で きる。 もち ろん問題 の本 質は、 縦割 り型組織 で分 断 されて いる とい う

外 枠 の障害 であ る とい うよ り、 この制度 の なかで生 産 されて い る学知 そ れ 自体 に浸透 した
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機 能不全 を どうす るか とい うこ となの だが 、組織 編制 上の 問題 とは、 いいか えれ ば学知 の

つ なげ方 ・つ なが り方の コミュニケ ー シ ョン問題 で ある。

専 門的 な学知 の コ ミュニケ ー シ ョン不全 とい う問題 は、 あ る学 と学 のあい だ に生 まれ て

い る。 だが、 い わゆ る縦 割 り型 組織 の も と、学 と学 のあい だの 関係 は希 薄 であ り、 そ こに

社 会性 は なか なか生 まれ なか った。専 門的な学知 は、 その専 門 の中で のみ議 論 され研 鑽 を

加 え られ、外 に 出す ときは、専 門性 を薄 めて上 か ら教授 す る啓蒙教 育が 一般 的で あった。

つ ま り専 門的学知 の コ ミュニケー シ ョン不 全 とい う問題 は、あ る専 門の内 部で は問題化

し得 ない側面 があ る。専 門家 を養 成す る過程 にお いて専 門 に特 化 した視 野狭窄 が生 じるの

は避 けが たい ので あ り、 その結 果 と して コ ミュ ニケー シ ョ ン不 全 は強い て言 って も必 要悪

であ る と見 な され やすい 。

広 い視 野 と専 門の視野狭 窄 を二者択 一的 に秤 にか けた ところで 、 まった く生 産的 で はな

い。 この ような行 きづ ま りか ら抜 け 出 るには、 な によ りもまず、場 が必 要で ある。専 門 と

専 門 のあ いだ(あ るい はその外)に あ る社会 性 を強化 す る こ との で きる場、 これ までの専

門分野 の細 分化 の過程 で は希薄化 してい く一方 だった学 際的社 会 関係 を取 り戻 す こ との で

きる、他 者同士 の 出会い の場が必 要 なので ある。

以上述べ た議 論 は、や は り以前 か ら言わ れて きた ところで あ り、 話の オチ と して は、研

究者 は専 門研究 の ほかに異 分野共 同研 究 に取 り組 む必要 があ る とい う提言 に落 ち着 くのが

一般 的で あ る。 だが単 に狭 い専 門の ほか に広 い教養 的知 識 も備 え るべ き とい った要請 だ け

な ら、だ れで も分か ってい る。専 門家 は教 養 課程 をへ て専 門 に入 って きたので あ り、単 純

に教 養 的知識 を専 門知 識 のなか に(も う一度)取 り入 れ る足 し算 的発 想 だけ で は、 明 らか

に何 かが足 りない。 いち ど専 門の 知的枠組 み を組 み立 て て しま うと、教 養 的知識 を入 れて

もそ の枠 のなか に取 り込ん で消 化 す るこ とが で き、 そ こに何 事 も起 こ りえない とい うこ と

もあ りうる。専 門分化 の システ ムに内面化 された コ ミュニケ ーシ ョン不全 を克服 す るため

には、異分 野が 寄 り集 まる場 を用 意す るだ けで は十分 で は な く、そ こ になにか の新 しい し

か けや機 能が必 要 なのであ る。

その なにか を探 究す るの が本 プロ ジェク トの中心 的 な課 題 であ る。 学 問の発展 の ため に

は、専 門分 野 を個 別 に深化 させ るばか りで な く、専 門的 な学知 を もって異分 野 と接 合 させ

うる、な にかの工 夫が 必要 とい うこ とだが、 この課題 はまた、 日本 の人文社 会科学研 究 が

数多 の共 同研 究 を行 な うな かで追 究 して きた積 年 の課 題 であ る ともいえ る。

以 下本節 で は、 日本 の異分 野共 同研 究 史 の一端 を大 づ かみ にか え りみ て、い ま論理 的 な
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道筋 か ら立 てた課題 設定 を歴 史的文脈 の なか に置 い てみ よう。そ うす る ことで本 プロ ジェ

ク トの歴 史的 な位置 を明 らか に し、 また先行 す る諸業績 か ら課 題 に取 り組 む うえで の有益

な示 唆 や教 訓 を得 られ る と考 えるか らで ある。

2.2九 学 会 連 合

異 分野共 同研 究 とい う営 み は、 当然 の こ となが ら、 まず もって学 問が専 門的 な分業 体制

に進 み、 諸学科 ・デ ィシプ リンがそ れぞ れ学 会 の単位性 を組織 し、 一定 の 自立性 を確 立 し

たの ちに、 必要性 を自覚 され る もの であ る。 日本 の場合 は、 第二次 大戦後 の尢学 会連合 の

結成 な どの動 きに、 その大規 模 な組織化 の始 ま りを見 る ことがで きる。

1949年 、 九学 会連 合 の紀要 『人類科 学』の第1号 とい うべ き共 同研 究報 告書 『人文科 学

の諸 問 題』が刊 行 され た(当 時 は八学 会連 合)[*i]。 その 「跋 文 」(あ とが き)で 、 すで に異

分野 共 同研 究の必 要性 が次 の ように述べ られ てい る。

学術の進歩は一方に於て研究の専門化と分化を齎すが、かかる傾向の極度の進行は

科学的視野の狭窄と社会科学の綜合的連関性を阻む結果となつた。それで近接諸科学

が連携 してその専門的分野から学問的協力と共同研究を行ひ併せて相互の理解を深め

ることが特に要求されるようになつた(八学会連合,1949,229頁)。

九 学会 連 合 の40余 年 に わた る足 跡 をた ど る作業 は別 の機 会 に ゆず る が、 その歴 史 は、

ここ に掲 げた異 分野連 携 の理念 が、現 実 の専 門分化 の進 展 に よって実現 を 阻まれて い く過

程 だ った見 る こ ともで き るよ うで あ る。 この点 は連 合 の解 散 に あた って 多 くの 関係 者が

異 口同音 に回顧 して述べ て い る。 た とえば、通学 会 的な共 通課題 を立て て も 「各 学会 の研

究分 野 も細 分化 し、 よ り厳密 な方 法 を用 い て共通 課題 を追求 しよう と して くる」、 「数 回の

討議 をへ て共通 意識 を もったか にみ られ て も、実 地 におい ては成果 が なか なか 思 う通 りに

1 「九学会連合」とは、1947年 に渋沢敬 三会長、高松宮名誉会長の もと、民族学 ・民俗 学 ・言語学 ・人類学 ・考

古学 ・社会学 の6学 会 で第1回 連合大会 を開催 し発足 した。その後、地理学 ・宗教学 ・心理学 ・東洋音楽が加

わ り考古学会 が抜 け、9学 会の体制 となり、特 定地域 の 「共同調査」(対馬、能登 、奄 美大 島、佐渡、下北、利

根川、沖縄、;奄美群島)、 および特定 テーマの 「共 同課題」(稲、火、 日本 の地域性、地域文化の均質化な ど多

数)を め ぐる学際的総合研究 を40余 年 にわた り実施 した。89年 解散。
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達 成 で きない」、 さ らに選定 した共 同調査 地 で も 「ほ とん ど他 学会 の 人 との接 触が 現 地で

はな」くな り、調 査後 の共 同討 議 の場 で も 「遠 慮 な い質問 、す なわ ち初歩 的 な質 問 は憚 れ

る とい うこ ともあ った」とい う。 この ため 、1980年 代 以 降 は従来 の方 法 の反 省 の うえ に、

「と もす れ ば個 別 的 な活 動 に な りや すい現 地共 同調 査 を避 け、専 ら研 究会 にお ける討 論の

積 み重 ね に力 を注 こ う」との新 方針 を立 て た。 だがそ うす る と、共 通課 題 は各学 会 で 「比

較 的歩み 寄 りが得 られそ うな問題 に限 定 され」、 そ れぞ れに とってア クチ ュア リテ ィを欠

い た共同研 究の ため の共同研 究、 九学会 とい う組織 維持 のた めの共 同研 究 に な りか ねない

とい う問題 もあ り、九 学会 とい う大組 織 を運営 す る 目的意 識が全 般 に希 薄化 す る なか で、

89年 に解 散 にいた った とい う(九 学会連 合,1990,151-52・187)。

最 後 は脱 会希望 学会 の声 に圧 され るかた ちで解体 にい たっ た九学会 連合 だが 、他 に例 の

ない大規模 な異分 野共 同研究 を長期 にわた り実施す る なかで得 られ た教 訓 も少 な くないだ

ろ う。 その ひ とつ と して、従 来 の方 法の 反省 の うえに80年 代 か ら追 求 され た、研 究会 で

の討 論 に重 きを置 く方 法の模 索が あ る。 日本 民俗学 会か ら九学 会1こ長 く関わ った和 田正 洲

は、 も しこの新 方針 の もとで、 た とえば 「課 題 の討論 に1～2年 費 や し、 地域 の共 同調 査

をそれ に基 づ いて2～3年 実施 」す るな ど、方 法 の吟 味 と実践 を重 ね た ら、新 た な成果 を

あ げ られた ので はな いか としてい る。 そ うなれ ば、「平 素交 流 の ない学会 同士 が、 忍耐 を

重 ねなが ら問題 点摘 出 の作 業 を繰 り返 して い くこ と自体 に意 義」があ る とす る、和 田の共

同砺 究論 に も裏 づけが 得 られたか もしれな い(和[H,1990,152・156頁)。

異 分野 の あい だで 「問題 点摘 出の作 業 を繰 り返 して い く」なかで、 専 門分野 内 で は得 ら

れ ない斬新 な発想 な ど、異分 野共 同研 究 の独 自な成 果 を生み 出す とい う道 行 きは、専 門研

究 の進展 と異分 野連携 の理念 を両 立 させ よう とす る九学会 連合 の発足 以来 の課題 に答 え よ

う とす る もので あ る。 そ してそ う した異 分野 間の触 発 は、主 として個 々 の研 究者 レベ ルで

の こ とだ が、 と くに九 学会運 動 の初期 に経験 され た こと として少 なか らぬ 関係者 が 回顧 し

て述 べ る ところであ った。 だが た とえ過 去 に成功例 が あった として も、経験 知 か ら一 般論

と して 〈異 分野 共 同研 究 自体 に意義 あ る〉と称 揚 され るだ けで は、「忍耐 を重 ね」る だけの

合理 的 な根 拠 とは な りえないだ ろ う。

もちろん、 多分 野が 協働 すべ き必 要性 の ある(あ るい は相 乗 り しやす い)共 通 テー マ を

立 てた共 同研 究 は、今 後 も行 な われて い くだろ う し、そ の成果 は さ まざまなか たち で発 表

されてい くだ ろ う。 だが異分 野共 同研 究 とい う営 みの意 義 とその有効 な仕 組み のあ りかた

を明 らか にす るため には、先 の和 田の示 唆 にあ る ように、共通 課題 の設定 自体 か ら共 同討
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議 の検討 対象 と して捉 える よ うな、 共 同研 究方法 論 の探 究 は欠か せ ない と考 え る。

以上 、九学 会連合 の共 同研究 の経験 か ら見 出 され、 また残 された課題 を、 若干取 り出 し

てみ た。 異分 野 に よる共 同討議 そ れ 自体 に意義 があ る とい う見解 を、経 験知 に よ りかか る

ので な く立論 す る こ と、そ して課 題設 定 自体 か ら検討 す る ような、つ ま り共通 テ ーマ(あ

るい はテー マの吸 引力)に 依 存 しな い共 同研 究 の方法 を設 定 し、実践 の うえで 成果 を検証

す る こ と、 これ らを残 された課題 と して受 け止 めてお こう。

2.3「 対 話 型 」共 同研 究

九学会 連合が 、規模 の大 きさ と組織 性 に よって 日本 の異分 野共 同研究 を代 表 しうる もの

で あ るとす るな らば、生 み出 した成果 に与 え られた評価 よって代 表的 とい えるの は、人 文

科 学 にお け る異 分野 共 同研 究 の創 始者 と して も有 名 な フ ラ ンス文 学 者、 桑原 武 夫 の リー

ダー シ ップの もとで行 なわれ た共 同研 究が挙 げ られ るだ ろ う。

桑 原 は一方 で比較 的少 人数の サ ロ ン的研 究会 を私的 な場 で数多 く主宰 して きたが 、桑 原

とい えばや は り 『ルソー研 究』(1951年)か ら 『文学理 論 の研究 』(1967年)に い た る、京都

大学 人文科 学研 究所 で の組 織化 され た共 同研 究が 代表 的 だろ う。 その伝 統 はい まで も同研

究所 に受 け継 がれ てい る。 とはい え本 稿の 課題 で もある共 同研 究 の方法 論の探 究 につい て

は、踏み 込 んだ主題 的 な検 討 はあ ま り進め られ てい ない よ うであ る。

同研 究所 の研 究会 活動 を母 胎 とした、 『人文 学 の アナ トミー』(1995年)は 、学 問 の専 門

化 が いっそ う進 み、 「問題 関心 の共 同性 を深 め つつ 共通 の知識 を持 続 的 に蓄積 し新生 面 を

切 り開い てゆ く共 同研 究 が困 難 にな って きて い る」なか で、「イ ヴェ ン ト風 の共 同研 究 で

な く」「研 究 の共 同性 にたい す る必要 度」の増 大 に ど う応 え られ るか、 「共 同研 究 とい う知

的生 産様 式 の問題 」そ れ 自体 につ い て も問 う必要 の あ るこ とを指摘 して い る。 だが これ に

つ いて 同書で は 「つ い に論 じ残 した」課題 とな った と して いる[*2]。

共 同研 究 は一 般 に、何 らかの 具体 的 な共 通 テー マ を立 て てか ら行 な われ る もの で、通

z 山田 ・阪上,1995「 まえが き」参照。 ちなみに同書およびその後 の同研究所における人文学方法論の持続的探

究の方向は、包括性を もったテーマ設定 のもと、人文学 の新たな学際的な節合のあ り方 を具体的に立 てること

によって、人文諸学の再生 ・再構成 をめざす ところにむか ってい るようで、そ うした成果 としては、(横 山 ・

小林,2000)(京 都大学大学 院文学研究科21世 紀COEプ ログラム,2003)な ど参照。 また同種のテーマ牽引型

の人文学再構成の共同研究 として(阿 部 ・小川,2001)も 参照。
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常 は決 め られ た年限 内 に成 果(論 集 ない し報 告書)を 出す の で手一杯 で終 わ るこ とが多 い。

共 通 テーマ につ いての検 討 を進 めつつ 、他方 で これ を事 例 として と らえて 「共 同研 究 とい

う知 的生 産様式 」の方 法論 的探究 を進 め る とい った作業 は、二 重 の課 題 を負 うこ と とな り、

離 れわ ざに近 いのか もしれ ない。

そのせ いか、 共同研 究の 方法論 を問 い直す ような論稿 は、過 去 の共同研 究 を振 り返 る 回

顧 の場 面 で もの され る こ とが 多 い。先 に見 た九 学会 連合 につ いて の和 田 の議 論 もそ うだ

が、 他 に武 者小 路公 秀 も、13年 に わた る 国連大 学 で の国 際共 同研 究 の経 験 につ い て、 同

大学 を退 職後 に振 り返 り、共 同研 究の理 論 的分類 整理 を行 な ってい る(明 治学 院大学 法学

部立 法研究 会,1994)。

そ こで 「一番 面 白い し、 一番 大事 な」国際 共 同研 究 の 方法 と して挙 げ られ てい るの は、

「対 話型 」と分類 され る もの で、 た とえば 「現代 の 世界危 機」な ど大 枠 の共通 テ ーマ を立て

た だ けで数 年 にわ た り対 話 を進 め、 「問題 をだん だ ん煮詰 め てい く」方法 で あ る。 単独 の

個人研 究や 、他 の タイプの共 同研 究 あ る仮 説 的見解 を措定 した うえ で多方面 か ら検 証

す る 厂仮説 検 証型 」共 同研 究 、 ひ とつ の理 論 的研 究 枠組 み の も とで 国や地 域 での偏 差事 例

を比 較検 討す る 「比 較研 究型 」共同研 究一 で は得 られな い、共 同研 究 な らで はの発見 や

面 白 さが ある とされ る。

国 際共 同研 究 の場合 は出 身国 に よっ て学問 的伝 統 や研 究 蓄積 、社会 的背 景 な どが大 き く

異 なるの で、大枠 の共通 テ ーマの接 点 を立て る ことな しに対 話 を進 める こ とが難 しい とい

う点 を考慮 す れば、 これ もまた、和 田の言 う、 異分 野 のあい だで 「問題 点摘 出の作 業 を繰

り返 して い く」討議重 視 の共 同研 究 論 に通 じる、 その国 際版 とい え るだろ う。 武者 小路 は

この 「対話 型」共 同研 究 の代 表例 と して、 桑原 らの 京都 大学 人文科 学研 究所 の 活動 を挙 げ

て もいる。 だが武 者小路 もや は り、 「対話 型」の共 同研 究 を推 奨 しつつ 、 この方法 だ と 「い

つ まで も方 々で微 調整 を重 ねる」こ とにな るな ど難点 が あ るこ と を指摘 し、 「その こと を

ふ まえた 「対 話型」研 究 の方法 論の確 立が 大 きな課題 」だ としてい る。

共 同研 究 に独 自な、 その本 質的 な意義 とは、通 常 は出会 うこ との ない異質 な視点 し

か もそれが それぞ れ深 み を持 った一 の あい だの新 たな接合 にこそ あ り、 そ こにこそ生 ま

れ る こと、 これ は まちが い ない。 「中範 囲理論 」で知 られ るアメ リ カの社 会 学 者、 ロバ ー

ト ・キ ング ・マー トンがパ ラダイ ム ・シフ トの きっかけ を生 む もの と して 強調 し、 い まで

は 白川秀樹 な どノーベ ル賞受 賞者 の演 説 に よって よ く知 られ るよ うにな った、セ レンデ ィ

ピテ ィ(何 か を探 してい る時 に、 探 してい る もの とは別 の価 値 あ る もの を見 つけ る能力 ・

Y<罇l)と学認議窯蘭のテザィン纏 出
Zig
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才能)の 訪 れ といえ る。

だ が問題 は、 それぞ れの専 門性 や社 会 的 な文 脈 におい て深 み を持 った知 のあ いだの対 話

を深 める こ との 困難 さや非効率 性 にあ る。 上 に見 て きた共 同研究 論 の諸潮流 が指摘 す る課

題 は この同一 点 に行 き着 く。 そ して わ た した ちの共 同研 究 プ ロジ ェク ト 「〈人 文学 討議 空

間〉のデザ イ ン と創 出」は、 こ う した共 同研 究 方法 論の 蓄積 の うえ に、 積 年の 課題 にた い

して正面 か ら実験 的 に検 討 を進 め る もの として設定 され た。

若手研 究集合 は、 専 門分野 を異 にす るだけ でな く研 究 テーマ の上 で もなん ら接点 の ない

人文 諸学 の研 究者 が 、無作 為 抽 出的 に集 め られ た場 と して2004年 にス ター トしたが、 互

いの通 じ合 わな さ、 分 か らなさ に向 き合 いつづ け る場 と して、 その後 も歩 み寄 りやす い共

通 テ ーマ を立 て るこ とはあ えて しなか った。 そ して05年 春 か ら開始 され たのが 同プ ロジ ェ

ク トであ り、そ の 「活動 の到達 目標 」と して は、「人文 学 のあ らた な生成 におけ る融 合や触

発 の あ り方 を討 議す る、 学 問的 討議 空 間(「イ ンター フェ イスの 人文学 」とい う討議 空 間)

を創造 す る こ と、 その 関係性 の 空 間のあ り方 を デザ イ ンす る こ と」とされた(筆 者 の若 手

研 メー リング リス トあ て投 稿 「若手研4/14の 議題 の提案 」、2005年4月12日)。

こう して 互い の専 門性 と異 質性 を薄 めず、 それ に向 き合 いつづ ける、 ある意 味での極 限

性 の なか で、第1に 、 他分 野異世 界 に越境 す る知 の営み の臨床 的 な意義 を純化 したか たち

で析 出 し、 また 第2に 、 そ う した他 者 との出会 いの なか で生 まれ る知(セ レンデ ィピテ ィ)

を効 果的 に引 き出す 方法 を作 り出す 、 とい う2つ の作業 を進 めて い くこ と とな った。大 ま

か に分類 す れば、前 者 は共 同研 究 の理論研 究 、あ るい は研 究 とい う営 み の共 同性 につ いて

の考察 で あ り、後 者 はその理 論 に もとつ い た具体 的な討 議の方 法の 開発、 つ ま り狭 義 の方

法論 とい え る。 第1の 作 業 の成果 は本 稿お よび第II部 第2章 が 、第2の それ につ いて は第2

章 と第4章 が、 主 として報告 してい る。 そ して第3に 、 こう した理論 お よび方 法 の検討 と

同時進 行 的に進 め られた作業 と して、 人文諸 学 に通底 す る問 い を、各 メ ンバ ーの個別 的 な

研 究 論文 の共 同討議 か ら掘 り下 げて い くもの があ り、 この作 業成 果 は本報 告書 第1部 の諸

論稿 を参照 され たい。 その諸 論稿 は、 人文学 とい う営み の共 同性 を具体 的に表現 し ようと

す る もので もあ り、 もち ろん上 記 の理論 と方 法 とも連 関 しあ って い る(第3章 担 当 の加 藤

謙介 の比 喩表 現 を借 りれ ば、理 論 ・方法 と第1部 諸 論稿 の関係 は 「ナベ」と 「具」の 関係 で

あ る)。

さて、本稿 が本 プ ロジ ェク トの報 告 におい て分担 す る主題 は、共 同研 究 の意義 を理論 的

に考察 し、 その 中核 的 な価値 を析 出す る ところ にある。 次節 では これ までの整理 と検討 を
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ふ まえ て、 共 同研 究 とい う営 みの 中核 的な価値 につ いて考 察 を進め たい。

3異 分野共同研究 における学 問的価値のパ ラダイム ・チェンジ

3.1学 的価値の反措定

武者 小路 公秀 の い う 「対話 型」共 同研 究 を創 始 し、 また実 際 に優 れ た成果 を生 み 出 して

きた の は、先 に も言及 した よ うに桑原 武夫 で あ る。桑 原 は1968年 の退官 記 念講 演 で 自身

の 「人 文科学 の共 同研 究 」の取 り組 み を振 り返 って、こ う語 ってい る(桑 原,1968,470頁)。

共同研 究 は、い うまで もな く、そ れに よって何 か を生 産す る ことが肝要 で あ ります

が 、同時 に、 それ をお こな うこ とによって 、専 門のセ ク シ ョナ リズム を打破 す る作用

を持 つの じゃないか。 そ してそ の打 破 は、大へ ん必 要 なので はな いか。(中 略)

日本の学 者 は、精密 に、 ま じめに勉 強 してい るけれ ど も、学 問 的ひ と りごとが好 き

になっ て、対話 の精神 を失 って いる ので はないか。 別 の ことばで いえ ば、 自分 の信 じ

て い る ことをふ ま えて他 人 と 自由に討 論す る、 そ うす る ことに よっ て相 互 に作 用 し、

自分 が新 しい考 え をひ らいて ゆ く、 そ うい う意味 での対 話 を共 同研 究 は助 長す る と思

い ます。

桑原 はこ こで異分 野 共同研 究 が もた らす効 果 を2つ 論 じて い る。1つ は縄 張 り意識 や視

野 狭 窄の打 破 で あ り、 もう1つ は くひ と りご と好 き〉の 閉鎖性 の打破 で あ る。前者 につ い

ての効用 は問題 な く受 け容 れ られ るもので あ る。 しか し後者 につい て は、 桑原 自身、 多 く

の反発 や批 判 に直面 して きた。 いわ く、楽 しい だけのサ ロ ン的お しゃべ りであ り、耳 学問

であ り、非専 門 的で あ る と。 この点 は 国連大 学 で 厂対 話型 」共 同研究 を試 み た武 者小 路 も

同様 で、 「学問 的な アプ ローチ と して は乱暴 だ とい うこ とで大分 批判 を受 け」、対 話 ばか り

で 「成果 が 出 てこ ない可 能性 が あ って も大胆 に研 究 すべ き」とい うのは 「完全 に私 の少 数

意見」だ った とい う(明 治学 院大学 法学 部立法研 究 会,1994,65・110頁)。

こ う した批 判 にた い して桑原 は、 い まの学 界用 語で は 「け な し言 葉」とされて い る、 お

しゃべ り ・耳 学 問 ・非 専 門的 な どの 「これ らの マイナ ス をそ ろえ る ことに よっ て、 ツー ・
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テ ン ・ジャ ッ ク[ト ラ ンプの カ ー ドゲー ム 引用 者 注1の そ れの よう に、 全 部 を プラス に

転 化 しうる ので は ないか 」と述 べ て いる(桑 原,1968,473頁)。 同 じ トラ ンプの 「ナポ レ

オ ン」で いえ ば 「革 命」に当た る、価 値 の転 覆が 起 こ る とい うのだ が、 これ は ど うい うこ

となの だろ う。

桑 原 は この こ とを述べ る にあ たっ て、「学 問、 と くに人 文科 学 は、人 間 の生活 の常 識 を

ふ まえ る もの です けれ ど も、 しか も究極 におい て常識 を反転 せ しめる、 常識 の反措 定 を出

す もの」だ と論 じ、 上 に引 いた異 分野共 同研 究 にお ける価値 転覆 効果 が学界 の常 識 にた い

す る反措 定の挑 戦で ある こ とを示 唆 してい る。

こ こで問題 をク リアー に立 て直 してみ よ う。

学 問の発 展 ・精緻化 は専 門の細 分化 を呼 び、 それ に よっ て学知 の コ ミュニ ケー シ ョン不

全が もた らされる と して も、学 問の発展 ・精 緻化 は否定 すべ くもない。 な らば学問 が専 門

化 してい く道行 きとその価値 を認 め た上で、 そ こに生 まれ る弊害 を抑 える こ とので きる価

値 を、新 たに もうひ とつ立 て るこ とが 必要 なので は ないか。 しか もその新 た な価 値 は、専

門化 が進行 す るプ ロセス と切 り離 して無関係 に立 て るので はな く、専 門化 の道行 きに相 添

わせ 、 コ ミュ ニケー シ ョン不 全 の弊 害 を中和 しつ つ、学 問の創 造性 や社会 的発展 とい う統

一的 な 目的に新 たな かた ちで貢献 寄与 す る もので な くては な らな い
。 そ う した新 しい価 値

の定 立が、 おそ ら く桑 原の い う 「反措定 」で あ るの だ ろ う。

3.2価 値 と して の 〈プ ロセ ス の共 有 〉

フラ ンス文学 の大 家 で もあ る桑 原 が専 門化 の道行 きを否 定 してい るわ け では ないの は、

おそ ら く言 う まで もない こ とだ ろ う。 に もか か わ らず、 「非 専 門 的」だ と学 界 常識 的 には

否 定 され る異 分野共 同研 究 に大 きな意義 を見 出す のは、そ こにな にか の新 た な価値 を立 て

てい るか らに相 違 ない。 そ の価 値が何 か につ いて、管 見の か ぎ りで桑 原 は明確 に述 べ てい

ない。 だが彼 が示唆 した反措 定の挑 戦 は引 き継 い で深 め てい くだ けの価 値 のあ る ものだ と

考 える。

この点 に関 わっ て、本COEの プロ グラム ・リー ダー であ る鷲 田清 一 は、 若手研 究集 合

にお ける共 同研 究 の方法 をめ ぐる座 談会 の場 で、次 の よう述 べ てい る。 ちなみ に鷲 田はか

つ て桑 原のサ ロン的研究 会 に参 加 して いた経験 が あ り、 この座談 会で も桑原 のサ ロ ンで学

んだ こ とが引 き合 い に出 され てい た(鷲 田な ど,2006)。
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共 同研 究 をす る とい うこ とは、議 論 のテ ーマ を共有 す るので は な くプ ロセス を共有す

る ことだ と思 うんです よ。 そ れぞれ のデ ィ シプ リンには、 それぞ れの物 を見 る厳格 な

枠組 み があ って、 それが方 法論 とい う ものだ し、 そ の枠 組み を守 ってい か ない と、 そ

れこそ視線 がぶ れ て しまう危険性 が あるか ら、 きち っ と守 ろ うとす るんです け ど、 そ

れだ けだ った らそ もそ も共 同研 究 をす る必 要 はな いわ けです 。共 同研 究 とい うの は、

自分 と眼差 しの枠 組 みが まっ た く違 う人、 同 じこ とを見 て るの に何 で こん なふ うに見

える んだ ろ う、 こだ わ るん だろ う と思 う、 つ ま り眼差 しの質 の違 い を経験 す る中 で、

自分 がず っ と守 っ て きた枠組 み が揺 さぶ られ るか ら面 白い し意義が あ る と思 うんです

よね。仲 間内 での議論 と違 うところ はそ こだ と思 うん です。

つ ま り異分野 共 同研 究 の独 自な意義 とは、 異分 野の他 者 とのあ いだで互 い に越 境横 断 し

あ うなかで 自他 を問い直す 臨床 的 な知 が もた らされ る ことにあ り、 こう した 問い直 しの プ

ロセス を共有 しあ う ことが 可能 な場 として 意義が あ る とい う ことだ。桑 原の い うセ ク シ ョ

ナ リズ ムの打破 作用 を、 よ り厳密 に言 い なお した ともい える。.

だが専 門の枠 組み が揺 さぶ られた と して も、そ れが一 時的 な動揺 であ ってす ぐ元 の専 門

に帰 るな らば、 コミュニ ケー シ ョン不全 の克服 にはい た らない し、揺 れ戻 しと して、 専 門

へ の固執 が リバ ウン ドして くるか もしれな い。 ここで必 要 なのは、 やは り学界 の常識 を反

措定 す る新 た な価 値 の定立 なの であ る。 この点 につ い て、鷲 田は同 じ座 談 会で 引 き続 きこ

う踏 み込 んで論 じた。

これ までの 人文学研 究 は、 さ まざまな資料 と向 き合 って読 み込 んだ り、先行研 究 を読

む とい っ た単独 の作 業 の 中 か ら、 そ れ を超 え る視点 や概 念 を打 ち出 し、 ドン と発 表

す る とい うよ うなイ メー ジでず っ と来 たん だけ ど、果 た してそ れで いい の だろ うか。

もっ とプ ロセスの 意味 を考 えな くちゃい けな いん じゃない か とい うこ とを強 く感 じま

す。(中 略)ゴ ー ル じゃな しに途 中の プ ロセス を大事 にす る こ との意 味、 それ を考 え

るのが 人文学 にお いて次 のポ イ ン トに なるのか な と、今 日この討議 支援 マ ップ とい う

もの を実際 に見せ てい ただい て思 い ま した。 そ して、 なぜ プ ロセスの共 有が必 要 なの

か、 なぜ ゴール よ りもプロセ スの ほ うに今 、人 文学 のあ り方 を変 え る意味や 意義 があ

るのか って い うこ とを も考 え させ られ ます ね。
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これ は桑 原の い う 〈ひ と りご と好 き〉の学 者文化 の打 破 につ なが る。専 門の なか に閉 じ

られ てい る研 究 のプ ロセス を門外 漢の他 者 と共有 し、 さ らにその プロセス の共有 とい う行

為 自体 に、 固有 の価値 を置 くとい うこ とだ。 これ はた しか に学 界常 識の転 覆 とい える。余

技 として異 分野 共同研 究 に従 事 し、一興 と して揺 さぶ りや刺激 を受 け る とい うの とは次元

が違 う。 だが 〈ひ と りご と好 き〉の学 者文化 を変 える もの として対 照的 な 〈サ ロ ン的お しゃ

べ り〉の効用 を立 て た桑 原 のなか ば直観 的 な確 信 は、こう した価 値転換 の提 言 にい たって、

は じめて論 理的 な筋道 の上 に乗 って くるの では ないだ ろ うか。

試 み に仮 定 してみ よ う。 なにか の専 門家 は訓練 を受 けて、 問い に対 す る答 えの結論 を出

して い く技 法 を身につ けて ゆ くものだ が、そ の知 的生産 の プロセス のな かで、答 えや 結論

で はな くそ こ にいた る までの 「途 中の プロセ ス」を、異 分 野の他 者 や非専 門家 の 一般 市民

と共有 す る こと、 これ を学知 の営 みの必 要条件 と して据 えてみ る。 もしそ うす る と、専 門

の精 緻化 の道 行 きに とっ て は煩 瑣 な プロセ スが増 え るだ けで、 進化 で はな く く退行 〉と受

け取 られ るか も しれ ない。 門外漢 の他者 とのあい だの プ ロセ スの共 有 に よっ ては、 なん ら

の専 門的 な知 的生 産 ももた らさ ないか もしれ ないか らで あ る。 だ が 〈プ ロセ スの共 有〉と

い うこ と自体 に、専 門的学知 の精緻 化 とは別 の、 もうひ とつ の真 に学的 な価 値 があ るのだ

と仮 定 してみ るな らば、専 門的学 知の コミュニケ ー シ ョン不全 とい う現代 の学 問上 の課題

は、 ここにおい ては じめて 主題化 され うるよ うにな る。 専 門的学知 の生 産お よびそ の社会

的活用 過程 にお いて解 決 を求め られ る この課 題 は、 この ようなあ る種 のパ ラダイ ム ・チ ェ

ンジ を必要 とす る。

す なわ ち専 門用 語 を駆 使 し結 論 にい た る通常 の デ ィ シプ リ ンの 閉域 に介 入 す る よ うな

か た ちで、異 分 野共 同研 究 のプ ロセス を入 れ、 セ クシ ョナ リズ ム と 〈ひ と りごと好 き〉の

コ ミュニケ ーシ ョン不全 にたい して 〈プ ロセスの 共有 を軸 に した学知 の コ ミュニケ ー シ ョ

ン〉を確立 す る とい うこ とで あ る。 た だ しこれ は学 知 の専 門的精緻 化 の全 否定 な どでは な

い。 精緻化 す る ことを 自己 目的化 して社 会性 をな くしてい く学 知 の弧絶化 の過程 を全 否定

し、 その代 わ りに、噛 み砕 いて一 般化 した知 識 を もって唯一 の価値 とす る ような反知 性主

義が 目標 なので は、 もち ろんな い。学知 は精緻 化す べ きだ とい う単 一の価 値観 にお いて は

必要 悪で あ るに とどま って しま う学知 の コ ミュニ ケー シ ョン不 全 のデ ッ ドロ ックを突 破す

るため に、学知 の、専 門性 にむ けた進化 の過 程 におい ては退行 とされ る価 値 を立て る こと

で、2つ の価 値 に軸足 を置 いた止揚 が生 み 出 され る展 望 を ひ らこう とす る もの であ る。

そ の止揚 とは、何 のため の、 どこに向かお うとす る営 み なのか。 学問が 、有 限で かつ多
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様 性 に満 ちた世界 にお ける人 間の創造 性 の表現 として生 きい きと生 まれ 出 て くる、 始源 的

な領域 を取 り戻 す ため に、精緻化 ・弧絶化 してい く学 知 に他 者 との出会 い の場 を介入 させ

る こ と、といえ るか も しれ ない。学 問が生 まれ 出で、また再帰 すべ き場所 と して の 〈世界 〉

を取 り戻 し、 学問 の創 造力 を救 い 出す 営 み、 とい うこ とで あ る[・3]。

3.3モ ー ド ・チ ェ ン ジの場 と して の異 分 野 共 同研 究

で はこの よ うな学 知 の価 値 の変更 は どの ように した ら実現 で きるのか 。新 た な価値 の定

立 とい う と大仰 だが 、一 言 でい えば 〈話 し合 う とい う営 み〉の大事 さを取 り戻 す とい うこ

とで ある(く わ し くは本報告 書 第H部 第4章 「補説 」参照)。 た だ しこの単純 素朴 な命 題 を、

専 門的 な学知 の生 産過程 の なかに、精 緻化 の システ ムに十分対 抗 で きるか たちで組 み込 む

こ と、 その工 夫 と学 問論 の よ りどころが必 要 なので ある。

従来 の結 論 にむけ て精緻 化す る学知 にその知 的生 産の ス タイル(専 門 のデ ィ シプ リン内

での訓 練)が あ った よ うに、 プロセ スの共有 にむけ た学知 に も、そ の 目的 を達 成す るた め

のス タイルが要 る。 学知 の価値観 を変 更す るパ ラ ダイム ・チ ェンジ は、 この モー ド変更 に

よっ て導か れる。 つ ま り学 知生 産の モー ドを変 え る経験 を とお して、価値 観 の新 たな定立

と変更 は事後 的 に訪 れ て くると考 え られ る。

学知 のモ ー ド ・チ ェ ンジ は誰 か主導 す る人 間の指導 や教育 に よって もた らされ るので な

く、他 者 と真 に出会 う場 を生み 出す こ とに よっ て、 いわ ばそ の場 が教 え るので あ る。 そ

の場作 りの あ り方 と して本 プ ロジ ェク トで考 案 したの が、討 議支援 マ ップDiscussionSup-

portMap(略 称DSマ ップ)を 方法 とす る、 討議 空 間デザ イ ン論 であ り、 これ につい て は後

掲 の第4章 を参照 され たい。

3 この くだ りの記述は、三谷(2006)お よび、 アンセルム ・キーフ ァーの芸術表現 をめ ぐって「方法 と しての退

行」とい う考え方 を立てた多木浩二の論述 を参照 してい る。多木によるとキー ファーは、理性 的な言説(あ る

いは歴 史の科学主義的アプローチ)で はほ とんど意識化 されない始源 的混沌の領域 に、方法的 に退行すること

で、前衛 とい う芸術 観、つ ねにあたら しい形 式の探究 が自己 目的化 する芸術 観か ら、芸術 を離脱 させ る。そ

うする ことで、 その時代の芸術 に世界 を取 り戻 し、歴史の創 造性 を救 い出そうとして いる、 とされる(多 木,

1997,48-51)0
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本 稿 は、学知 の コ ミュニ ケー シ ョン不 全 を克服 す る理 念 として 〈越境横 断 に よる臨床 的

な知 〉の獲 得 をか か げた 「イ ンター フ ェイス の人 文学 」プ ログ ラム にお い て、 この 理念 を

実現 す る実 践的 な理論 と方 法 と して、異 分野 討議 のため の討議 空 間デザ イ ン論 が考案 され

て きた論理 的 なプ ロセス を開示 して きた。異 分野共 同研 究 とは、発達 した科 学 にお いて必

要不 可欠 とされ るピア ・レヴュー(同 分 野の専 門家 に よる研 究成 果 ・論 文 のチ ェ ック)と

対比 して いえ ば、ア マチ ュア による レヴュ ーを行 な う場 だ といえ るか も しれ ない。

従 来 の学 問世 界 の価 値 観 にお い て、素 人性 は克服 され るべ き未熟 の 状 態 と され、 した

が って、 もし未知 の学 知が話 頭 に上 った場 合 は、未 知で あ るこ とを隠す か恥 じるか、知 っ

たふ りをす るのが、 学知 の コ ミュニケ ー シ ョンで の一般 的 な性癖 だ った よ うに思 える(あ

ま りに 「知 らない」を連 発す る と、一角 であ るにせ よ何 か の専 門家 で あ るこ とが疑 わ れる)。

だが 専 門分化 の進 ん だ現 代 の学 問状 況 にお いて は、 ある分 野の 専 門家 であ る といっ て も、

近 しい隣接 領域 は と もあれ 、異分 野 におい ては素 人た らざ るをえ ない。 また、情 報科学 技

術 の 進展 と普及 に よって、 ある専 門性 の高み に上 る こと と、何 かの分 野 の狭 い 範囲 内に安

住す る こ とは、誰 に とって も容易 に なった。 さ らにい えば、高 度 に発 達 した科学技 術 に支

え られた現代 世界 にお いて は、誰 もが専 門家 と素 人の顔 を併せ もたざ るをえ ない。 こ う し

た知 の社 会状 況 のな かで、 専 門的知(お よびアマ チ ュア性)の 意味 と価値 は、 あ らた めて

根 底 か ら問い直す 必要 があ るだ ろ う[・4コ。

異分 野共 同研 究の場 とは、 この意味 で、専 門性 の発 達 した学 問状 況の なか に、社 会 的 な

コ ミュニ ケー シ ョンのプ ロセスお よび、アマ チ ュア リズ ムの もつ意 味 と効用 を呼び戻す 場

と してあ る と位置 づ け られ る。 もち ろん異分 野の交流 は、文字 通 りのマ イナス要 素 の単 な

る積 み上 げで終 わる可 能性 も高 く、他者 との煩 瑣 な出会 いか ら自他 を問 い直す 臨床 的な触

発 を引 き出す ため に は、方 法 的 な工 夫が 必要 で あ る。 その工 夫 につ い て は後続 の 各章 が

述べ る ところで あるが 、 も とよ り工夫 の こ らしよ うとい うものは、 その とき直 面 してい る

場 におい て編み 出 されてい くべ きもの であ る。そ うした個 別具体 的 な展 開の、根 底 で問 わ

4 IT革 命の進行 とともにひそか に進んでいる情報 と知 の価値の社会的な構造変化 と、それへの対応のあ り方につ

いては、サ イー ド(1998)、 鶴見(1967)な どのアマチ ュア リズム論 をあ らためて見直す作業 をふ くめて、具体

的な話 し合いの場づ くりの経験 を踏 まえたうえで、機会をあらためて論 じることとしたい。
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れ るこ とに なる であ ろ う学 問の価 値 論 につ い て考 察す る のが本 稿 の主 題 で あ り、 役 目で

あ った。

匚も りよ しお ・英知大学文学 部助教 授]
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第2章

若 手研 究集合 におけ る 「場づ くり」と 「ツール」の意味

プロセスの価値の自立にむけて

久保田美生

は じめに

筆者 は、 人 文学 にお け る異分 野 に直 面 し、 「問い を発 見す る」とい う難 しい若 手研 究集

合 の場づ くりに関 わった こ とで、場づ く りの理念 を見 つけ 出す こ とがで きた。 そ の理念 に

つ い て1で 述べ る。2以 下 で は、 その理 念 が見 い だ された場 と して の若 手研 究集 合 で、場

づ く りが どの ように進 ん だのか、 筆者 の経験 を中心 に しなが ら見 てい く。 まず2で 、 課題

としての コ ミュニ ケー シ ョン不全 につ い て述べ 、3で は、この課題 に対 して立 て られ た 〈討

議 空 間 デザ イ ン〉プ ロジ ェ ク トと、 そ こで用 い た ツー ルの 概要 を説 明す る。 そ して4で 、

実 際の研 究会 の プロセス の中で 設定 された理 論や ツー ルが使 い こな され てい った経緯 につ

い て検 討 す る。最 後 に結 論 と して、 プ ロセス の意義 を重 視 す る本稿 の見解 を本COEプ ロ

グラ ムの問題設 定 との関 わ りか ら確認 す る。

1プ ロセスの中にある価値

1場 の デザ イ ン

人 と人 とが本 当の意 味で 向 き合 いお互 い の話 に耳 を傾 け るこ と、 これ を出会 い と言 うな

らば、そ の こ とが可能 に なるた めの、空 間 ・場 を しつ らえ るこ とは大 切 なので はな いだ ろ

うか。

特 に生 きて きた背景 や文化 が違 い、個 人 の表現 のあ らわ し方 にお いて も目指 す方 向が違

う人 々が集 い、何 か一 つの プ ロジェ ク トを作 り動 か して い く場合 には、 出会 い の場 のあ り

方が プ ロジェ ク トの成 否 を大 き く左 右す る。 そ こには、 互い をつ な ぐ共通 の言葉 や前提 的

な了解 事項 が ない。共 有 してい る もの はその 「場」のみ だか らであ る。
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しつら

そ して この、場 を設 え るこ と、 つ ま り場の デザ イ ンとは、集 まった人 たち 自身がそ れぞ

れ考 え なが ら共 同 して生み 出 してい くこ とが で きて こそ よい もの にな る。 同様 に、場 のデ

ザ イ ンにおいて は 出会 い を促 進す るた めの道 具だ てが重 要だが 、そ れ ら もまた 、集 まった

人 々が使 い こなす こ とがで きなけれ ば意 味 をな さない。 つ ま り、場 のデザ イ ンはそ れ 自体

が 自己 目的化で きるよ うな もの では な く、 あ くまで集 った人 々が 出会 うための 手段 として

あ る とい うこと、 この ことを まず は確認 してお きたい。

「ツール との向 き合 い方

ところで 、 ここでい う出会 いの ため の道具 、つ ま りコ ミュ ニケー シ ョンのた めの ツー ル

や メデ ィアは、近 年の テ クノ ロジーの発展 に よ り実 に様 々 に分 化 されなが ら、 その 開発が

著 し く進 展 してい る。 一見 それ らのIT技 術 が 出会 い や空 間 デザ イ ンを促進 して い るかの

ように見 え るか もしれ ない。 だが単 に新 しいテ ク ノロ ジー や メデ ィア を導入 す る こ とで 、

その場 にお いて必 ず しも何 か新 しい創造 的 な関係が 生 まれ るわけで はな い。 目的 に応 じて

その場 で の必要性 に応 え る形 で ッール や メデ ィアが 使 われ るこ とで、 は じめ て創 造 的 な場

とな りえるので あ る。

若手研 究 集合 で は、 異分野 に属 す る他 者 同士 が異 質性 を維持 した まま互 い の通 じ合 えな

さを克服す る とい うプ ロジェ ク トを立 て、 その 目的 に応 じて ツー ル を作 りメデ ィァを導入

してい った。3年 間の研 究会 の プロセ スの 中で 自ら設 定 した 自分 た ちの課題 を解 決す るた

め に、 メデ ィアを使 い こな し、討 議支援 マ ップ な ど独 自の ツー ルメ ソッ ドを生 み 出 して き

た。 その メ ソ ッ ドは、 一面 で は、 異分 野の者 同士 が 出会 う場 面 において 、一般 的 に一定 の

有効性 を持 つ方 法で もあ る。 しか しメ ソッ ドそれ 自体が独 立 して い るわけで はない 。 む し

ろ自分 たちが集 って い る場 の問題 性 に向 き合 い、 その 中で テク ノロ ジー を自 ら使い こな し

てい っ た とい う経 験 の プロセス 自体 と、そ の プロセス を共有 したこ とに意義 があ る と考 え

る。 そ して、 ツー ルを使 い こな して い く中で集 いの場 自体 も更新 され てい ったの であ る。

1プ ・セ スの意義

こ こで あ らた めて 出会い とは どうい うこ とか、 プ ロセスの面 に焦 点 を当て て考 えてみ た

い。 出会 う とい う時、 まず 人の話 を しっか りと聞 くこ とが必 要だ ろ う。 出会 い とは、異 な

る考 え に向 き合 う中であ らため て 自分 を知 る ことで もあ る。 つ ま り他者 との 出会い は、他

者 の 目で 自分 を見 るこ とに よる 自分 との出会 い で もあ る。 また こ うした出会 いの 中で は、
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自分 の 考 えが以 前 と変 わ って くる。そ して 自分 ひ と りで は至 れ な い新 しい 自己の到 来 と

い ったで きご とが相 互 的 にもた らされ る場 合 もあ る。

その よ うな"新 しい 自己"は 他 者 との 出会 いの コミュ ニケ ー シ ョンを何度 も行 き来す る

中で やっ て くる。 それ は、行 き来す る運動 の 中での存 在で あ って、到 来の筋 道 を省 略 して

結 論 だけ取 り出 して語 る ことはで きない。 プ ロセ スの充実 は何 らかの結 論が 出て しまえば

忘 れ られやす い。 け れ ど も関係 の 中 に到来 す る"新 しい 自己"を 大 切 に して、 さ らに新 し

い出会 い に向け てつ なげて い くため に は、 プ ロセスそ れ 自体 の充 実 を、 結論 とは 関連 しつ

つ も互い に独 立 した価値 をもった もの と して見 直す感 覚の リニ ュー アルが求 め られ るの で

は ないだ ろ うか。

私 に とって は、 い ま述 べ た ような ことが ら、特 にプ ロセ スの大切 さに気づ くこ とがで き

た場所 と して若手研 究集 合が あ った。 当初 は メデ ィア ラボのス タ ッフ として、若手研 にお

け る記 録 のあ り方 につ いて、 あ る意 味で外 在的 な関 わ り方 で取 り組ん でい た。だ が若手研

の 中心的 プ ロジ ェク トとして 「人 文学 討議 空 聞の デザ イ ンと創 出」が 始動 し、 その コンセ

プ トに基 づ いた討議 の場 づ くりが着手 される よ うになった段 階か ら、研 究員 同士が 出会 え

るた めの しつ らえにつ いて場 の中か ら考 え、 メ ンバ ーの一員 と して研究 会が 変化 して ゆ く

プ ロセス に立 ち会 うことがで きた。

本稿 では、 主 と して私 自身の経 験 を述べ る形 で、若手 研究 集合 で起 きた変化 を紹介 して

い く。 またそ の変化 が現 れて くるプ ロセス にお いて、討 議空 間デザ イ ンの ツールや メ ソ ッ

ドが果 た した役 割 につい て も説 明す る。そ うす る ことで これ まで述 べ て きた こ とが らに具

体 的 な文 脈 を与 えてい きたい。

そ の 目的 は、若 手研 とい う場 にお い て貴重 な出会 い と変 化 が生 み 出 され る中で 何 が起

こって いたの か、一 人の個 人的経 験 に留め るの でな く、 さま ざまな場 所 で人 と人 とをつ な

ぐ場 づ く りに携 わ ってい る人 々 と共 有 で きる何 か を作 り出 したい と考 えて の こ とで あ る。

そ の何 か とい うのは、人 と人 とをつ な ぐ創造 的 な場 のあ り方 をめ ぐる話 し合 いの広場(文

字 メデ ィア を介 した討 議 空 間[・1])であ り、 拙 い なが ら も経 験 を文 章 にま とめ る こ とで、

自分 もまたそ の中 につ なが ってい きたい と願 っ てい る。

1 文末 の 「参考文献」に挙げた書物、そ してそうした書物 を生み出 した場や人 々の営み、また人 と人 とが出会 う

場づ くりについて活動を行 う入 々や集団をイメー ジしている。
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2若 手研究集合におけるコニュニケー ション不全

2.1通 じ合 わ な さ

私 が最 初 に若 手研 に参 加 した の は、若 手研 が2004年 春 に活 動 を開始 してか ら半 年 ほ ど

経 った 同年秋 頃か らだ った。そ の 頃の若 手研 は、 活動 の共 通 テーマ も設 定 されて お らず、

参加 して い る研 究者が それ ぞれ 自分の研 究 を紹 介す る自己紹介発 表 や、今 後の研 究会 を ど

う運営 してい くのか とい う方 針の検 討が メ イ ンだ った よ うだ。 しか し私 は、そ こで何 が行

われ てい たのか正 直 に言 う とよ くわか らなか った。 まず 、そ の若手研 とい う場 自体が 、私

に とって は異 世界 だ った。専 門用語 の オ ンパ レー ドだ ったか らであ る。

専 門 家が 自分 の属 す る世 界 の専 門用 語 を使 うの はあ る意 味 で は当 た り前 だ ろ う。 しか

し、少 な くともそ こに集 まってい る研 究 者の属 す る どの専 門 に も属 してい ない私 に とって

は、話 され てい る ことの根本 の意 図は なん とな くつ かめ て も、 その イメ ー ジを膨 らますた

めの後 ろ盾 や根 拠 に なって い る(と 思 わ れ る)専 門世界 の学術 的な引 用 な どは理解 で きな

か った。○ ○主義 の だれそ れや、 ××の思想 の流 れな どの話が 出て くる と、話 し手の 人は

説明 を具体 化 してい るつ も りなのだ ろ うが、 私 にはつい てい けな くな る。 つ ま り、話 につ

い てい けな くなる入 り口 に,そ うした専 門的な参照 や引 用が 立 ちふ さが ってい た。私 はそ

の頃 いつ もどこか居場所 が持 て ない思 い を しなが ら研 究 会 に参 加 してい た。

以 上述べ た こ とは、 専 門家 の集 ま りの 中に非専 門家が 入 った場合 、 どこで で も起 こ りう

る こ とだ。 しか し異分 野の研 究 者が 共通 テ ーマ を立 てず に集 ま った若手 研 とい う場 で は、

実 は上 に述 べた ような居心 地の悪 さは、 ほ とん どの メ ンバー が共有 して苦 しんでい た もの

か も しれな い。私 は まだ参 加 して い なか ったが、 研究 会が 始 ま って 間 もない2004年5月 、

あ る研 究員 メンバ ー は、次 の よう に研 究会 の感想 を メー リング リス トに投 稿 してい た。

必ず しも議 論 につ いて いけた わ けでは ない私 と して は、 専 門分野 内 の(た とえば各学

会 内 での)議 論 との差 は どこにあ るのか 、 とい う疑 問 も持 ち ま した。 当該分 野 に何 の

関係 もない者 の素 朴 な(ア ホ な)質 問 は入 る隙が ち ょっ とない ように も思 えま したの

で。皆 さん の ご感想 を うかが いた い ところです(2004年5月27日 若手研 究集 合宛 メー

ル よ り)。
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この メ ンバ ーは文学 につ いて造 詣 の深い研 究者 で、人 文学 につ いての非専 門家 とい うこ

とで はない。 しか しその よ うな若 手研 の主要 メ ンバ ー であ って も、所 属学会 つ ま り専 門分

野 が異 な る場 合 に は 厂議 論 につ いて い けた わけ で」もない こ と、 また 「当該分 野 に何 の関

係 もない者 の素 朴 な(ア ホ な)質 問 は入 る隙 が ち ょっ とない 」と、 発 言 を控 えて しまっ て

い た ことが、 この投稿 文か ら見 えて くる。つ ま りある分 野の専 門家 も別 の分 野 につ いて は

素人 になるか も しれず 、 このメ ンバー はそ の通 じ合 わ なさ を どうす るか、 問題 を投 げか け

た ので ある。

2.23つ の 壁

この 〈通 じ合 わな さ〉は、 若手 研 とい う場 の特徴 で もあ った のか もしれ ない。心 理学 を

専 門に してい る他 の メ ンバ ーは先 の問 いか けを受 ける形 で次 の ように感想 を述べ 、 さ らに

問題提 起 に まで話 を進 めた。

異分野 の研 究で刺 激 を受 けつ つ も、 議論 しよう とす る と、 同 じ トピ ック を検 討 してい

る よ うに見 え なが ら、何 だか しば しば、話 が か み合 って い ない よう に見 える こ とが

あ りま した。例 えば、 「実 証」「(歴史 ・文化 の)記 述 」「臨床性(=『 誰の ため』の研 究)」

「権 力 」とい った キー ワー ドは、か な り頻 出 して き ま した が、 同 じ語 句 を用 い てい な

が ら、 どうも、 何 かが通 じ合 ってい ない よ うに思 われ、 いつ も歯が ゆい思 い を して お

りま した。(中 略)初 めか ら 『通 じ合 って いる部分=共 通項』を探 るので は な く、敢 え

て、 『通 じ合 って い ない部分=葛 藤 ・矛 盾 ・問題 』を洗 い 出す ところか ら始 め てみ て

は如 何 で し ょうか?(2004年7月26日 若 手研究 集合宛 メール よ り)。

ここで は何 が通 じ合 わな いこ との原 因に なってい るの だろ う。 少 し複 雑 な問題 だけれ ど

も整理 して みた い。

1)何 らかの 分野 の専 門家 で あ るな らば分野 を越 えて共 有 して い る学 問用 語 があ り、 こ

の学術 言語 を使 える人 同士 で共 有 して い る世 界 が ある。仮 に これ を学 者世 界 とす る

と、私 の ような一 般 人 はそ こ に入 って い ない。 これが 通 じ合 わ な さの1つ め で、専

門家 と非 専 門家 の 間の壁 であ る。
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2)し か しなが ら、学 者 同士 で も分野 が違 えば、 同 じ語 句 で も使 い方 や文脈 、 背景 が異

なって い るため、話 し合 いが噛 み合 ない。 これが 通 じ合 わ な さの2つ め で、異分 野 の

壁 で ある。

そ こで 、 この メ ンバ ー は、 「初 めか ら 『通 じ合 っ てい る部 分=共 通項 』を探 るので は な

く、敢 えて 、 『通 じ合 っ て い ない 部分=葛 藤 ・矛盾 ・問題 』を洗 い 出す 」こ とに よっ て、

「お互 い のデ ィシプ リ ンが抱 えて い る暗 黙 の前提 を暴 き出す こ とが で きる」と した。 つ ま

り2つ めの 異分 野 の壁 の存 在 を明 らか にす る こ とで、 自分野 と異 分 野 の違 い を理 解 して、

通 じ合 うこ とがで きるよ うにな り、研 究会 も発展 す る と提案 されてい る。

しか し、 通 じ合 わ な さを作 り出 してい たの は、上 に挙 げた2つ の壁 だ けで は なか っ ただ

ろ う。 私が研 究会 の議論 の中 に どう して も入れ ない と感 じてい たの は、 専 門用 語が わか ら

ない こ とだけが 原 因で はな い よ うに思 う。 外か ら研 究者 た ちの 間のや り取 りを見 てい て、

次の よ うなこ とに気 がつ い た。皆が 集 まって いる研 究会 の中で あ りなが ら も、そ れぞ れの

発 言 は自分 の意見 を精密 に弁 じきるこ とに力点 が置 かれ てお り、 その場 で移 り変 わる話 の

流 れ を受け継 ぎつ なげ てい こう とす る雰 囲気 が 欠 けてい た。

この点 につい て、 また別 の研 究 員 は、活 動 開始 当初 の研 究 会 の模 様 につ い て こ う振 り

返 ってい る。 「最初 はそ うで した。独 白 の続 きみ たい な。独 白 につ ぐ独 白み たい な。 あな

た も私 も独 白(笑)」(2006年 若手研 究 員 イ ン タビュー 映像 記録 よ り)。 この よ うな、話 を

止めず に最 後 まで言 い切 る とい う語 り方 は、 問題 を掘 り下げ て考 えを深 めて行 くとい う人

文学研 究の ス タイル に関係が あ るのか もしれ ない。 だ と した ら、そ れは人 文学研 究の世 界

が持 つ文化 と も言 え るだ ろ う。 私以外 の研 究 員 はその 文化 を共 有 して いたか も しれ ない。

だが 学会 発 表 で はな く、集 まっ た人 た ち と何 か を検 討 してい くよ うな場 の コ ミュニ ケー

シ ョンは この語 り方で は うま く進 まな い。

つ ま り、若 手研 の通 じ合 わ な さの原 因 と して は、先 に挙 げ た2つ め の、分 野 間(人 文諸

学)の 壁 の問題 だ けで な く、独 白的に個 々の 分析 を深 めて行 くコ ミュニケ ー シ ョンス タイ

ルの 問題 も大 き く関 わって いたか もしれない。

そ れは、 人文学研 究 に特徴 的 な思索 を深め て行 くス タイル を対話 コミュニケ ー シ ョンの

場 に当て はめた場 合 に起 こった問 題 なのか も しれ ないが 、単 に人文学 固有 の問題 とい うわ

けで は な く、 また別 の角 度 か ら見 れ ば、1つ め の壁 、何 か の専 門家 と何 かの非 専 門家 の間

の異文 化 問 コ ミュニ ケー シ ョンの 問題 に もつ なが ってい るだ ろ う。
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この よ うな独 白的 な コ ミュニ ケー シ ョンス タイル は若 手研 開始以 来ず っ と続 いて いた よ

うだ が、 そ こに変化 が 訪 れた の は2005年 秋 以 降の こ とだ った。 次節 か らこの変化 の あ り

よ うを見 てい きたい。

3.「人文学討議空 間のデザイ ンと創出」プロジェク ト

話 は遡 るが 、2004年 の若手研 発足 か ら約1年 間 の間 は、様 々な提 案が あっ た もの の研究

会全 体 の方 向性 を決 める まで に はい かな か った。 第1回 研 究会 で は、「そ もそ も、 何 をす

るのか わ か らない段 階 で は、「研 究発 表 」で何 を した らい いの かわ か らな い」、 「テ ーマ を

決 めてか ら研究 会 を始 め るべ きで はないか」といった意 見 もあ った(2004年4月22日 研究

会議 事録 よ り)。 そ の一方 で、 若手研 の よう なラ ンダム な人文 学研 究者 の集 ま りの場 自体

を臨床 、越 境 の現場 として は どうか、 との意見 が あ った。 「通 じ合 わ な い」「分 か らない」

この場所 の問題 に取 り組 んでい け ば、 それ ぞれの研 究者 が異 分野 に越境/横 断す る中で 自

分 を 問い 直す 、臨床 的 な問い の場 をつ く り出す こ とが で きるか もしれ ない、 とい う こ と

だ った。 その後 、若手研 を どうい う もの に して い くか議 論 を重 ね てい った後、 この 意見 を

も とに 「人 文学討 議空 間 のデザ イ ンと創 出」プ ロジ ェク トが2005年 春 ス ター トした[・2]。

討 議空 間デザ イ ンプ ロジ ェク トで は、議論 の 中で 「分 か らな さ」や 「通 じ合 わな さ」を共

有 してい くた めの場 の しつ らえが非常 に重要 なキーポ イ ン トであ った。背 景 の異 なる多様

な人 た ちが集 まって 、互 いの専 門知識 を寄せ 集 めて何 か を作 るた めで もな く、 また、あ る

専 門分 野 の専 門知 を伺 う発 表会 で もな く、 「この場 」を中心 と して、 他者 との相違 や 接点

をつ きつ め、そ の経 験か ら自分 が変 わる こ とを 目的 と した場 づ くりであ る。

具体 的 に は、研 究会 を話 し合 いの場 として充実 させ るため の理論 や討議 方法 、道 具立 て

を設 定 した上で 、そ の討議 シス テムの場 の 中で、各 分野 の専 門のペ ーパ ー を異 分野 間の討

議 にか け る個別 論文 検討 会 を行 った(2005年 度 は6度 の研 究会 で12本 、06年 度 は6度 で9

本)。 以 下 に、 この 討議 空 問の場 づ く りに使 用 した 主 な ツール5点 の概要 と効 果 につ い て

簡単 に説 明す る。

z プロジェク トの理念等について は、本報告書第II部第1章 森論文 を参照されたい。
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A)メ ー リング リス ト(从L)

B)の ペ ーパ ーの提 出 、及 びペ ーパ ー に対 す る事 前 の コメ ン ト提 出 にメー リング リス ト

が活用 された。 事前 にテキ ス トで コメ ン トを提 出 してお くこ とで、研 究会 当 日の議 論 は、

異 な る専 門 の立場 か ら出 され る コメ ン トの間 の関係 を どう考 えるか、他 者 との 出会 いの あ

り方 に討 議 を集 中させ る ことが で きた。

B)デ ィスカ ッシ ョンペー パー(DP)お よび デ ィスカ ッシ ョン ドラフ ト(DD)

メ ンバ ーが提 出す るペ ーパ ーは、2005年 度 はデ ィス カ ッ シ ョンペ ーパ ー(DP)と 呼 ば

れ、本COEの 問題 設定 の2つ の軸 で あ る 「臨床性 」「横 断性」を自身 の研 究 に関 連付 けて論

じる こ とが 条件 とされ た。2006年 度 はデ ィス カ ッシ ョン(の ため の)ド ラフ ト(DD)と 呼

ばれ、DPよ りも さらにペ ーパー としての完成 度 は問 わず、 人文学 に通底 す る 「問 い」の 共

有 を 目指 して作 成す る こ とが条 件 と され た[・3]。

通 常各 回2名 の メ ンバ ー がDPIDDの 執 筆 を担 当 し、事 前 に若 手研 メー リ ング リス トで

提 出 した。 筆 者 以外 は提 出 され たDDIDPを 読 み、事 前 に メー リング リス トに コメ ン トを

返信 す る ことが課せ られた。

DDIDPは 、 学術 論文 と して は未 完成 で はあ るが 、一 つ の専 門分 野内 の論 文 として固 め

られて いな い ことに よって、 かえ って異分 野 の研 究者 が意見 を挟 みやす くな り、討 議 を行

う余 地が 生 まれ る こ とを狙 い とした。 これ らは単 に あ る専 門 を学 術 的 に薄 め て紹介 す る

ペ ーパ ー とい うポ ジ シ ョンでは な く、 異分 野 と接 触 す る こ とを 目的 に書 かれ てい るた め、

研 究者 の持つ根 本 的な ある種 メ タな問題意 識 を引 き出す効果 を持 ち、異 分野 間 の議 論が広

が っ た。研 究 員 メ ンバ ー はDPを 振 り返 っ て こ う語 って い る。「や っぱ りデ ィスカ ッシ ョ

ンペ ーパ ーの議 論が す ご くお も しろか った です。(中 略)一 年 目の(DPが 設 定 され る以前

の)自 己紹介 ペ ーパー の失敗 を踏 まえて、 ち ゃん とこの場 に いる人 た ちに通 じるよ うに書

いてい るっ てい うのが分 か ったの で、そ れだ けで もす ごい成 果 だ と思 い ま した。何 本か は

読 ん でい てす ご くお も しろか った です 。 で、何 本 か はち ょっ とまだ 煮 え切 らない な とい

う もの だ ったのが報 告書 に なった時 に はち ゃん とリー ダーフ レ ン ドリー になっ ていて、 良

かっ た と思 い ます」(2006年 若 手研究 員 イ ンタビ ュー 映像記 録 よ り)。

3 本プ ロジェク トの討議 に供 されたDPIDDは 、執筆者 の責任 にお いて改訂 され、2005年 度若手研究集合報告書

にはDPを 元に した論文が、本報告書 にはDDを 元 にした論文が掲載 されている。
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C)討 議 支援 マ ップ(DSマ ップ/デ ィス カ ッシ ョンマ ップ)[図2・3]

続 いてDPIDDを 研 究会 で検討 す る際 に使用 した ツー ル を説 明す る と、 まず討 議支援 マ ッ

プが あ る。 そ のマ ニ ュアル 的な使 い方 につ い て は、第2部 第4章 の森論 文 で説 明が あ るの

で詳 しくは省 くが、模 造 紙、 付 箋紙(色 ・サ イ ズは 臨機 応 変)、 サ イ ンペ ン(色 は臨 機応

変)を 使 用 した。 そ して 参加者全 員 でテ ーブ ルを囲 んで着席 し卓上 に大 きな模 造紙 を置 き、

議論 を進 め る中で 「キー ワー ド」(専門 用語、 概念 、印 象 ・感 想)が 出 され る度 に、 発言者

また は他の メ ンバ ーが付箋 紙 にそ れを記 し模 造紙 に貼付 した。討議 支援 マ ップは議論 内 の

発言 を分類 し整理 をす るため の もので はな く、話 の流 れ を可 視化 し、議 論の ポ イン トを共

有す るこ とで議論 を促進 す るため の もの と して設 定 された。 マ ップ に落 としてい くもの は

キー ワー ドだけで な く、線 や 囲み、 また矢 印マ ー クな どの図形 も話 の流 れ に沿 って書 き加

え られた。各 会の終 わ りに は、 出来上 が ったマ ップ を参 加者全 員 で振 り返 り、 その 日の議

論 の流 れ とポ イン トにつ いてふ りか える時 間 を持 っ た。

DSマ ップ は主 に、 「議論 の流 れ を可 視化 す る」「話 の構造 をデザ イ ンして配置 す る」とい

う2つ の機 能 を持 ち、 若手研 の変化 に最 も大 きな役 割 を果 た した。 と りわ け、 本稿 の1で

述べ た 出会 いの意味 と価値 につ いての理 念 は、主 として この マ ップを生み 出 し使 い こな し
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てい く経 験 を背景 として 着想 を得た もの であ る。 その

使 い こな しの プ ロセ スや効 果 に つ いて は、4と5で あ

らため て詳述 す る。

D)オ ンタ イム議事録

研究 会中 の発言 内容 を同時進 行 でパ ソ コンを用い て

テキ ス ト入力 し、 プ ロジ ェク ター で投 影 した。 投影 さ

れて いる発言 内容 を随 時必要 に応 じて参照 しなが ら議

論 を進 めた。 議事 録 は研 究会終 了後 にMLに 流 す こ と

で、事 後確認 と して も利 用 され た。

オ ンタイム議事 録 は同時投 影 で共有 され るこ とに よ

り、議 事録作 成者 の独 断的 な まとめ方 にな らない議事

録 となっ た。 また、発 言内容 の長 いや りと りも随時 確

認で きるため、 わか らな いこ とは流す とい う薄い議 論

で はな く、振 り返 り理解 しなが ら議論 を進 め られ る よ

うにな った。 また、前 の発言 に往 還 した議論 がで きる

ように なった ため、話 自体 につ なが りを持 て るこ とに

な った。そ の こ とで理 解が深 ま り議論 の質が 向上 した。

E)デ ジタル ビデ オカ メラ、デ ジ タル カ メラ、音声 記録

研 究 会の討 議 内容 は この3点 の記 録 メデ ィア で収録

した。記 録物 は主 に事 後 の発言 確認 用 と して使 用 され

た[・4]。マ ップ と音声 は公 開限 定の ホ ー ムペ ー ジに後

日掲 載 し、共 有で きる よ うに した。

[研究会で の議論の様子]

4.一 fり1=究会中の雰囲気や表情、発言 の間合 いなどが記録 された これ らの実写記録物は、DVD版 報告書 にその一部

を掲載す る予定である、、



[図2]討 議支援 マ ノブ

(2006年 度DD検 討会 よ り)

[図3]討 議支援マ ノブ

(2005年 度 ソールにつ いての

検討会 よ り)
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4理 論設定 とカスタマイズ 討議支援マップを中心に

前 節 では研究 会 で使 用 した5点 の主 要 なツー ルを説 明 したが、本稿 の1で 述 べた ように、

これ らの ツール を揃 えるこ とで問題 が解決 す る とい うわ けでは ない。 ツー ルや理論 は必要

があ って作 られ るが、作 られ た ままの状態 な らばそ れは理念 に留 まる もの であ る。若 手研

は、 この討議 空 間デザ イ ンの理 論 を生 み 出す場 であ った と同時 に、 他方 でそ れ を実 際 に適

応 して み る場 で もあっ た。

以 下で は、研 究会 の場 で 中心 的 な役 割 を担 っ た 「討 議支 援 マ ップ(DSマ ップ)」が、 ど

の ように して生 まれ、場 の中 でカス タマ イズ されて いった のか、理 論設 定 と実 践 とい う角

度 で見 てい きたい。

4.1理 論 をつ く りだ す プ ロ セ ス

私 の所 属 して いるCOEメ デ ィア ラボ[・5]は、2005年1月 頃 よ り、 私 を含 め た ス タ ッフ3

名 が若 手研 の正 式 メ ンバ ー になっ た。 これは、 いわ ゆる人文 学 の研 究者 で はない、 大雑把

にい う とメデ ィアテ クノロ ジー を扱 うこ とで研 究教 育サ ポー トを行 ってい る我 々が参加 す

る こ とで、何 か しらの新 しい風 を吹 き込 むの では ないか …… と予 感 されて の こ とだ った と

記憶 してい る。

当時 の若手研 は先 述 した コ ミュニケー シ ョン不 全 のた だ中 にあ り、私 た ち ラボス タ ッフ

はそ れぞ れ に驚 き と関心 を抱 い てい た はず であ る。私 自身 は本稿2.2で 述 べた ような壁 を

感 じなが ら も、一 方、異 分野 の人 々が集 ま る研 究集合 の営 み 自体 が貴重 で あ り、何 か大 き

な意味 があ る と感 じて いた。 そ こで まず 、研 究会 の全 て を記録 しよ うとビデ オカメ ラ と画

像 で の記 録 を始 め た(2005年3月)。 長 期 に わた る研 究会 なので あ れ ばなお さ らそ の経 緯

を記録 してお くこ とは、い つか きっ と何 らか の意 味 を持 つ だ ろ うと考 えての こ とで ある。

また別 の ラボス タ ッフは、 目の 当 た りに した コ ミュニケ ー シ ョン不 全 を なん とか しよ う

と、情 報デ ザイ ンの観点 を用 いて、 黒板 の発言 内容 に タイムス タ ンプを貼付 け て時 間軸 で

S COEメ デ ィアラボ:メ デ ィアを使 った教育 や研究 のサポー ト、研究 データのアーカイブ、COEに 関連 した発

行物の グラフ ィックデザイ ンを主 な業務 としてい る。

240 壅償醗麺£鱒鬚騾讐を雛綏iP5妻=転s嫁醜彩砦AtY[v4tlaszona-zaas



議論 を見 える形 に し、情 報 を共 有 しつつ議 論 を進め る とい う方法 を試 みた(2005年3月)。

またそ の頃か ら私 は、1)の 専 門家 一非専 門家 の壁(自 分 に とっての壁)と3)の 壁(各 自

が言 いっ ぱな しでつ なが りの持 て ない会話)を 改善 す る手だ ては ないだ ろ うか と考 える よ

うになっ ていた。 自分 に とって どうにか しな くて は困 る問題 だった か らとい う理 由 も大 き

いが 、メ ンバーが 噛み合 っ た議 論 がで きない か とい うことに関心 が あ り、 その手 だて を探

る ため に異分 野 コラ ボ レー シ ョンの 方法(原 田、2003)や 討 議促 進 のた めの コ ンピュー タ

ソ フ トウ ェア(大 平 、2000、2003[・6])な どを調べ 、数 名 の研 究員 メ ンバ ー に話 を持 ちか け

は じめた。 そ して、2005年1月 か らす で に討 議空 間デザ イ ンの理念 を考 え実践 方法 を提起

して いた森宣雄 氏 と共 に、そ の理念 を具体 的 な場 づ くりの形 に落 とし込 む ラフ案 を考 える

1こ と とな
った(2005年8月)。

最 初 に森氏 と話 し合 い を持 った 際 に私 が提 案 した議 論 の方 法 は、全 員 が大 きな模 造紙

を 囲ん で、 あ る物 事 につ い て の意見 をそ れぞ れで小 さ な用 紙 にキー ワー ドで書 き、 そ れ

らを置 きなが ら話 しを進 めて して い くとい う ものだ う た。 これ は、 当時 私が 関 わ って い

るNPOremoに お ける、 とあ るプ ロジ ェ ク トミーテ ィング[・7]の進 め方 を ヒ ン トに した も

のだ った。 だが この時森 氏 は この案 に賛成 しなか った。 なぜ な ら、「我 々人文学 者 は論述

で物事 を扱 うの で、 どう して も話が 長 くなる上 に、論 理 を単 語 に切 って分解す るこ とで は

趣 旨が伝 わ らないの では ないか 」とい う理 由 であ った。 なる ほ どとい うこ とで、折衷 案 の

ような案 を考 え た。 そ れは、前 回 までの議 事録 を長 い ロール紙 に大 き く印字 した もの を用

意 し全 員で それ を囲み、今 までの話 のつ なが りを振 り返 りなが ら当 日のポ イ ン トを書 き加

えつつ 進 んでい くとい う、絵巻 物 的なマ ップ だった。 ポ イ ン トと しては、様 々 な分 野の も

のの見 方や各 回 の討 議 をつ な ぎ合 わせ る共 有 のメデ ィア を作 るこ とで議 論 につ なが りを付

け、 それ を可 視化す るこ とだった。 だが この案 は、壁 に投影 され る オ ンタイム議事 録 と絵

巻物 の両方 を参照 しなが ら進 め るのは難 しい ので はないか とい う ことで実現 に至 らなか っ

た。 しか し共有 のメデ ィァ を作 るとい うポイ ン トを実 現す るた めの方法 と して、模 造紙 に

キー ワー ドを置 いて進 めてみ る ことに なった(2005年10月)。

マ ップ を始 めた 第1回 個 別論文検 討会 匚・8](2005年10月13日)で は、 オ ンタイムで のマ ッ

6

7

8

2005年9月15日 に同氏 をお招 きし、若手研 との意見交換会を開催 した。

NPO法 人 記録 と表現 とメデ ィアのための組織(remo)で の 「workshopdesignworkshop」 とい う、ワークシ ョッ

プについて考えるプロジェク ト。

2005年 度報告書に各会の概要が掲載 されている。
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ピ ングは想定 してお らず、 研究会 で の議論 が一通 り終 わった後 にそ の 日の議 論 を振 り返 り

なが ら模造 紙 に言葉 を置 い てい ったが 、単 語が ポ ツポ ツ と並 んで い るだけ の ものだ った。

第2回(2005年10月27日)も 前 回同様 に議論 が終 わっ た後 にマ ップを作 る とい う方法 を と

り、前 回のマ ップにその 日の議 論 を加 える とい う形 に した。 だが この 回では、 当初 はテ キ

ス トで しか伝 えに くい と考 えて いた議論 の論理構 造 を線 や 囲いで 図示 化す る作 業 を始め、

これ が話 し合 い の内容 を共有 す る ことに大い に役立

っ とい うこ とが わか っ た[図4]。 そこで 、今後 は議

論 と同時進 行で マ ッピ ング しよう とい うこ とにな っ

た。 そ して2005年ll月3日 に森 氏 か ら今 後 の研 究

会 の進 め方 につ い ての プ ランがMLで 提 案 され、 そ

れ が現 在 の討議 空 間 デザ イ ンの場づ くり(理 念)と

場つ か い(具 体 的 な方法)と なっ た。 その具 体 的 な

考 え方 と方 法 につ い て は第H部 第4章 の森論 文 に て

説 明 され てい る。

[図4]第1回 第2回DP検 討会のマ ップ

4.2使 い こな す プ ロ セ ス

この よう に して討議 空 間 デザ イ ンの 理 論 は作 られ て いっ た。 とはい え、理 論 が で きあ

が った と言 っ て も、 それ以 降の実 際の マ ップづ くりの作業 が スムー ズに進 んだわ けで はな

か った。 それ はむ しろた どた ど しい ものだ った。 いざキ ー ワー ドを模 造紙 に置 くとい って

も、いつ 、 どの ように、 どんな言葉 を置 い ていい のか わか らず 、 しば ら く議 論 を進 め た後

に こわ ごわ言 葉 を選 んで 置 いて い くような状 態 が続 い た。 この時期 につい て研 究 員 メ ン

バ ーの一 人 は こ う振 り返 って い る。 「今 ひ とつ使 い切 れて な くて。す ごい ぎ くしゃ く して

ぎこち な くて、 一通 り議論 が終 わっ た段 階 でまだ ほ とん ど白紙 で、 じゃあ今か ら書 い ては

りまし ょうか とい う ような(笑)」(2006年 若 手研究 員 イ ンタビュー 映像記録 よ り)。

1マ ップを中心 とす る話 し合 い

この時 期 にマ ッピ ングが むず か しか った理 由 と して、 どの言 葉 を選 ん で どこに貼 ればい

いのか とい う技 術経験 的 な問題 もあ ったが 、 まだ議 論 の場 の 中心が マ ップで はな く各発 言
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者 だ った こ とが大 きい と考 える。

発言 者 が中心 になっ てい る場合 は、 誰か(し か も 自分 とは違 う分 野 の専 門家)の 言 葉 を

他 人(そ の 道の非専 門家)が キ ー ワー ドに して置 くこ とへ の ため らいや、 「論述 的発 言」を

短 いキ ー ワー ドにま とめ る こ と/ま とめ られ るこ とへ の抵抗 もあ った。 発言者 が発 言 した

後 にマ ップに落 とされ たキー ワー ドを見 て、「これ はまだ(論 述 として)完 成 され てい ない

か ら置 か ないでほ しい」や 、「これ は私の言 っ た言葉 とは違 う」と言 うな ど、 キー ワー ドに

された言 葉 に抵 抗す るといった こと もめず らし くなか った。

こうい った拒 絶感 を感 じる のはあ る意味 当然 であ ったが、 実際 に研 究 会の 中で 当 日や前

回 まで の議論 を振 り返 って話 をつな げてい くた めに は、 マ ップ にキー ワー ドと話 の流 れが

置 かれ てい る ことが 重要 だ と実 感 される よ うにな り、 次第 に言葉 を置 くこ とへ の抵抗 が少

な くなって い った。そ うなる と、 具体 的 なキー ワー ドの配 置場所 や言 葉の 選 び方(主 語+

述 語=結 論 とい う話 の場 合 ど こまで一枚 の紙 に書 けば話 が広 が りやす い のか、 な ど)、 線

の 引 き方 な どにつ いて も議 論 される よ うになっ た。

この ように、 マ ップに キー ワー ドや 議論 の流 れ が徐 々にス ムー ズに置 かれ てい くにつれ

て、マ ップ上 には重 要 なポイ ン トが可 視化 され てい くよ うになっ てい った。可視 化 され る

こ とで、 それ までの議 論 との往還 が可 能 にな り様 々な意見 を創発 す る ことがで きるよ うに

なった。 また、 議論 のあ り方 自体 も、 マ ップ上 の ポイ ン トを受 けて発 言 し、そ の発 言 を引

き取 って発 言、 それ をまた マ ップに戻 す とい う、 マ ップを介 したつ なが りのあ るや りと り

が引 き出 され るこ と もあ った。 さ らに、発 言 をキ ー ワー ドで随 時確認 してい ったため、 長

い発 言 も独 白の よ うにな らな くなった。 これ は、単純 に発 言時 間が短 くなった とい う意 味

で はな く、発 言が つ ど理解 されて い くため仮 に長 い発 言で も独 り言で は な くな った ことに

よる。

以 上の ように して研 究会 は 「マ ップ を中心 と した」、議 論が流 れ る場 に変化 してい った。

研 究 員メ ンバ ー は 「若手研 の雰囲気 が変 わ った」理 由 と して、次 の よ うに振 り返 って いる。

「紙 の使 い方 とか を割 と自分 た ちめ もの に して きた部分 が あ るんだ と思 い ます 」。 「や っぱ

り印象 が強 いの はデ ィス カ ッシ ョンペ ーパ ー をみ んな出 して、マ ップ とか を使 った り とか

し始 めた 頃。 あ の頃 にみ ん な結 構体動 か した りとか し始め て、喋 りも多 くなった とい うイ

メー ジがあ る」。 「最 初の 頃 はち ょっ と、議 論の応 酬み たい な ところ もあった し、 まだ議論

が視覚化 さ、れて なか った し。 や っぱ りマ ッピングの効 果 ってい うの は僕 に とって ものす ご

く大 きか ったです ね」(2006年 若手研 究員 イ ンタ ビュー映像 記録 よ り)。
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こ こでマ ップが もた らす 効果 につ いて、 も う少 し掘 り下 げて 考 えて みた い。 マ ップに

キー ワー ドを置 く際 に は、「私 はこ う考 えて い る」とい う個 人 の発 言 を、発 言者 の 意図 も

汲 み取 りつつ 、そ の場 に参加 して いる メ ンバ ーに とって重 要だ と思 われ る ものが何 で ある

かを検 討 しなが ら置い てゆ く。 その ため、 マ ップ上 に置か れて い く言 葉は誰 か個 人の発 言

内容 なのだが 、一 旦付 箋 に書 かれ てマ ップに抽 出 される こ とで、 それ らは もはや個 人 の発

言 で は な く、参加 者全 員 で の 〈共有 の言葉 〉に変わ る。 これ は、 自己 か ら発 信 され た発言

内容が外 に出て オブ ジェク ト化 される こ とに あた る。 オ ブジ ェク ト化 され る ことで、 ある

キー ワー ドに対 して発 せ られ た意見 はそ の発 言 者 に対 す る もの では な く、共有 された言葉

自体 へ の意見 とな る。そ のた め、そ れ までな ら言え なか った ような ツ ッコ ミや今 まで 聞 き

づ らい と感 じてい た質問 や素朴 な疑 問 な どが言 え るよ うに もな り、討論 へ の参 加 や話題 が

広 が る ことに なる。言 葉(発 言)が 共有 される こ とに よって場 を共有 して い る と.いう意識

が生 まれるの であ る。

異な る背 景 を持 った他者 同士 が、言 葉 を分 か ち合 う土俵=マ ップ を持 つ こ とで、場 の共

有 とい う意識 を持 つ にい たっ たこ とについ て、複 数の若 手研 メ ンバ ー は次の よ うに語 って

い る。 「最 初 はペーパ ーが 出た ときには 『これ は多 分無 理 だろ う』とい う予感が して、多分

この人 た ち とは分 か り合 える こ とはない だろ うとい う くらい」。「『理 屈』を考 え る ときは、

議 論 が め ぐって め ぐって うん ざ りす る と きが あ りま した け ど」、 「や っ ぱ り一つ 一つ の論

文 ・デ ィス カ ッシ ョンペ ーパ ー とい う具体 的 な ものが 出て きて、 白い紙 をこ こに貼 っ てっ

て い う、何 か 具体 的な ものが 出て くる と、 や っぱ り積極 的 に議論 に参加 で きる感 じが 出て

きた と思 う」。 そ して 「しつ こ く議論 す る って言 う こ との意 義 とか見 えて きた か なって思

い ます」。 「人 文学 の中だ った ら最 初 は どんな に無 理 だ と思 えて も、議論 を してい った ら案

外 お互 い分 か り合 える ので はな いか と。 対 話 の可能性 とい う もの を改 め て認識 しま した」

(2006年 若手研 究員 イ ン タビュー映像 記録 よ り)。

メデ ィア として、 マ ップ 自体 は紙 とえんぴ つ(サ イ ンペ ン)と い う非常 に アナ ログ的 な

ものだが 、 目的 に合 わせ た ッールや メデ ィア を考 える時、 それが アナ ロ グか電 子 かは どち

らで も良い こ とだ ろ う。 む しろ若 手研 究会 とい う顔 を合 わせ た議論 の場 で は、 全員 で共有

の メデ ィア を囲み、誰 もが簡単 に書 いて置 け、線 も自由 に描 い てい くこ とが で きるッー ル

と して、 アナ ログ的 な ッー ルが非 常 に有効 で あ った。 デザ イナ ーの原研 哉 は、「テク ノロ

ジーの進展 によっ て、 世界 は大 きな変 革の渦 中 にあ り、 ものづ くりや コ ミュニケー シ ョン
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にお ける価値 が揺 らいで い る」とした上で 、創造性 とい う もの につ いて こう語 って いる。

新奇 な もの をつ く り出す だけが創 造性 で はない。 見慣 れた もの を未 知 なる もの として

再発 見で きる感性 も同 じ く創 造 的で ある。既 に手 に してい なが らその価値 に気 づか な

い でい る膨 大 な文化 の蓄積 とと もに僕 らは生 きて いる。 それ らを未使 用 の資源 として

活用 で きる能力 は、無 か ら有 を生 み出す の と同 じ様 に創 造的 であ る。(原 、2003)

5結 論

1プ ロセスの相互的な循環

以上、 本稿 では若 手研 究 集合 にお ける理論構 築 、場づ く り、そ の中で のマ ップの使 い こ

な し、 そ して コ ミュニケ ーシ ョンス タイ ルの変化 のプ ロセス を述べ て きた。 これ らは別 々

に進ん だので はな く、互 いに影響 を及 ぼ し合 い なが ら相 関 関係 の 中で変化 し、成 長 して き

た もの だ と考 える。若 手研 とい う場 におい て、そ の必要性 に即 して討 議 のた めの理論 と場

の しつ らえ を設定 し、 そ れ を実践 してい く中で マ ップ を含 め た ツール を自分 た ち に合 わ

せ てカス タマ イズ し、 また それ らツー ル を使 い こな してい く過程 の 中で、 言葉や コ ミュニ

ケ ーシ ョンス タイル も変 化 して いった ので ある。 そ して これ らの場 の中 での実践経 験が 理

論 に もフィー ドバ ックされ、 理論 もさらに充実 し育 って いっ た。

若 手研 メ ンバ ー は、 この循 環 の中で 、異質 な背景 を持つ 人 々が 自分 とは違 うさ まざま な

物事 の捉 え方や 考 え方 を持 って いる とい うこ とを何 度 とな く認識 して きたはずで あ る。 そ

の プロセ スにお いて、各 人 は幾 度 とな く自分 を再点検 し、他 者 との 出会 い の中で 自己や他

者 を捉 え直 し、 自他 の 関係 を作 り変 える とい う営み が繰 り返 されて きた。 こ うした プロセ

ス の相互 的 な循 環 に よる充 実が 、現在 の様 々な 「変 化」を生 み 出す支 え にな って きた と考

え る。

1困 難な課題に向き合うことで見つけたもの

ところで、今 述べ て きた経 緯 か らす る と、若 手研 が場 づ く りを通 して 「大成 功 した」と

思 われ るか も しれ ない。 だが異 分 野 間の コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが、 場づ く りだ けで何 もか

も解 決す る とは言 え ない。 そ もそ も若 手研 は、COEプ ロジ ェ ク トの推 進 の た めに雇 わ れ
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た若手研 究 員が 「人 文学 の新 しい 問い を発見 せ よ」とい う課題 をなか ば職務 命令 と して与

え られ活 動 を開始 した とい う経 緯が あ り、 自 らモチベ ー シ ョンを持 つ 人た ちが結束 して集

まった場 で はない。 途 中でお りる わけに もいか ない義務 感 の中 で、 ど うに か顔 を向 き合 い

つ つ進 めて きた プロセス で もある。

本稿 をま とめ て いるい ま現在(2006年 秋)も 若手 研 は未 だ難 しい場 と して あ る。 とはい

え、本論 で も見て きた よう に多 くの メ ンバ ー は、他 者 と場 を共有す る経験 の 中で対 話の意

義 を捉 え直 し、 ほ ぼ全 員が研 究会 の場が 「変化 した」とい う感想 を持 ってい る(本 稿4.2)。

この こ とを どう捉 えた らよい だろ うか。

若手研 とい う場 は、 「独 白」的 に思 考 を深 め る人 文学者 が 、共 通 テー マの 設定 な しに異

分 野 コ ラボ レー シ ョンを行 う 「難 しい場 所」だ った。 そ の難 しさに変化 はない。 だが一見

逆 説的 な こ とか も しれ ない が、困 難 な課題 に取 り組 み続 け たか らこそ、 厂討議空 間を デザ

イ ンす る」とい う理念 や方 法が生 み 出 され たの であ り(本 稿3・4)、 また他 者 同士 の コ ミュ

ニケー シ ョンを促 進す るマ ップ等 の ツー ルが考 え 出され た。 そ して また私 も本 稿 の1で 述

べ た よ うな、 出会 い につ い ての価 値 を実感 と して得 る こ とが で きた。 若 手研 の場 にお い

て 、 コ ミュニ ケー シ ョンの困難 さに向 き合 う中 で見 いだ された理念 や価値 は、 少 な くと も

私 に とって、他 者 との 出会 い を必要 とす る別の場 所 に も通 じる普遍 性 を持 った一 つの発見

だった か らであ る。

1プ ロセスの中にある臨床の知

若手研 究集 合 におけ る 〈討議 空 間デザ イ ン〉プ ロジェ ク トとは、何 だった のか。 それ は、

異 分野 に属 してい て共通 言語 を もたず、 また独 白的 な語 りの論理 を もった 人文諸 学の研 究

者 が、異分 野 に越境/横 断す る中で 自分 を問い 直す 臨床 的 な出会 い をつ くり出す こ とを 目

指 した ものだ った。 これは 中村 雄 二郎 の言 う 「臨床 の知 」が 目指 す と ころ とも重 な り合 っ

てい る。 「臨床 の知 」とは、「個 々の場 所 や 時 間の な か で、対 象 の多 義 性 を十 分 考慮 に入

れ なが ら、 それ との交 流 のな かで事象 を捉 え る方 法で あ る」(中村 、1992)。 そ れ は また本

COEが 目指 す イ ンター フ ェ イスの 人文 学 の 中核 的 な理念 で あ り、若 手研 究 集合 は、 この

厂臨床 の知 」を実際 にメ ンバ ーが獲得 す るこ とを 目指 して 臨んだ研 究会 だ と も言 える。

プ ロセス の相 互 的な循 環 に よる充 実、 その別 名が 「臨床 の知」なのか もしれ ない。
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第3章

若手研究集合の活動の経緯

加藤謙介

本 章で は、 若手研 究集合 の活動 の 経緯 を時系 列 で整理 し、 記 述す る。2004年 度 か ら開

始 した若手研 究 集合 の活 動 は、大 き く4つ の時期 に区分 す る ことがで きる。 第1に 、 発足

当初 か ら2004年 度 「イ ンター フ ェイス の 人 文 学 」ワ ー クシ ョ ップ まで(2004年4月 ～12

月)。 第2に 、 ワー クシ ョップ終 了後 か ら 「〈人文 学 の討 議 空 間〉の デザ イ ン」研 究 会 まで

(2005年1月 ～9月)。 第3に 、 「〈人 文 学 の討 議 空 間〉のデ ザイ ン」研 究 会 か ら2005年 度報

告書 発刊 まで(2005年10月 一2006年3月)。 そ して最後 に、2005年 度 報告 書発刊 か ら最終

報告 書発刊 までの活動(2006年4月 ～io月)で あ る。

以 下で は、そ れぞ れの時期 におけ る特 徴 的な出 来事 ・活動 を整理 した。 なお 、本章 を執

筆す るにあた って参照 した 資料 は、若手研 究 集合 の議事録 、若 手研 究員 のメー リング リス

ト上 で交 わ され た議論 の ログ、 報 告書 の ため に作 成 され た諸資 料 な どで あ る。 これ ら一

次資料 の作 成 には、 もち ろん、筆 者以外 の若 手研 究 集合 メ ンバ ー も深 く関わ ってい る。 ま

た、 議論 された 内容 は、全 て、若 手研 究 集合 に関 わった 人々全 員 による産物 で ある こ とを

付 記 する。

1.1年 目 の 若 手 研 究 集 合

(2004年4月 ～12月)

2004年4月15日 、 「イ ンター フェ イス の人 文学 」に参加 す る若 手研 究 員(特 任 助 手 ・特

任研 究 員 ・リサ ーチ ア シス タン ト(RA))が 一堂 に集 め られ、 「人文学 に とっての全 く新 し

い問 い」を見つ け る よう指 示が な され た。 また、そ のた め に、 若手研 究 員 に よる定 例研 究

会 を開催す る こ とが命ぜ られた。

若 手研 究員 らはこの指 示 に戸惑 いつ つ も、定 例研 究会 〈若 手研 究集合 〉を隔 週で 開催 す
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る こ とを決 め た(2004年4月22日)。2004年 度の若 手研 究 集合 の活 動 には、筆 者 らを含 め

「若手研 究 集合 」の メ ンバ ーで ある特 任助 手 ・特任研 究 員 ・RAな どの計20名 が参 加 した。

各参 加者 の専 門分野 と人 数 は次 の通 りで あった。 フラ ンス文 学:1名 、哲 学:2名 、東 洋史

学:5名 、 日本学:3名 、社 会学:2名 、人類 学:2名 、言語 学:2名 、 美学:2名 、心 理学:

1名 。

まず は、ほ とん ど面 識 の なか っ た研 究 員 同士 の 自己紹 介 を兼 ね た研 究発 表 会 を始 め る

こ と とな った。 「自己紹 介研 究発 表 」で は、 発表 者 が事 前 に 自身の ペー パ ー(デ ィスカ ッ

シ ョ ン ・ペ ーパー:DP)を メー リング リス ト(ML)に 投 稿す る と ともに、他 の参加 者 は事

前 にML宛 にコ メ ン トを送 る とい う方 法 が採 用 され た。研 究会 での議 論 は、 書 記係 がPC

で 同時 に記録 し、研 究会後 にMLに 投稿 してメ ンバー とシェア した。 自己紹介研 究発 表 は、

2004年4月 か ら7月 まで行 われ、計10名 の若 手研 究 員の ペーパ ーが議 論 に供 された。

研 究会 で は、提 出 されたペ ーパ ーをめ ぐっ て、 様 々なデ ィス カ ッシ ョンが行 わ れた。 し

か し、 その議 論 は、必 ず し も円滑 に進 め られた わ けでは なか った。 む しろ、お互 い の 「通

じ合 わな さ」が露 呈す るこ とが多 か っ た。 例 え ば、研 究会 初 回 に提 出 され た異分 野 のDP

に対 して 、「議 論 のた め の土 台 と して、最 低 限 のル ー ルが必 要 で はな いか 」「(コメ ン トを

す る際 に)マ ナ ー は大切 だが 『門外 漢 な ので』とい う言い訳 は不 要 な ので はな いか」(2004

年5月13日 研 究会)な どの 意見 が寄せ られた。 また 、 自身の専 門 を強 く意 識 して書 かれ た

ペ ーパ ー に対 して は、「関心 が 共有 で きない 」「サ ー クルの 中で はな い人 に とって も分か り

やす い ように書 いてほ しか った」な どの コメ ン トが な され た(2004年7月22日 研 究会)。

そ の後 、研 究 員 の1人 か ら 「人 文 学 カ フェ」と題 され た研 究 会 の企 画 が提 案 され、 「自

己紹介研 究発 表 」とは異 な る形 態 での研 究会 が 開催 され た(2004年7月29日)。 「人 文学 カ

フェ」の議題 としては、「研 究会 におけ る 『通 じ合 わ な さ』を掘 り下げ る」「臨床性 とは何 か」

の2つ が挙 げ られ、 当 日は後 者 を中心 に議 論が 進め られ た。研 究者 と社会 との関係 に焦 点

を当 てた 「臨床性 」とい う概 念 は、人 文学者 で あ る若手研 究 員 の多 くに とっ て馴 染 みが な

く、「類 似 の概念 は何 か?(例:実 用性 、伝 統 の継承 、応 用力 、研 究者 の 説明 責任 、等)」

「この概 念 をめ ぐって何 を考 えるべ きか?(例:臨 床 性 概念 と大学 制 度 との 関連、100年

後 に開か れ た臨 床空 間は可 能 か、急 に 『社 会 的ニ ー ズ』と言 い 出す こ との いか が わ し さ、

等)」な ど、 「研 究者 」と 「社会 」との関係 をめ ぐり様 々 な議 論が な された。

7月 末 に は 『2004年 度 「イ ンター フ ェイス の 人 文学 」ワー クシ ョップ』(2004年12月21

日 ・22日 開催)の 企画 が教育研 究 開発室 よ り提 案 され た。 このた め、 「自己紹介 研 究発表 」
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を中心 とす る研 究 会 はいっ たん休止 され る こ ととなった。

ワー クシ ョ ップで は、 「科 学技術 と社会 」「文化 と文化研 究 の問」「学知 のか た ち、 組織 の

かた ち」「地 域 か ら、 地域 を超 え て一 研 究 の視座 を求 め て」の4つ のセ ッシ ョンが 設 け ら

れた。 メ ンバ ーは、 ワーク シ ョ ップ の準備 の ため にい くつ かの小 グルー プ に分 か れつ つ、

セ ッシ ョン全体 の調整 を行 うため に議論 を重 ねた。特 に、 第3セ ッシ ョン 「学知 のか たち、

組 織 のかた ち」につい ては、「共 同研 究」をめ ぐって若 手研究 集合全 体 で議論 が重 ね られ た。

その 結果 、 ワー ク シ ョップで は、 「共 同研究 につ いて どの ように共 同研 究 す るか(『〈人 文

学〉共 同研究 の方法 論』『「批評 の こ とば」研 究:横 断 的共 同研 究 を研 究 す るため に』)」「どの

ようなか た ちの共 同研 究が あ りうるか(『食物 ・食文化 の 人文 学 的諸相 』)」「共 同研 究す る

際の方 法論 は何 か(『ポ ピュ ラー カルチ ャーの映像 資料 化 をめ ぐる方法論研 究』)」の4つ の

テーマ が掲 げ られ 、議論 が深 め られた。

小括

以上 の ように、初 年度 の若 手研 究集 合 の活動 は、 必ず し も順調 に進 ん だわ けで は な く、

各 参加 者 がお互 い の 「デ ィシプ リ ンの壁 」にぶ つか りつ つ、紆 余 曲折 を重 ねて 進行 が な さ

れた。 「自己紹介研 究発 表 」で見 られた葛藤 ・衝 突 は、 ある デ ィシプ リ ンの 「常 識」が、 異

分 野 の研 究者 が集 う若手研 究 集合 では ほ とん ど通 用 しな い とい う事 態 の表 れで あった と言

える。 そ こでは、 どの よ うなペーパ ー を提 出すべ きか、 どの ような議論 を行 うべ きか、 な

ど、研 究活動 の基礎 中 の基 礎 とな る事 柄 が絶 えず 問 い直 され るこ ととな った。

筆 者 らは、2006年 度 に入 り、若 手研 究 員 に対 して イ ンタヴ ュー を実施 し、 若 手研 究 集

合 の 活動 に関 して 聞 き取 りを行 った。 そ の際、 特 に初 年 度の 活動 につ い ては、 批判 的 な

感想が 多 く寄せ られ た。 それ は、単 に 「(ペーパ ーの)見 せ 方が まず か った」「自分 の分野 、

或 い は 自分 のテ ーマ以 外 の人 文学 の人 に 向 けて書 く とい う事 に皆、 慣 れ てい ないJな ど、

DPの 内容 に関す る批判 に と どまらず、 「いつ まで も話が終 わ らない」「議 論 の応 酬 の ように

なっ ていた」な ど、研 究会 内 での議論 の仕 方 に関す る意見 も多か った。
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2.2年 目の若手研究集合(1)「 〈人文学討議空間〉のデザイ ンと創 出」まで

(2005年1月 ～9月)

2004年 度 「イン ター フ ェイス の人文 学」ワー ク シ ョップ終 了直 後 か ら、若 手研 究集合 の

活動 方針 に関す る議論 が なされ る よ うに なった。 本節 で は、「〈人文学 討議 空 間〉の デザ イ

ン と創 出」の企 画が 実施 される直 前 まで の若手 研 究集 合 の活動 につい て、4つ の項 に分 け

て整 理す る。

なお、2005年 度 の研 究会 に は、筆 者 らを含 め 「若 手研 究集 合」の メ ンバ ーで ある特任 助

手 ・特任研 究 員 ・RA、 及 び、「メデ ィア ・ラボ」ス タ ッフの計18名 が参加 した。各参加 者

の専 門分野 と人数 は次 の 通 りで あ る。 フラ ンス文学:1名 、哲 学:1名 、東 洋 史学:2名 、

日本 学:2名 、社 会学:2名 、 人類学:3名 、 言語学:2名 、美学:2名 、 心理学:1名 、「メ

デ ィア ・ラボ」ス タ ッフ:2名 。 ま た、本節 の小見 出 しは、DVD版 報告 書 の 「エ ン トラ ン

スマ ップ」に載せ られた 『キー ワー ド』と対応 してい るこ とを付 記 す る。

2,1テ ー マ はあ るの か?

2004年 度 ワー クシ ョ ップ を踏 ま え、2005年 度の 若手研 究 集合 の活 動 方針 ・テーマ につ

い て様 々 な議 論 が行 われ た。 そ こで は、 主 に研 究会 にお い て 「共 同研 究 をす る」の か、 そ

れ とも 「共 同研 究 を考 え る」のか が焦 点 となっ た。前 者 につ い て は、 ワー クシ ョップ第3

セ ッ シ ョ ンで 提 示 され た 「食物 ・食 文化 」研 究 に加 え、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ ・セ ミ

ナ ー(2005年2月22日)、 「〈和解 〉の ため の イ ンター フ ェイス 」(2005年2月23日)等 が提

案 され た。後者 につ い ては、 「共 同研 究 の共 同研究 」(2005年1月20日)、 「学 説 ・論争 史発

表」(2005年2月2日)等 が 提案 され た。

研 究会 で の議論 を経 て、 厂研 究会 の 目標 と して、統 一的 な テーマ を立 て て共 同研 究 を行

うので はな く、 メ ンバ ー間 のデ ィス コ ミュ ニケー シ ョ ンや コ ンフ リク トに着 目す る」(2005

年1月20日 研 究会)こ とが 注 目 され、「『共 同研 究 をす る こ と』で はない こと を追 求す る の

が、 この研 究会 の特 徴で は ないか」との意見 が優 勢 とな ってい った。 そ の結 果 、い くつか

の案 を総 合 した 「イ ンター フ ェイス 入文 学論 」が議 論 の俎上 に載せ られた(2005年3月10

日研 究会)。
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この よ うに活 動方 針が 議 論 され てい く中、2005年 度 内 に中 間報告 書 を発行 す る こ とが

決定 され た。 この ため、 若手研 究 集合 の活 動方 針 がい っそ う具体 化 され、 「若 手研 の活動

の到達 目標 の イメ ー ジ」と して 「人文学 の新 た な生 成 にお ける融合 や触 発 の あ り方 を討 議

す る、 学 問的討 議 空 間(「イ ンター フ ェイス の人 文学 」とい う討議 空 間)を 創 造す る こ と、

その 関係性 の空 問の あ り方 をデザ イ ンす る こ と」が提案 された(2005年4月14日 研 究会)。

また、 「参加 自由の世話 人会」と して編集 委員会 が提 案 され、5名 が 編集委 員 を務め る こ と

とな った(2005年5月12日 研 究会)。

2005年 度 の若 手研 究 集合 の活動 の 中心 とな る 「〈人 文学 討 議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」

は、 これ らの議論 を踏 まえ、 まず研 究計 画書 として提 出 され(2005年5月13日)、 その後 、

編 集委員 会 ・若 手研 究集合 で の討議 を経 て洗 練 され ていっ た。 また、 さ しあ たっ ての活動

目標 として2005年 度報 告書 の発 刊 が あっ たた め、具 体 的 な活 動 内容 と して各 メ ンバ ー に

よるDP検 討 会 が位 置づ け られ た。 このDPの 共 通 テー マは、 「臨床 ・越境 ・横 断 とい う本

COEの キー ワ ー ドにか か わる もの な らどん な もので もよい」とされ た(2005年7月7日 研

究 会)。

な お、 「〈人文 学討 議 空 間〉のデ ザイ ンと創 出」の 理念 ・思 想 的背 景 につ いて は、 第H部

第1章 森 論文 を参照 され たい。

2.2話 し合 い の カ タチ

この時期 の若手 研究 集合 で は、初年 度 の活動 にお いて メ ンバ ーが 実感 して いた 「議 論 の

仕 方」につ いて、 しば しば検討 が加 え られた。

まず 、そ れ まで 十分 に交 流 がで きてい なか った若手研 究集合 とメデ ィア ・ラボ との協働

につ いて提 案 が な された(2005年1月20日)。 また、 実際 に メデ ィ ア ・ラボス タ ッフが若

手研 究 集合 に参 加 して議論 をす る中で 、「議 論 の仕 方」につ い て考 え るこ との重 要性 が検

討 され 、様 々な方法 が試行 された。例 え ば、研 究 員 の専 門 ・所 属 な どを黒 板 に図示 して共

有 し、 後 日デ ジ タル化 して 配布 す る とい う手 法 が試 された(2005年2月24日)。 また、 ホ

ワイ トボー ドに時刻 を記 した紙 を貼 り、議論 の流 れ を時系 列 で管理 す る試 みが な され た。

同時 に、固 定 カメラ に よる映像撮 影や 写真撮 影 が行 われ、 そ のデー タが ウ ェブ上で 配信 ・

共 有 され た(2005年3月24日 研 究 会)。 こ う した試 み を通 して 、参加 者 らは、単 に デ ィス

カ ッシ ョンをす るだけで はな く、そ の内容 を様 々な手法 を用 いて可 視化す るな ど、話 し合
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い のかた ち を洗練 させ る必 要が ある こ とを痛 感 した。

2.3分 か ち合 い の 道 具

この時期 に は、異分 野の研 究者 同士 が議論 を行 うた めの方法 に 関 して、その 「道具 立て」

につ いて も議論 が深 め られた。 まず 、ML上 で、PCを 用 いて議事 録 と検索 システム を作 成

してい く 「討議 支援 シス テム」につ いて提案 が な され た(2005年1月20日)。 また、本格 的

な協働 を始 め たメデ ィア ・ラボ ス タッ フか ら、 ホ ワイ トボー ドや紙 とい った どこ にで もあ

る もの を活 用 しなが ら、研 究会 の場で の議論 を整理 しなが ら記録 を とる方 法 につい て検 討

す る必 要性 が 唱 え られ た(2005年3月10日 研 究会)。 加 えて 、 メデ ィ ア ・ラボ主催 の 厂ら

ぼ ・さうん」にお いて 、学外 の専 門家 によ る討 議支援 シス テムの紹 介 が なされ た(2005年

9月15日)。 こ こで紹介 され た討議 支援 シス テム は、 議論 の場 作 りに関心 を寄 せ て いた若

手研 究員 にとっ て大 きな示 唆 を与 えた。 また、厂らぼ ・さうん」で は、PCと プロ ジェ クタ

を用 いて オ ンタイム の議事録 が作 成 ・投 影 され、発 言 内容 をその場 でテ キス ト化 し、共有

す る試 みが な された。 また 、議論 を活性 化 させ るため の、模造 紙 とポス トイ ッ ト(付 箋 紙)

を使 っ た 「キー ワー ドマ ッ ピング」が話題 に上 った。 この ような、討 議 の場 を形作 るため

の 「道 具立 て」に関す る議論 は、 「〈人文学 討議 空 間〉の デザ イ ンと創 出」の方法 論開発 に強

い影響 を与 えた。

これ らに加 えて、研 究 会 の記録 の1つ であ る 「議 事録 」の作 成方 法 につ い て も提 案が な

され た(2005年3月10日 研 究会)。 ウ ェブ を用 いた新 た な編集 方法 が 試 み られ るな ど、 議

事 録 の作 成 につ いて も検 討が な された(2005年4月10日)。

2.4臨 床/横 断/イ ン ター フ ェ イス

この時 期 に は、 本COEプ ロ グラム の主 たる テー マの1つ であ る 「臨床性 」につ い てデ ィ

ス カ ッシ ョンをす る場 が設 け られ た(2005年5月24日 ・6月16日 ・6月30日)。 研 究会 にお

いて 、改 めて 「臨床性 」とい う概 念 が取 り上 げ られ たこ とで、若 手研 究集 合 内で これ らの

概 念 をどの よ うに位 置づ け直 す か、 との議 論 が起 こる と ともに(2005年6月30日)、 「〈人

文学 の討 議 空 間〉の デザ イ ン」研 究 会 にお け るDPの 大枠 の テー マ設 定 と して、COEの メ

イ ンテーマ であ る 「臨床性 」「横 断性 」が取 り上 げ られ るこ とと もなった。
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また、 この セ ッシ ョンで行 われ た議 論 の仕方 の一 部 、即 ち、議 論 の 内容 を、PCと プロ

ジェク タを用 い て リアル タイムで投影 し参加 者全 員 で シェアす る手 法 は、 この一連 の研究

会 で初 め て行 われ たが、 この方法 は、 「〈人 文学 討議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」に至 るそ の

後 の研 究会 に引 き継 が れる こ ととなった。

小括

以上 の よ うに、 第2期 の若 手研 究集合 の活 動 で は、様 々な経緯 を経 て、 異分 野同士 の議

論の場 を如 何 に して形作 るか、 に焦点 が 当て られ る よ うになっ た。特 に、 「共 同研究 を共

同研 究 す る」た めの場作 りと して、様 々 な道具 や討議 の手 法 につい て検討 が加 え られ、具

体 化 されて いっ た。

3.2年 目の若手研究集合(2)「 〈人文学の討議空間〉のデザイ ン」研 究会

(2005年10月 ～2006年3月)

「〈人文 学 討 議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」につ いて の 企画 が 固 ま り、 い よい よ、各 メ ン

バー のペ ーパ ー を実際 に検 討す る研 究 会が 開催 され た。 「臨床 性」「横 断性」をキー コンセ

プ トに設 定 した 「〈人文 学 の討 議空 間〉の デザ イ ン」研 究 会 は、2005年10月 か ら12月 まで

計6回 開催 され、 若手研 究員 の著 したDP14本 が議論 に供 され た。 これ らの活 動の成 果 は、

2005年 度 の報 告書 と して ま とめ られ、発 刊 され た(〈若 手研 究 集 合 〉報 告 書編 集 委 員会,

2006)。 また、DPの 検 討 会 後、2006年3月 まで は、 研 究会 での 議 論 を振 り返 り、2006年

度の活 動 に向け たデ ィス カ ッシ ョンが行 われ た。

この研 究会 で は、そ れ まで の議論 で検討 され た、討 議空 間構 築 のた めの様 々 な 「ツー ル」

(「討 議支 援 マ ップ」、 デ ィス カ ッシ ョ ン ・ペ ーパ ー、ML、 議事 録 、各 種 記録 、各 回の要

旨)が 試用 された。 それ ぞれ の 「ツー ル」の特徴 と意 義 につ いて は、第II部第2章 久保 田論

文 を参 照 された い。

以 下 に、 この時期 の研 究会 の活 動 を、6つ の項 に分 けて 整理 した。 なお 、本 節の小 見 出

しは、DVD版 報告 書 の 「エ ン トランスマ ップ」に載せ られ た 『キー ワー ド』と対 応 してい

る こ とを付 記す る。
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3.1学 問 ら し さ?

研 究会 にお いて、DPの 内容 につ いて、 その 「学問 らしさ」が議 論 の俎 上 にの ぼる こ とが

あ った。 例 えば、 あ るDPの 文章 の 書 き方が学 問 らし くな く、 分か りに くい との コメ ン ト

が寄 せ られた(2005年11月21日)。 その 意見 に対 してDPの 筆 者 らか ら 「学 者 内的 わか り

に くさと、学者 外的 わか りに くさって い うのは、 ずれ てい るのか もしれな い」との応答 が

な され た。そ して、 こう した食 い違 いは、rr科 学 的訓 練』r専門家教 育』が もた らしたr非

専 門家 との壁』」の表 われ で あ る とされ、 議論 は 「(学問 的 な問題 を)語 る資 格』に まで及

ん だ。 「先行 研究 の参 照』が 『学 問的 手続 き』であ り、 『学 問 を語 る手続 き』はす なわ ち 『科

学的 手続 き』なのか とのデ ィス カ ッ シ ョンが行 われ た。 結局 、 こ う した事 態 は、 『異分 野

混合研 究 にお け る語 り方 』の問題 で ある、 とされた(2005年ii月24日 研 究会)。 こ う した

デ ィス カ ッシ ョンを経 て、研 究 会で検 討 され たDPと 報 告書 に掲 載 され た論文 の書 き方 に

つい て大幅 に変更 す るメ ンバ ー もあ った(2006年3月6日)。

また、研 究 成 果 の公 表 に関 わ る 「学 問 らし さ」につ いて も検 討が 加 え られ た。例 えば、

研 究 成果 を 『perform』す るか、 あ るい は 『inform』す るか、 の違 い につ いて議論 が な され、

あ るメ ンバ ー は、 自分 は研 究成 果 をinformす るため にperformす る との 意見 を述べ た(2005

年12月8日 研 究 会)。

DP検 討 会終 了後 の振 り返 りにお いて、研 究 会 での議 論全 体 の特 徴 につ い て意見 を交換

す るこ とが あ った。あ るメ ンバ ー は、若 手研究 集合 にお ける議論 が、個 別 のデ ィ シプ リン

の学 問 ら しさを 問 うの で はな く、各 々の研 究 の 「面 白さ を共 有」す る ところ にあ るの では

ない か、 と指 摘 した(2006年3月9日 研 究会)。

3.2研 究 の現 場

若手研 究 集合 のメ ンバ ー は、広 い意味 での 人文学 に所属 してお り、 その研 究 テーマ は多

岐 にわた る。研 究会 で の議 論で は、 それ ぞれ の 「研 究 の現場 」に即 した様 々 なデ ィス カ ッ

シ ョンが行 われ た。

例 えば、 人 文学 で 一般 的 なテ ー マ設 定(知 の権 力 性)を 行 った論 考 に対 して、 様 々な

立場 か ら、知 の権 力 性 を嘆 くだけ で な く、 もっ と深 め るべ きで あ る との指摘 が な され た

(2005年10月22日 研 究会)。 その結 果、 著者 は報 告書 論文 にお いて それ らの コメ ン トを反
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映 し、大幅 な改訂 を行 った[*1]。

個別 のDPの テーマ 自体が 、研 究 会で の議論 を通 して問 い直 され るこ とが あ った。例 えば、

留学 生で もある美学 研 究者 は、初 年 度の 「自己紹介研 究 発表 」で批 判 を研 究 テーマ と読 者

との 関係 に関連付 け、そ れ まで 自身で取 り上 げ る ことさえ考 えなか った テーマ(自 国の民

俗 音楽)を 設 定 し、DPを 執筆 した(2005年12月8日 研 究会)[・2]。また、人類 学 を専 攻す る

研 究員 は、 論敵 であ る他 の研 究者 と、 自身の研 究対象 とを捉 える際 の記述 の手法 を敢 えて

同 じか たち にす る こ とで 『研 究 者VS非 研 究 者の枠 組 み』自体 を問い直 し、 「自分 たち が何

者か コンテ クス ト化」す る こ とを試 み た(2005年12月8日 研 究会)[・3]。さ らに、 自身 の研

究 テーマ を よ り広 い文脈 の 中に位置 づ けなお して解 説 を加 え るこ とで、読者 で ある研 究会

メ ンバー の理解 を深め る試 みを行 ったペ ーパ ー もあった(2005年12月22日 研 究会)[・4]。

これ らに加 えて、 『表現』な ど、 自身の研 究 の根 幹 に 関わ りつつ 、 かつ デ ィ シプ リン内

で はほ とん ど主題 的 に取 り上 げ られ る ことのな い事 柄 につい て議論 が深 め られた(2005年

12月8日 研 究会)。 また、歴 史学 にお いて しば しば論争 を巻 き起 こす2つ の ア プローチ(実

証主義vsメ タ ・ヒス トリー)の 目指す ところ につ い て、改 めて議論 が な される こ ともあっ

た(2005年U月24日 研 究会)。

3.3な ぜ 研 究 す る のか?

研 究会 におい ては、個 別 の研 究 テー マだ けで な く、 なぜ そ のテー マにつ いて研 究 をす る

のか とい った、研 究者 が研 究 に向 か う動機 につい ての議論 も行 われ た。そ こで は、テ ーマ

に対 す る 「愛情 』や、 その 『面 白 さ』を 自分 以外 の 誰か に 「伝 えたい』と思 う気 持 ちが重 要

で ある こ とが論 じられた(2005年12月22日 研 究 会)。

3.4話 し合 い の カ タチ

研 究 会 を重 ね る 中 で、 参加 者 の議 論 の仕 方 に も変T匕が 見 られ る よ う にな っ た。 例 え

1

2

ユJ

4

この議論を経て改訂されたペーパーにつ いては、加藤(2006)を 参照 されたい。

このDPを 改訂 したペーパーについては、Zhivkova(2006)を 参照 されたい。

研究会での議論 を経て改訂 されたベ ーパーについては、田沼(2006)を 参照 されたい。

例 えば、Bauwens(2006)を 参照 されたい。
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ば、 あ るメ ンバ ー は、研 究会 の初期 には 内容 の 「根拠 」を問 うよ うな意見 を提示 してい た

(2005年ll月10日 研 究会)が 、 次第 に、 その 内容 の 「面 白 さ」を問 うよ うに変化 してい っ

た(2005年11月24日 研 究 会)。

また、用 意 され た様 々な 「ツー ル」も、研 究 会で 実際 に用 い られて い く中で 、次 第 にそ

の使 用 方法 が 洗練 され て い った。 例 え ば、「ッ ール 」の1つ と して 用 い られ て い る 「キ ー

ワー ドマ ッ ピング」に つい て、 重要 とされ た キー ワ ー ドを模 造 紙 の上 に置 い て い く作業

は、議論 が終 わ ってか ら まとめて行 うの では な く、議 論 を して いる まさ にそ の最 中 に、 そ

の都 度置 い てい く方 が、行 わ れて いるデ ィス カ ッシ ョンの流 れ を可視化 し、 内容 を共有す

るた めに有効 で ある ことが明 らか にな ってい った。 また、 その キー ワー ドの内容 も何で も

良い とい うわ けで は な く、討 議 を開 いて い くため に、 中立 的で解 釈 の幅 の広 い もの な ど、

議論 を広 げ るため に扱 いやす い ものを選 んだ方 が良 い ことが メ ンバー に理解 され てい った

(2005年11月10日 研 究会)。

3.5臨 床 性/横 断 性/イ ン ター フ ェ イス

研 究 会 で検討 され たDPは 、 臨床 性 ・横 断性 の2つ が テー マ として設 定 され てい た。 こ

の2つ のキ ーワー ドは、 多 くの参加 者 に とって馴 染 みの ない もので あっ ただ けに、 それ を

主題 と してペ ーパー を著す 過程 で、各 人 は、 それ まで考 えた こと もなか った よ うな課 題 に

直面 す るこ と とな った。 また、 そのペ ーパ ー をめ ぐるデ ィス カ ッシ ョンにお いて も、 これ

まで取 り上 げ られ るこ ともなか った よ うな事柄 に焦 点 を当て られ る ことが多 々あ った。例

えば、3.1で 言及 した 「学問 らしさ」はそ の典型 で ある と言 え る(2005年11月24日 研 究会)。

「〈人 文学 の討 議 空間 〉の デザ イ ン」研 究 会で は、 これ まで 自明 視 されて きた学知 を問い直

す よ うなデ ィス カ ッシ ョンが しば しば行 わ れた。

3.6研 究 会 で の発 見

異分 野 の研 究者 が著 した ペーパ ー を協 働 して議論 す る中で 、メ ンバー に とって思 わぬ発

見 をす るこ とが あ った。例 えば、 一見 関係 ない よ うに見 える2つ の分野 の展 開 が意外 に も

似 て いる こ とに驚 くメ ンバ ー もあ った(2005年11月10日 研 究会)。 また、3.1で も述 べ た

ように、異 分野 の専 門家の 集 ま りであ る若手研 究 集合 での議論 の特徴 が、 単 に専 門 的な知
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識 を交 換 し合 うだ けで は な く、 その 「面 白 さを共有 」す る と ころにあ る こ とに気 が つ くメ

ンバ ー もあった(2006年3月9日 研 究会)。

小括

厂〈人 文 学の 討議 空 間〉のデ ザ イ ン」研 究 会で は、 個別 のDPに つ いて、 様 々 な 「ツー ル」

を介 して議論 が行 われ た。初年 度の 自己紹介 研 究発表 時のペ ーパ ー同様 、そ れぞ れの論 文

のテ ーマ は多 岐 にわた り、 ほ とん どの メ ンバー に とって は専 門外 の もので あった。 に もか

か わ らず 、研 究会 で の デ ィス カ ッシ ョ ンは初 年 度 とは比べ 物 に な らない く らい 生 産的 で

あ った。 また、様 々 な葛藤 が生 じたに もかか わ らず、 参加者 は、 本研 プ ロジェ ク トに対 し

て高い 評価 を与 えた。 異分 野のDPや そ れに基づ く議 論が 厂『私 に も、他 の人文 学 の専門 分

野 の人 び とに も関係 のあ る こ とだ』と思 え る」(田沼 、2006)よ う になっ た、 との感想 も聞

かれ た。

こう した変化 は、 メ ンバ ー が若 手研 究集合 に慣 れ 始め た こ と以 上 に、 〈人 文学 の討 議空

間〉をデ ザイ ンす るた めの様 々な工 美や 「ツー ル」の活用 が 功 を奏 した ため で あ る と言 え

る。異分 野 の研 究者 の 出会い の場 にお け る 「通 じ合 わ な さ」を改 めて取 り上 げ、 議論 の場

を成 立 させ るための 道具立 て につい て検 討 と実践 を重 ねた結 果、研 究会 での議 論 は格段 に

実 りあ る もの とな ってい った。

4.3年 目の 若 手 研 究 集 合

(2006年4月 ～2006年10月)

3年 目の若 手研究 集合 で は、 プロ ジェ ク トの最終 報告 書発 刊 に向 け、 これ までの活動 を

総括 し、 「成 果」を明確 にす るた め の議論 が重 ね られた。最 終 年度 に向 けた研 究会 活動 の

計 画 が提 案 され(2006年1月19日 研 究会/2006年2月2日)、 特 に、 マルチ メ デ ィア の活

用 をめ ぐる ア イデアが 多 く出 され た(2006年2月15日 研 究会/2006年2月23日)[・5]。 こ

5 ここで は、清水良介氏(大 阪大学コ ミュニケー ションデザイン ・センター

頂いた。

特任助手)よ り、多 くのご助言 を
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れ に対 して、研 究 会の 内容面 か らの アイデ アの補足 が な され(2006年3月1日 な ど)、 メ ン

バ ー全 員 に大筋 での合 意 が得 られ た(2006年3月9日 研 究 会)。 これ らの案 は 「18年度若 手

研 究者研 究助 成費 申請書 」と して ま とめ られた(2006年3月28日)。

また、最終 報告 書発刊 に向け、 これ までの研 究会 の活動 の特徴 と意 義 につい て、若手研

究 員全 員 に よる検 討が しば しば行 われ た。例 えば、DVD版 最 終報 告書 を作成 す るにあ た り、

これ まで の活動 の 特徴 を端 的 に表す 厂キー ワー ド」を抽 出 す る作 業 を通 して、 メ ンバ ー全

員が これ までの活 動記録 を参 照 し直 す必 要 に迫 られ た。加 えて 、メ ンバー有 志 で ワー キ ン

グ グルー プが 組織 され、 若手研 究員 に対 する イ ンタ ヴュ ーが実施 され 、 これ までの活動 に

関す る感想 や 展望 につ い て聴 き取 りが行 われ た[・6]。こ う した取 り組 み を通 して、 若手 研

究 集合 の活動 の特徴 と意 義 につい て、 メ ンバ ー全 員 の見解 が集約 され るこ ととなった。

2006年 度の研 究会 には、筆者 らを含 め 「若 手研究 集合 」のメ ンバ ー であ る特任 助手 ・特

任研 究 員 ・RA、 及 び、 「メデ ィア ・ラボ 」ス タ ッフな ど計12名 が参 加 した。 各参加 者 の専

門分野 と人 数 は次 の通 りであ る。 フラ ンス文 学:1名 、 哲学:1名 、東 洋史学:1名 、 日本

学:1名 、 人類 学:3名 、美学:2名 、心 理学:1名 、「メデ ィア ・ラボ」ス タッフ:2名 。

以下 に、 この時期 の研 究会 の活動 を、2つ の項 に分 け て整 理 した。

4.1「 〈人文学討議空間〉のデザインと創出」の洗練

2005年 度 に行 った 「〈人 文学 討議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」につ いて 、そ の特 徴 と課 題

を整理 し、 方法論 を洗練 させ る議 論が深 め られ た。

COEニ ュー ズ レター の ため の座 談会 が 設 け られ、 その 場 で、若 手研 究 員 とプロ ジェ ク

トリー ダー らが、 「〈人文 学討 議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」につ いて議 論す る機 会 があ った

(2006年6月29日)。 この議 論 におい て、 若 手研 究集 合 の活 動 が、単 に個 別 の研 究 成 果 を

示 しあ う場 で はな く、様 々 な 「ッー ル」を用 い て議論 の 過程 を可 視化 し、研 究 を行 う 「プ

ロセス」を共 有 しあ う場 で あ る との特 徴 が あ る こ とが指 摘 された。 加 え て、 ニ ュー ズ レ

ター用 の記事 を作 成す る過 程 で、研 究会 で使 用 して きた 「討議 支援 マ ップ」を議 論 に参加

しなか った人 に も共有 させ る こ とについ ての 課題 が明確 にな り、 「DSリ マ ップ」とい う手

6 ここでは、内海博文氏(大 阪大学大学 院人間科学研 究科 特任助手)よ り、撮影 ・編集のみ ならず、企画内容

につ いて も多 くのご助言 ・ご協力 を頂いたO
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法が提 案 され るこ ととなった。

また、 若 手研 究 集合 の活 動 につ い て、特 に 「〈人文 学討 議 空 間〉の デザ イ ン と創 出」を

中心 に ま とめ、情 報処 理 系 の学 会 で報 告す る機 会 が あ った(FIT2006第5回 情 報科 学 技術

フ ォー ラム:2006年9月6日)。 こ の論 文 を作 成 す る過 程 に おい て、 この プロ ジェ ク トの

意 義 や 「ツー ル」の特 徴 につ い て簡潔 に整 理 され る こ ととなっ た。 また、若 手研 究 員や本

COE関 係 者 以外 と、若 手研 究 集合 の活 動 につ い て意 見 を交換 し合 う中で、 プロ ジェ ク ト

の意義 と特徴 が 、単 に議 論の ため の 「ツー ル」を開発 す る に留 ま らず、 異分 野 の研 究者 が

議 論 をす る 「場 」の デザ イ ンの あ り方 にあ る ことが明 らか にな った。

この よ うに、様 々な場 面 で若 手研 究 集合 の 試み を議 論 す る中 で、活 動 の特 徴 が整 理 さ

れ、課題 と展 望が 明確 になっ てい った。 なお、改 訂 された 「〈人文学 討議 空 間〉の デザ イ ン

と創 出」論 につ いて は第II部第1章 の森 論 文 を、 各 々の 「ツー ル」の特徴 と意 義 につ いて は

第H部 第2章 の久 保 田論文 を、座 談会 で の議 論の 詳細 につ い て はCOEニ ュ ーズ レター第7

号 を(三 谷 ・金 水 ・メ デ ィアラボ、2006)、FIT2006で 報告 した論文 につ いて は加 藤 ・久保

田 ・森(2006)を 、 それ ぞれ参照 された い。

4.2DD検 討 会

2006年 度 には、 「〈人文 学討 議空 間〉のデザ イ ンと創 出」の方法 論 に則 り、 再度 、研究 員

らに よるペ ーパ ー を検 討 す る会が 設 け られ た。 こ こで提 出 された ペー パ ー はデ ィス カ ッ

シ ョン ・ドラフ ト(DD)と 称 され た。DDは 、基 本 的 には これ までの若 手研 究 集合 で用 い

られたDPと 同 じであ る。た だ、ペ ーパ ー を作 成す るに当た り、研 究 の中 で 目指す 「問い」

を盛 り込 む ことだけが要 請 され た。

DD検 討 会 は、2006年6月 か ら8月 まで計6回 開催 され、9本 のDDが 検 討 され た。1年

目 ・2年 目の研 究 会 と比 して、DD検 討 会 で のペ ーパ ー をめ ぐる議論 は格 段 に 円滑 に進 め

られた。 また、 その 内容 に もい くつ か の特 徴が 見 られた。

例 え ば、通 常 は接 点が ない よ うな2つ の デ ィ シプ リン(フ ラ ンス古 典 悲劇 と人 類学)の

間 で、「ユ ー トピア」とい う概 念 をめ ぐ り議 論 が深 め られ た。 この ような 円滑 なデ ィシプ

リン問の 「横 断」は、特 に初年 度 の研 究会 で は考 え られ ない こ とで あ った(2006年6月8日

研 究 会)。 また、 これ まで 自身 のデ ィ シプ リンに根 ざ した内 容の ペ ーパ ーを提 出 して きた

メ ンバ ーが、 個別 の研究 内容 で はな く、 あ るデ ィシプ リ ンが直面 して い る課 題 につい て分
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か りや す く解 説 したDDを 提 出 した こ ともあ った。 この よ うな、あ るデ ィシプ リンが置 か

れ てい る状況 や文 脈 を開示 す るDDが 提 示 され た こ とで、他 の メ ンバ ー は、そ こに示 され

た 「問 い」を共 有す る こ とが容 易 にな った(2006年7月20日)。 さ らに、 これ まで の研 究会

の活動 を踏 まえ、全 く新 しい研 究 アプ ローチ を示 したDDも 提 出 され た(美 学研 究者 に よ

るア ク シ ョン ・リサ ー チ)。 このDDを め ぐる議論 で は、研 究 者 が果 た しうる役 割 とそ の

可 能性 につい て、 よ り深 いデ ィス カ ッシ ョンが行 わ れた(2006年8月31日)。

この他、 検討 会 の最 後 に取 り上 げ られたDDの 「討 議 支援 マ ップ」を も とに、 議事 録 に

類 す る 「DSマ ップテキス ト」を作成 す る試み が な された(2006年9月2日)。 また、個 別 の

DDを 検 討 した後 、各DDに 挙 げ られ た 「問 い」を示 しあい、 そ れ らの 「問 い」同士 の関係

を検 討 しあ う議 論 も行 われた(2006年9月21日 ・10月5日)。

この よ う に、DD検 討会 で は、 これ まで の研 究 会 で の活 動 を踏 ま えつつ 、 よ り深 い議

論 が展 開 され た。 なお 、DD検 討 会 の理念 につ いて は第1部 序 論 の家 高論 文 を、研 究 会 で

の 議論 を経 た個 別 の論 文 につ いて は第1部 に収 め られた9本 の 論文 を、 そ れぞ れ参照 され

た い。

小括

以上 の よ うに、3年 目の若 手研究 集合 の活動 は、1年 目 ・2年 目の活動 の成 果 を踏 まえつ

つ 、方 法論 とデ ィス カ ッ シ ョンの 内容 の双 方 を洗練 させ る方 向 で展 開 され た。2005年 度

か ら企 画 ・試 行 され た 「〈人 文学 討議 空 問〉の デザ イ ンと創 出」は、 若手研 究集 合外 の人 々

との議論 を重 ね る ことで、そ の特徴 と課題 が 明確 になっ た。 また、 この方法 論 を活用す る

こ とで 、そ れ まで議 論す る こ とさえ ままな らなか った メ ンバー が、 お互い の研 究 につ いて

議 論 を深 め、 「問い 」を深化 させ るこ とが可 能 にな った。

5.結 びにかえて

本章 で整理 した ように、若 手研 究 集合 の活動 は、広 義 の人文 学 を専 門 とす る異 分野 の研

究 者 同士が 「共 同研 究」を行 う場 で あっ た。そ こで は、 あ えて共 通 のテ ーマ を立 てず、 メ

ンバ ーが デ ィシプ リ ン間の 「通 じ合 わな さ」に直面 しつ つ、議 論 の場 を形作 って い くこ と
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に焦 点 が当 て られた。 そ の中 で、討 議空 間 を構 築 す るた めに様 々 な 「ツール 」を活 用す る

こ との必要性 が 明 らかに なった。 また 、個別 の研 究 成果 を示 しあ うだけ でな く、研 究活 動

の 「プ ロセス」を共有 す る こ との重要 性 が改 めて 認識 された。 さ らに、場 作 りを進 め、 議

論 を深化 させ た結 果、既 存 の デ ィシプ リ ンを超 えた新 た な 「問 い」の萌芽 が示 され るこ と

となった。 本章 で は、 若手研 究集合 の活 動 を、 異分 野の研 究者 との 出会 いの場作 りを通 し

て、 各 メ ンバ ー のデ ィ シプ リンにお ける暗黙 の前提 が問 い直 され、 これ まで積極 的 に議 論

されて こなか った事柄 ・当 た り前す ぎて話題 に もな らなかっ た事 柄 ・自分 とは全 く縁 が な

い と思 ってい た事柄 が 明 らかに され、新 た な展 望が構 築 され てい く過 程が あ った ことを中

心 に整理 を行 った。

若 手研 究集合 で行 われ た ような、 あ る種 「実 験 的」な試 み は、 そ れ 自体 、他 で再 現 され

る こ とは少 ない か も しれな い。 しか し、 この活 動 を通 して得 られた様 々 な知 見 は、人文 学

者 に留 ま らず 、 よ り広 く学知 をめ ぐる活動 に対 して示 唆 を含 む もので あ った と言 え るだろ

う。 若手研 究 集合 の活動 の 「成果 」が 、人 文学 を含 む広 くア カデ ミック な活 動 に貢 献で き

る こ とを切 に願 う。

[か とうけんすけ ・大阪大学21世 紀COEプ ログラム 〈イ ンターフェイスの人文学 〉特任研究員]
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第4章

討 議 空 間 デザ イ ンの ツ ール とメ ソ ッ ド

DSマ ップの使い方と考え方

森 宣雄

1討 議空間デザイン

討議空間デザインって何 ですか?

討議 空 間 とい うの は、 話 し合 い の場 の こ とです。少 人数 の集 ま りか ら、大 きな会 場 を埋

めた大 人数 の場 まで、人 が 同 じ時 間に同 じ場 所 に体 を持 って きて集 ま り、話 し合 い を行 な

う空 間の こ とで す。ある場所が話 し合いの 目的で用意 ・設営され、そ こにいる人が話 し合 いに

参加する機会を与えられている時空 間と もい え ます 。

そ うい う討議 空 間 を、話 し合 うとい う 目的 にそ って 充実 させ る行 ないが、討 議空 間デ ザ

イ ンです 。

2DSマ ップ

その行ないとい うのは、なにをするのですか?

中心 に なる作 業 と して、 討議支援マップ(DiscussionSupportMap略 称DSマ ップ)と い

う一 種の 地図 を、話 し合 い を進 め なが ら同時 進行 で作 ってい きます 。 このマ ップ は、 文字

どお り話 し合 い を助 け るための道 具で す。

話 し合 い を してい くと、 い ろいろ な話題、 い ろいろ な意見 が出 て きます 。そ れが だんだ

ん積 み重 な って深 まった り、あ っち こっち に飛 んだ り、 また戻 っ て きた り、錯綜 して きま

す。 そ うい う話 し合 いの 自由な広 が りは、無 軌道 で もあ ります が、 話 し合 う楽 しさの醍醐

味 で もあ り、新 しい発 想や発 見 を生み 出す ための大 切 な要素 です。 ひ らめ きを生み 出す こ

う した話 し合 いの折 り重な りやつなが り合いを支援 し、場 をクリエイティブなものに仕 立てて
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いくことが、討 議支援 マ ップの役 割 です 。

DSマ ップ は、話 し合 い の場 で出 された発 言 をかみ合 わせ た り、 つ な ぎ合 わせ るため に、

話 し合 いの進展を同時進行で図 に落 とし、流れを 目で追える力タチに してゆ く、話 し合いの経

路図み たいな ものです 。

刺激 的 な話 し合 い も、た だ 口頭 でい ろい ろな話 が飛 び交 うま まに して お くと、前 の

あの発言 とこの人 の発言 をつ な ぎ合 わせ て こう考 える とか、 頭の 中で起 こってい る

複雑 な連 結作用 を理 解す る こ とが難 し くなって きます 。聞 き違 いや聞 きそ びれ、人

に よる記 憶や理 解 のずれ な どが 重 な り、話 をつ な げよ うと してみ る と、 む しろ逆 に

話 が かみ 合 わ な くな り、 こん が らが って い くか も しれ ませ ん。 そ こで 自由 な話 し

合 い が迷路 に落 ち込 まな いた めの ガ イ ド役 を場 に作 り出 すの が、DSマ ップの役 割

です 。

用 意 す るの は、 白い大 きな紙(模 造紙)と 、大小 さ まざ まな付箋紙(い わ ゆ るポス トイ ッ

ト)、そ れか らサイ ンペンです。 付箋 紙 とペ ンは3、4種 類 の色が あ った ほうが便利 です 。

これ を大 きなテーブル の上 に用 意 して、 だいた い10人 く らい までの人 が集 まった場 合 は、

テー ブルを 囲み ます 。 もっ とた くさんの人 が集 まって い る場 合 は、後 ろか らはマ ップが見

えに くくな り、 手 も届 か な くな ります か ら、別 にAV機 器 を利 用 した工 夫 がす こし必 要 で

す。 そ れにつ いて は また後 で説 明 しま し ょう。

3DSマ ップの作 り方

マップはどんなふ うに作 るのですか?

話 し合 い はふつ う司会役 の人 が、今 日この場 で話 し合 い たい テーマ な ど、 冒頭 に趣 旨説

明を します ね。 そ の ときか らマ ップ作 りは始 ま ります 。話 し合い の場が 開か れてか ら会 が

閉 じるまで、 このDSマ ップ作 りは続 きます。

誰 がマ ップ作 りをす るか とい うと、最終 的 には、そ の場 に集 まっ た人 た ち全 員 です。 で

す が、 まず は誰 かマ ップ作 りを引っ張 って いく人 を決 め た方 がい いか もしれ ませ ん。 「マ ッ

プ作 りを リー ドす る人」とい う意味 で、マ ッピング ・リーダー と呼 び ます。
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1マ ・ ピ ング ・リー ダ ー

マ ッピング ・リー ダー は 司会 や発 言者 の 話 を聞 きなが ら、話の中 に出て くる大事そ うな

言葉、キーワー ドを付箋紙に書いて模造紙の上に張り付 けて い きます。1枚 の付箋 紙 には、単

語か、 で き るだ け短 く簡 潔 に した短文(パ ッ と見 て す ぐ意 味 が頭 に入 る くらい が い いで

し ょう)だ け を書 きます 。そ の付箋 紙 を、話 の構造を図示す る工夫をこらしながら並べ てい っ

て、話 し合 いの場 に 出 され た発言 を紙の上に定着 させ て い くのです。

話 の中 か ら何 をキ ー ワー ドとして紙 の上 に載せ、 どう配置 して い くか は、 マ ッピング ・

リー ダー を担 当 した人 の理解 力、話 を要 約 して要点 をつ かむ力 にか かって い ます 。マ ッピ

ング ・リー ダー の責任 は大 きいで すね。

です が話 し合 い とい うの はお互 いの コ ミュニケー シ ョンです よね。発 言す る人 は、 も し

マ ッ ピング ・リーダー が話 しのポ イ ン トをつ かみか ねて いる ようで した ら、 もっ と分 か り

やす い言 い方 に変 えて みな い とい け ませ ん。後 で また触 れ ます が、 マ ップに載 らなか った

発言 は、最 後 に話 し合 い を整理 す る段 階 で、存在 しなか った こ とに されて しま うので 、 自

分の発 言の趣 旨が ち ゃん とマ ッピ ング ・リー ダー役 の人 に伝 わ ってマ ップに載 り、 会場 の

人が 目で見 て共 有 で きて い るか ど うか、確 認 しなが ら しゃべ らな い とい け ませ ん。 もち

ろ ん発 言者 が 自分 でペ ンを取 って付 箋紙 にキ ー ワー ドを書 いて 落 と してい くの で もい いで

す。 日常会 話 に出て こない専 門用語 な どを出す場 合 な どは特 にそ うです し、そ の説明 も書

き添 えて おけ ば分 か りやす いです よね。

If人 ひと りが場 づ くりのデ ザ イナー にな る

つ ま り発 言者 には 自分 の発 言が場 にお いて シ ェア され る ように手 問を割 くこ とが求 め ら

れ ます。 こうす る ことで、発 言者 は 自分 の考 えや 思い を一 方的 に吐 露す る だけで は な く、

自分 の発言 を客観 視す る機会 を与 え られる こ とにな ります。 また 自分 の考 え は この話 し合

いの場 に提 出 された一 要素 なので あっ て、そ れが受 け容 れ られ るか否 か な ど個人 的観 点 と

は別 の 次元 で、 話 し合いを うまくつなげて いこうとす る、場づ く りのデザイナー として の感

性 を もつ よ う促 され ます。話 し合 いの場 が ク リエ イテ ィブな もの になる ため には、発 言者

一人 ひ と りが場 をク リエイ テ ィブな ものに作 り上 げてい く担 い 手 と して 自覚 を もつ こ とが

必要 です。

これ にたい してマ ッピング ・リー ダー役 の 人は、 い わば、 聞 き手 の代 表 としてふ るまい

ます 。です がた だ聞 き役 に徹 す る とい うわ けでは あ りませ ん。 発言 を聞 いて理解 したこ と
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をマ ップに並べ てい きます が、 こ うい う理解 でい いか、 発言者 や周 りの 人に確 認 を求 め ま

す。 分か らな くな った ら、 どん どん訊 いて、 発言者 や他 の参加 者が ペ ンを とって書 いて も

ら うよ うに します。 こう して場に集 った人 たちがみ んな でマッピングで きるよ う促す こ とが

大事 です。参加者の共通理解 の土俵 となるマ ップ作 りを リー ドす る役 目を担 っ て も らう と

い うわ けです。

共 同作業 を具現 化す る ツール

もしか した ら、い ちば ん理想 的な のは、発 言者 が 自分 の意 見 を しゃべ りなが ら、 マ ップ

上 に どん どん載 せて い くこ とか もしれ ませ ん。で すがふ つ う、 しゃべ りなが ら考 えを要約

し、客 観 的な言 葉で整 理 してい くとい うこ とは、 むつか しい作 業 です。

事前 に用 意 して きた文章 を読み 上げ た り、 すで にで きあが った考 え を述べ るな らそれ も

で きますが 、出会 いの 中の や り取 りで、 コ ミュニ ケー シ ョン として、考 えを新 し くその場

に合 わせ てつ むいで い く場合 は、 考 えなが らしゃべ るのがふ つ うです。 そ うでない とク リ

エ イテ ィブな話 し合 いの場 にな りませ ん。 い ままで考 え も しなか った こ とを出会い の中で

生み 出 してい く冒険 に こそ 、話 し合い の面 白み はある ともい え ます 。 とはい えその場 で ひ

らめ い た発言 の本 質 を 自分 で つか む こ とはむつ か しい です か ら、 そ の場を共有するみんな

が発言の中のひ らめきをつかまえ、つなげ深めてい く支援を互 いに差 し出 しあう共 同作 業 の方

が、実 際 には望 ま しい のか も しれ ないの です。 そ の相 互的 な支援 を差 し出 しあ う土俵 が、

討 議支援 マ ップ です 。

話 し合 い とい うの は共 同作業 です よね。 物知 りな人が一 人でず 一 っ と しゃべ るの は講 演

会 とい うべ きで、 それ は違 うはず です。 です が放 ってお くと、 と くにな にかの専 門的 な知

識が 関 わ って くる場 合 は そ うなの で すが 、前 後 のか み合 わせ のな い ミニ独 演会 の 連続 に

なっ て しまい ます。 そ れで は参 加者 の誰 もが消化 不 良の、 言 い足 りない、つ い てい けない

欲 求不 満 の場 に なっ て しまい ます。 そ こ にDSマ ップ とい う具体 的 なモ ノ作 りの作 業 を入

れる意味 が あるの です。

「話 し合 いは共同作業だよ」という当た り前 の考え、理念を具現化する営み と して、 話 し合 う

とい う行 為 をマ ップ作 りとい う共 同作 業 に置 き換 えてい くわ けです。 話 した ことをい ちい

ち付 箋紙 に書 き留 めて配 置 してい くと、ふ つ うの話 し合 い よ り時 間が かか ります。 です が

話 し合 い をモノづ く りの場 と して意 味づ けなお してみ る と、話 し合 いの場が 劇的 に変 わる

こ と請 け合 いです。
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模 造紙 を 目の前 に ドー ンと広 げ、真 っ 白な紙 が、 だ んだ ん話 し合 い を図示 した

DSマ ップへ と成 長 して くる さ ま を一 緒 に見 、 そ の体験 の場 に居 合 わせ て い る と、

マ ップ作 りの作 業が場 の 中心 にな って き ます。 そ うす る と、 た とえば 「この付 箋紙

に書 かれ たこ とばの意 味 ・つ なが りが分 か らない」とい うか たち で、 カー ドに され

た発言 の意 味 を発言 者 に質 問す るこ とも、 わ りと容易 にな ります 。延 々 と自分 の考

え を話 し続 け る人 にた い して も、「ち ょっ と待 って マ ップ に書 くか ら要点 を ま とめ

てみ よう」と歯止 め をか ける こ とが で きます。 マ ップ作 りの共 同作 業の ため 、マ ッ

プ を よりク リア ーに面 白 く作 るた め とい う目的が入 る ことに よって、一 対一 の緊張

関係 や教 師 と生徒 の ような上下 関係 が見 えな くな って くるか らで す。

4マ ッピングの配置 とデザイン

付箋紙 はどう並べるといいのですか?

そ こはマ ッピ ング ・リー ダー な ど参加 者 の セ ンス しだい です が、 最初 の発 言 は紙 の真

ん中辺 りか ら置 き始 め る と、後 々 よい か も しれ ませ ん。 まず は テーマ を説 明す る ため に、

司会役 の人 か ら大事 そ うな言 葉が どん どん出 て きて、話 が一 定程 度 まで掘 り下 げ られ て、

「さあ今 日は こん な テーマ で話 し合 い を します 」と問題 設定 が な され た と します 。 そん な

場 合 は垂直 に並 べ てい くのが いいか もしれ ませ ん。

また、 ひ とつ の話 の中 で何 か2つ3つ の例 が列 挙 され た とします 。そ うな らその3つ を

横 に並べ て、 だか らどうなの か、そ の下 に話 を続 け てい くよ うにまた垂 直 に置 い てい くと

いいか もしれ ませ ん。

つ ま り列挙 され る場 合 は横 に、掘 り下 げてい く場合 は垂直 に、 ひ とつ の こ とが らをい ろ

い ろな角 度 ・要素 か ら見 る よ うな場 合 は 円形 に、 とい う具 合 に、話の内容をイメージで と

らえて図案化 してみるのが、視 覚 的に話 を整理す るコ ツ とい えるか と思 い ます。

DSマ ップ とい うの は何 か とい うと、話 し合 い の流 れ を 目に見 え る形 に した もの です 。

〈話 し合 い〉とい うの は、 ひ とつ の話 だ けで な く、い くつもの話が合 わさること、 だ ともい

え ます ね。話 し合 いを流 れ と して見 る と、 ひ とつ の ある程度 まとま った話 ・話 題か ら、別

の話 ・話題 に移 ってい く過程 が あ ります ね。 そ うい う転換があ ったときには、ポス トイ ット

の色を変 えた り、線や丸 で話題を囲んだり、つなが りを線引 きしてい くと、流 れの移 り変 わ り
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が分 か りやす くな ります 。 また話 し合 い の中 でポイン トとなる事柄が見つか った ら、それ を

色違 いのペンで囲んだ り強調 した りす る とい いか も しれ ませ ん。

こう して、 出 され た発 言 のポ イ ン トを一つ ひ とつ 確認 しなが ら、 話 と話 をつ な ぎ合 わ

せ、 討論 の深 ま りや循 環、 行 き詰 ま りや 飛躍 な どを、 マ ップ上 に視 覚 的 に表 現 して い く。

そ の なか で、議論の流れのあ りさまを確認 しなが ら、よい話 し合 いのかたちを 自分たちで自覚

的にデザイン して いくこと、これが討議 の場をデザインする という行為 にな るわけです 。

よい デザ イ ンとは 「物事 の本 質 を見抜 き、 そ の もの の成 り立 ちの節 理、 さ らに は

メカニズ ム(法 則)を 読 み解 くこ とか らは じま り、 最終 的 に適正 な メデ ィア(媒 体)

へ の定着 に よって具 体化 し、 よ り良い コ ミュニ ケー シ ョンを生 み出す こ と」だ とい

う人が い ま した(デ ザ イナー 平 野敬 子 の こ とば。 平 野編 『デザ イ ンの理念 と実践 』

六耀 社 、2005年 、122頁)。 この言 い 方 にな ぞ らえ て言 って み ます と、 そ の場 に居

合 わせた発 言者 や聞 き手が 、発言 か らキー ワー ドを抜 き出 し配置す る こ とで発 言の

本質 や論 理 を とらえ、DSマ ップ とい う場 の参加 者 が共 有す るメデ ィア上 に討論 の

進展 ・成 り立 ちを定着 させ る こ とで、 自分 と異質 な考 え と出会い、触 発 や発見 を生

み 出す、 よい討 議の場 をつ く りだす こ と、 それが 討議空 間デ ザイ ンだ とい うこ とに

な ります ね。

5マ ップの振 り返 り ・配置換 え

ところで 、話 し合 い の全 体 の位置 づ けか らポイ ン トを押 さえる作業 は、 その 日の話 し合

いを最後 にま とめ る段 階に なった と きに、 集 中的 に行 な う こと もで き ます。 まとめの段 階

に入 った ら、 それ まで 同時進行 で作 って きたマ ップの全 体像 を見 返 して、話 し合 いの流 れ

を、指 でた ど りなが ら、あ るい は線 で 囲んだ り、マ ップ上 に言葉 を書 き足 しなが ら再確 認

し、み ん なで 「今 日の話 のポ イ ン トは なんだ ったの か」「どこ に転換 点 があ ったか」「どこで

話 が行 き詰 ったか」「どんな発見 が あった のか」「今 日は話 し合 わず にす ま して しまった大事

な課 題 は何か(継 続 的 な話 し合 い の場 合 はそれ が次 の課 題 とな る)」な どを話 し合 う、振 り

返 りの作 業 を します 。

この最 後 の振 り返 りで(あ るい は話 し合 い の途 中の折 々で もよい のです が)、 話 し合 いの

発展 に対応す るか たちで、付箋紙 の置 き場所 をい くらか動か して、 よ り分か りやす い構 図 に
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工夫 す る作 業 を して い くこ ともで きます。 「この話(付 箋紙 の カー ド)は こち ら とこうつ な

が って くる」な どと説明 しなが ら。貼 って はがせ るポ ス トイ ッ トを使 う理 由は ここ にあ り

ます 。話 し合 い の発 展 に即 して、先 に出た発 言 ・キー ワー ドを配置換 え して、 自由 に話 の

つ なが りを組み 立て直 せ る可動性 です。

そ して 最後 の振 り返 りで 見 え て きた発 見 を、 マ ップ上 に箇 条 書 きな どで 書 き足 して、

DSマ ップは完 成 です。 色 と りど り、 い ろん な形 を した話 し合 い の ま とま りをつ な ぎ合 わ

せ たマ ップがで きあが ります 。

6話 し合いの場づ くりのプロセスをデザインす る

つまり討議支援マ ップを完成 させることが、討議空間のデザイ ンとい うことなのですか?

中心 となる作 業はDSマ ップ作 りです。 参加 した みん なが共有 す るDSマ ップ をみん なで

作 ってい くこ と、た とえば 「前 に 出た話 の この部分 、 このキ ー ワー ドと この キー ワー ドは

つ ながるの では ないか」とか 、「この部分 につ いて 自分 の意 見 を出 してみた い」とか、話 し

合 い を開か れた参加 しやす い もの に作 ってい くこと、それが 討議 空間 デザ イ ンの 中心です 。

デザ イ ン とい うの は、ある目的で何かをする行為を、気持 ちのよい状態で、よ り機能的に行

なうための工夫の よ うな ものです 。集 まったみ ん なが、他 の 人の 意見 に触 れて 、触発 され

た り、意 見 を組 み合 わせ た り照 らし合 わせ た りしなが ら、新 しい考 えを生み 出す こ と、 そ

れが話 し合 いの場 の 目的 ですか ら、 その話 し合 いの 目的 を充 実 させ るための道 具や 方法 を

考 え用 意 し、 じっ さい に充実 した話 し合 いの場づ くりをす る こと、そ れが討議 空 間デザ イ

ンです。

この討 議空 間 デザ イ ンとい う営み は、 あ る意 味で は文化 的 な事 業で あ り、 それが

追 求す る もの は人文 学的 な精神 だ と言 って もよいので は ないか と考 え てい ます 。討

議 空 間デザ イ ンの 目標 とす る ところ は、 これ まで説 明 したDSマ ップの作業 工 程 を

共 有す る なか で、 その場 に集 ま った人全員 が、話 し合 いの場 の デザイ ナー とな るこ

とです。 多様 な価値 観や 考 えを もった他者 同士 が、優劣 可否 を争 うの でな く、 異質

な話 を組 み合 わせ て新 しい何か を作 り出す ことが 、創造 的 な話 し合 い のあ り方 だ と

考 え られ ますが 、そ のた め には多様 な話 をひ とつ(の 価値 の もとに)に ま とめ て整

理 統合 して しまうので な く、多 様 な要 素 それぞ れの独 自性 を保存 した ま ま、結 びつ
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き を新 た に描 き出 す こ とが 必要 です。 ここ には、単 純化 してい えば二 段 階の作 業 、

〈個性 の把 握〉と く個 性 の接 合〉が ある のです が、 この2つ の作 業 をプ ロセス として

残 す必要 が ある とい うわけです 。話 し合 いの構成 要素 で ある一つ ひ とつ の発 言が 出

され積 み重 ね られ てい くプ ロセス を大 事 に し、結 びつ きが作 られ た後 も個 々の独 自

性 や差 異 を保存 してお くこ と、 それ はDSマ ップ におい て は可能 な のです が、 そ う

す る こ とで多様 性 を維持 した ま まの接 合や 調和 が可能 に なるか らです。

このプ ロセス を保存 す る とい う点 が、多様 な意見 ・情報 を出 し合 った後そ れ を分

類整 理 して い く、社 会科学 的 なKJ法 とは考 え方 が異 な ると ころ です(ポ イ ン トだ け

を挙 げてお きます と、KI法 は 「混沌 か ら秩 序 を生 む」創 造性 開発 を 目標 とした、研

修 に よる習得 を要 す るデ ー タ処 理 の技 法 です が、DSマ ップ は他者 との 出会 い を支

援 す る、話 し合 いの 補助 ッー ルで す。 結論 と しての科 学 的総 合 や秩 序化 にで は な

く、話 し合 い の プロセス の充実 に こそ 主眼 が置 か れて い ます)。 多様 な歴 史や 価値

観 を もった文化 を尊 重 し、 なおかつ その個性 のあい だか ら新 た な価 値 を生み 出 して

い くこ と、そ こ に人 文学 の精神 、 あるい はその精 髄が あ ります。 そ して こう した多

様性 とプ ロセス を大事 にす る とい う場 合 に、一つ ひ とつの要 素 ・発 言 を クリアー に

し、結 びつ き もク リア ーに してい くデザ イ ン能力 が必 要 にな るのです が、話 し合 い

とい う 日常 的な場面 ・出来事 のあ り方 を工 夫す る作業 をとお して、 自己 と他 者 の個

性 を知 り、 自他 のあい だの コ ミュニケー シ ョンを デザ イ ンす る能 力 を社 会 に広 めて

い こう とす る文化 的 な事 業 とい った側面 も、討 議空 間デ ザイ ンとい う営み に は含 ま

れて いるか と思い ます。

7話 し合 いの図画工作ゲーム

ち ょっ と難 しい 話 は そ れ と して も、 こ う した討 議 空 間 デザ イ ンを実 践 す るた め のDS

マ ップ作 りは、 い わば ボー ドゲー ムみた いな ものです。

最低限必要なルールは1つ 、 「発言は要約 してマップの上に載せ、みんなでデザインを考える」

とい うことだ けです 。 これ を集 まった 人 たち が了解 で きた ら、あ とは 「入生 ゲ ーム」なん

か を囲 む ように、話 し合 いなが ら参加 者 みん なでマ ップ を作 っ てい くだけです 。そ して も

し、み んなが誰 で もペ ンを取 ってマ ップ作 りに乗 り出せ る慣 れが 出て きた ら、 もうマ ッ ピ

2]2 輻撕婬駕窮髯轟撒繖i囈齢i�sc;紲 嬢 燕鍵i》繰i鰯谿誉堵・籌轗



ング ・リー ダーの ような役 割 もい りませ んね。 み んなが リー ドす れば いいわ けです か ら。

むつ か しい話 し合 い を、み ん なで や るボー ドゲー ム、図 画工作 の よ うに置 き換 える こ と

が で きた ら大 成功 です1

8マ ップの撮影 と投影

〈参加できる〉とい うことが大 きいのですね。では、前に触 れた、 マップを取 り囲めない

ような大人数の場合は、 どうすればいいのですか?

デ ジタル カメ ラでマ ップ を随 時撮影 し、 その画 像 をプ ロジ ェク ター を とお してス クリー

ンに映 した り、 モ ニ ター画 面で会 場 に映 し出す、投 影 のた めの機材 ・環境 が必 要で す。

この場 合 は、マ ヅプは動 か ない よ うに、 セ ロテー プでテ ーブ ルに固定 します 。 そ して そ

の横 に三 脚 に乗 せ たデ ジカ メを置 き、 三脚 もガ ムテー プな どで固定 します。 そ う してマ ッ

プ に動 きが ある と きな どに シャ ッター を押 して 、ス ク リー ンに映 し出 し、直接 マ ップ を覗

き込め ない人 に も、 い ま どん な話が進 んで い るか見 える ようにす るわ けです。

この デ ジカメ撮影 は、少 人数 の場合 で もや ってお くと後 で記録 として楽 しい材 料

にな ります。 い まデ ジカメは数 百枚 で も保存 で きます し、そ れ をス ライ ドシ ョー と

して連続 的 に映 し出す こ とがで きます 。です か ら、話 し合 い の後 で、撮影 した画像

をス ライ ドシ ョーで 見 る と、話 し合 いが進 んでい った過程 をパ ラパ ラマ ンガ の よう

に見 る こ とが で きます。

DSマ ップは、 話 し合 い と同 時進 行 で作 る もので す。 で きあ が っ たマ ップ には、

話 し合 いの発展 の経過 が書 き込 まれ てい るのです が、 どうい う順番 で どうマ ップが

作 られ ていっ たか、 その経路 は、 その場 に居合 わせ て いた人 でな い と、 ち ょっ と読

み解 きに くい とい う難 点が あ ります 。

話 し合 い とい うの は記録 が大事 です 。 まず場 所 と時 間を共有 して じっさい に話 し

合 い を行 な う こ とが、 もち ろん な に よ り大 事 です が、 そ の大 事 な話 し合 い の 出来

事 ・場面 は、定 刻が過 ぎ人 々が散 会す れば、 もう どこに もあ りませ ん。 ですか らそ

の話 し合 い の出来 事 は どん な出来事 だっ たのか 、参加 者 が後 日に振 り返 り、 また、

参加 で きなか った人 に も時 間 と場所 を超 え て伝 え、 また新 た な出会 いに むけて話 し

合 いの 出来事 をつ なげて い くた めに、 記録 は とて も大事 な作業 です。
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次 々とキー ワー ドが置か れ、線 や こ とばが 書 き込 まれて ゆ くマ ップの生 成過程 を

記録 す る もっ ともよい方法 として、 この固定 した デ ジタル カメ ラに よる連 続撮影 が

あ ります。

9DSマ ッ プ テ キ ス ト

ふつ う話 し合いの記録 は報告書などの文書 でまとめ られる もの ですが、DSマ ップは、そ

の場に居合 わせた人でないと話の流れ をつかめず、解読 できないのだとしたら、DSマ ップ を

取 り入れた話 し合いは報告書にまとめに くいのではないですか?

た しかに そ うで、 デ ジカメの ス ライ ドシ ョーは マ ップ解読 の手 が か りに はな ります が、

そ れだ けで は白い紙 の上 に だん だん 図が 描 かれ て い った こ とが分 か るだ けで 、不 十分 で

す。書 物 な ど紙 の上 に も載せ られず 、 閲覧す るに も手 間がかか ります 。

そ こでDSマ ップを用 いた話 し合 いの報告スタイル と して、DSマ ップテキス トとDSリ マッ

プ とい う2つ の もの があ ります 。

DSマ ップテキス トとい うのは、 マ ップ上 に載 ったキ ーワー ドに 「て にをは」や省略 され

た部分 を補 って、マ ップをテ キス ト化 した もので す。 いわ ばDSマ ップ の 「読み 下 し文」で

す。 マ ップ上 に載 っ てい る キー ワー ドは、 た とえ ば[]内 に括 り、[]と[]の 間 に

ことばを補って、マ ップをテキス トに起こす もので す。

DSマ ップ テキス トは、 テ ー プ起 こ しな どを も とに した議事 録 とは根 本 的 に異 な

るス タイルの、 話 し合 い の事 後報 告文 書です 。特徴 と して は、何 よ りも話 し合 いの

流 れ とポイ ン トを非常 に簡 潔 に まとめた もの とな ります 。

議 事録 は基本 的 に時系列 に編成 され ます。 です か ら行 きつ戻 りつ す る議 論 の流れ

の往 還 を伝 え るのに不 得手 な部分 が あ ります。 マ ップ な どの コ ミュニ ケー シ ョン ・

ッー ルを用 い てい る場合 特 にそ うです。 ところ がDSマ ップテキ ス トは時系 列 に と

らわれず 、結果 と して描 かれた マ ップ をテ キス トに置 き換 える ものです ので、 時系

列 に とらわれ ず 議論 の流 れ とポイ ン トを取 り出 し、 パ ッ と読 ん です ぐそ の場 で起

こった 出来事 を了解す るこ とが可 能 にな ります。

要 す るに、要 約 の密度 の高 さが特徴 の第1で す 。

次 に、 同様 に圧縮 され た議事報 告 の類 例 との相 違点 を挙 げてみ ます。 シンポ ジウ
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ムや学会 ・研 究会 の報告 ス タイル と して、座 長 な どを務 め た人な どが話 し合 いの概

略 を要約 して文書化 す る ものが あ ります。 そ こでは要約 を行 な う人の主観 的 な印象

や価値 判 断が決 定的 な役割 をはたす こ とにな ります。 です がDSマ ップ テキス トは、

参加 者 が共 有 して作 っ てい ったDSマ ップ を文章 化 した もの です か ら、マ ップを も

とにテ キス トに起 こす作 業 をす る人 の主観 が入 りに くくな ります。

もちろん主 観 な しには文章 は ま とめに くい ものです が、DSマ ップテ キス トでは、

主観 的判 断が 入 った箇所 の特 定([]と[]の 問)も 容易 です。 そ して何 よ りも、

作業 効率 として簡便 です。作 業 はマ ップ を見 直 して こ とば を補 うだけ なので、精 神

面 で も、 時間 的に も負 担 は軽 くす み、会 議終 了後す ぐに まとめ るこ とも容 易 です 。

なお 、マ ッピ ング ・リー ダーがDSマ ップテキ ス トの作成 者 を兼 ね る と、 即座 に

テ キス ト起 こ しを仕上 げ るこ とが可能 に な ります。 しか しマ ッピング ・リー ダー と

は 別の人 が担 当 した場合 に も、 よ り公正 な、 開か れた ま とめ方 がで きるか もしれな

い とい った利点 があ ります。 話 し合 いの場 に居 合 わせ て、話 の流 れにつ いて ゆけた

参会者 な ら、誰 にで もマ ップ をテキス トに置 き換 える作業 はで きるで し ょう。

10DSリ マ ッ プ

DSリ マ ップ とい うの は、 マ ップ作 りに居 合 わせ た参会 者以 外 の人 に も、 マ ップ上 の話

し合 いの流 れ とポイ ン トが 見てす ぐ分 か る ように、DSマ ップに レイアウ トデザインをかけ、

デジタル上に再構成 したマップです。

以上 のDSマ ップ、DSマ ップ テキス ト、DSリ マ ップ の3つ を作 成 す る作 業が 、話 し合 い

の始 ま りか ら終了後 の報 告段階 にまでいた る、討 議空 間デ ザ インの作業 とな ります 。

この3つ(そ の 具体例 は本 報 告書 に後掲 した森 宣雄 ・井垣 明 子 「DSマ ップ ・テキ ス

ト ・リマ ップの実例 」を参 照 くだ さい)を つ くる作 業 を比べ て みる と、最後 のDSリ

マ ップの作成 だ け、す こ し違 う性格 があ ります 。

DSマ ップの作 成 には、 マ ッピ ング ・リー ダー な ど参加 者 の うちの 誰 かに、 人 の

話 を聴 いて ポイ ン トを要 約 し簡 潔 に言語化 す る能力、 つ ま り文章 要約 能力 のあ るこ

とが望 ましいです。 その ような能力 は、 ある程度 の読 書 ・執 筆経験 の ある人 な らば

備 えてお り、 また発揮 す る こ とが で きる と考 えて よい と思 い ます 。DSマ ップテ キ
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ス トの作 成 も同様 で す。 こ こまで の段 階 は、ほ ぼ 「誰 で もで きる」と言 っ て よいか

も しれ ませ ん。

ですが 、DSリ マ ップの作 成 にあた って は、文字 情報 に レイア ウ トデザ イ ンを(デ

ジタル上 で)か け て整理 す る うえで、情 報 デザ イ ンとい う特 定 の職能 が必 要 にな り

ます 。参会 者の 中 にデザ イナーが い る場 合 は好都合 です が、 いな い場 合 で も、参 会

者が情 報 デザ イナー にマ ップの流 れ を説 明 し、 コラボ レー シ ョン して図案化 す る作

業が 必要 に な ります。 もっ とも、 職能 としての情報 デザ イ ンがな くとも、 手書 きな

どで マ ップ を図案 化 で きる技 能が あ るな らば、 リマ ップ を作成 す る ことは可能 だ と

思 い ます。

llロ ー カ ル ・ル ー ル

さて、 わ りに なが なが とDSマ ップを使 っ た討議 空 間デ ザイ ンのや り方 、背 景 にあ る考

え方 な どをお話 して きま した。 い まお話 した こ とはDSマ ップの使 い方 の説 明 と して は、

フル コー スの よ うな もの です。 な に もDSマ ップ作 りか ら、DSマ ップテキ ス ト、 リマ ップ

まで 、すべ てや らない とい け ない とい うことで はあ りませ ん。 前 に言っ た最低 限の ルー ル

「発 言 は要約 してマ ップの上 に載せ 、み ん なで デザ イ ンを考 え る」を説 明 して、 マ ップ作

りを試 してみ るだけで もよいで しょう。 集 まった 人 にとって よい話 し合 いの場 を生み 出す

ことがね らい です か ら、テーマや集 まった人の個性、人数などに応 じて、 自由に使 い方を考え

出しても らえれ ばベス トです 。

トラ ンプの 「大 富豪 」「ナポ レオ ン」「七 な らべ 」な どには、 い ろい ろな地 方ル ール、 ロー

カル ・ルー ル(オ プ シ ョナ ル ・ルー ル)が あ ります よね。 ゲー ム を面 白 くす るた め に特 殊

なル ー ルでや っ てみ る工夫 です 。 それ と同 じよう に、 「この集 ま りの時 に はこの ルー ルで

行 く」とかの ルー ルを場 に合 わせ て作 って も らい、い まお話 した使 い 方 を組 み替 え た り膨

らま して も らえれば、 きっ と話 し合 い は 自由で楽 しい もの になれ るかな と思 ってい ます。
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12異 分 野 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め の ツ ー ル

で は、 ここで説明 した フル コース は どんな話 し合 い の場合 に有効 か とい う と、 イメー ジ

と して は、 なにか の社 会 問題 や考 えた い テー マ をめ ぐって、専 門家や 非専 門家 の一般 の

方 々 な どが集 ま って話 し合 う、大 小 のイベ ン トを描い てい ます。 いろい ろな人 が集 まっ た

場所 とい うイメー ジです。

全 員が 学者 ・研 究 者ば か りの 集 ま りであ って も、い ろい ろな分野 の人 があ るテー マ を話

し合 うため に集 まった異分 野交流 型 の研 究会 ・シ ンポ ジウ ムの場合 は、 ある方 面の専 門家

は別の分 野で は非専 門家、 つ ま りシロ ウ トですか ら、 これ も専 門家 と非専 門家 が集 まっ た

場 とい う ことが で き ます。

そ うい う専 門家 と非 専 門家、一 般市民 の方 々が 集 まった話 し合 いの場 を充実 させ るため

の場 づ くりの プ ラン として、出会 いか ら事後 報告 の文書 づ くりに までい たる、 フル セ ッ ト

を考 えま した。

1補 説:情 報 コ ミュニケー シ ョン ・デザ イ ン としての討議 空 間デザ イ ン

で は、 なぜ こん な討 議 空 間デザ イ ン とい った営 み を考 えたか といい ます と、 異 分野 コ

ミュニケ ー シ ョンの会 議 を うま く行 な う方法 を考 えたか った とい う面 もあ ります が、 プ ラ

クテ ィカル な方法 論 の開発 が すべ て とい うわ け では あ りませ ん。DSマ ップの使 い 方か ら

はそ れ ます が、背 後 にあ る考 え をこ こで若干紹 介 してみ よ う と思 い ます。

い ま私 たちの暮 ら しは高度 に発 達 した科 学技術 に支 え られ、社 会 の成 り立 ち もグ ローバ

ル化 やIT革 命 な どで、 とて も複 雑 な仕組 み にな ってい ます 。科 学 や学 問 も個別 の分 野 で

深 め られ るな かで細 分 化 され、 専 門 と専 門の あ いだ のつ なが りがつ か み に く くな って い

ます 。

そ うしたなか で、 なにか の社 会 問題 を話 し合 っ た り、 ある テーマ につい て考 えを深め て

い くため には、細分 化 を とげた さま ざまな分野 の専 門的 な知 識 をかみ砕 きなが ら組 み合 わ

せ た り、 使 い こなす こ とが 必要 で す。科 学技 術 や 学 問が発 展 して細 か くなっ てい くこ と

と、 そ して それが暮 ら しの 中に入 り込 んで くる ことは避 け られ ませ んか ら、 私 たちは細分

化 を とげた専 門 的な学知 に立 ち向 か う手立 て、使 い こな し飼 い な らす工 夫 を持 たねば な り

ませ ん。そ の工夫 としてあ るのが デザ イ ンです 。
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グラフ ィ ックデザ イナーの 原研 哉 は、 コ ンピュー タ ・テク ノロ ジーの急速 な発展 が もた

らしてい る社 会 の内面 的な混 乱 と問題 状 況 を明快 に切 り取 った上 で、 デザ イ ンとい う技術

が必要 な こ とを、 次の ように論 じてい ます。

21世 紀 を迎 え た現在 、 テ クノ ロジー の進 展 に よっ て、 世 界 は大 きな変革 の渦 中に

あ り、 ものづ く りや コ ミュニ ケー シ ョンにお ける価値観 が揺 らいでい る。

人 々は 自分 た ちの周 りを取 り巻 く不健康 な テク ノロ ジー 環境 の中で 、 日々ス トレス

をつの らせ てい る。既 にテ クノ ロジーは、 ひ と りの人 間の知 識が その総体 を把 握 で き

る絶対量 を はるか に超 えて増殖 し、 その果 て はかす んで見 えな くな って しまった。 そ

うい う状 況 に対 処 してい く思想 や教育 が 間に合 わな い まま、い たず らには びこ るだけ

の ものづ く りや コ ミュ ニケー シ ョ ンは美 しくない。

冷静 に周 囲を見直 す な らば、新 たな情報 環境 の中 であれ ば こそ、 ス トレスの ない快

適 な コ ミュ ニケー シ ョ ンへ の希 求が いた る ところで頭 を持 ち上 げてお り、僕 らはその

情 景 を観 察 で きるはず であ る。 デザ イ ンは まさにそ こで機 能す るので あ る。

(原研哉 『デザインのデザイ ン』岩波書店、2003年 、1・21・204-05頁)

こ うして現 代社 会 におけ る情報 デザ イ ンの役 割が 設定 され るのです が、 討議空 間の デザ

イ ン とい う営 み もまた、 この ような問題 状況 で必要 とされる情 報 コ ミュ ニケー シ ョ ン ・デ

ザ イ ンの一種 だ と、 まず はいえ る と思 い ます 。そ れは大量 の、 個別 的な情 報の あい だに適

切 なつなが りを付 け、 また 閉 じた専 門性 を と きほ ぐし開いて い く、手 仕事 の コ ミュ ニケー

シ ョン空 間 を、話 し合 いの場 か ら生み 出そ う とす る もの です。

た だ、若 干の位 相 の違い もあ ります。 情報 デザ イ ンとい うのは、 訓練 をへて 身につ け ら

れ た職能、 特殊 な技術 とも見 られ ます が、討 議空 間デザ イ ンの場合 は、特 別 な職能 を養お

うとす る もので はあ りませ ん。 それ は社 会 に生 きる人 び とが、 い まの時代 を生 きる上 で見

直 し、 取 り戻 す こ とが 求め られ る、あ る種 の教 養 の ような ものに関 わっ てい ます 。 この こ

とを もう少 し詳 しく説 明 してみ ま しょ う。

先 に紹介 した原 研哉 は 「誤解 を恐 れず に直言 す るな らば」と前 置 き して、 「テ クノ ロジー

は もっ とゆっ くり、 じっ くりと進化 すべ きで あ った。時 間 をか け、 試行錯 誤 を経 て熟 成 さ

れ たほ うが よか った」と述べ て い ます。 です が、す で にIT革 命 は社会 の あ り方 を変 えて し

まった。 その なかで、 テ クノ ロジー に迎 合す るあ ま り、 その進 展 に異 常 に神 経 を尖 らせ る
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「情 報過 敏症 」もだめ だが、 混乱 した状 況 を疎 ま し く感 じ、 テ クノ ロジー に拒 絶反 応 を起

こ して しま う 「情 報不 安症 」もい ただ け ない。そ こで、 テク ノロ ジーの発 展 に よって引 き

起 こ され る 「コ ミュニケ ー シ ョンの問題 を様 々 なメデ ィア を通 したデザ インで治療 す る医

師の ような」職能 と しての デザ イナーが 求め られ るのです が、現 代社会 に生 きる私た ちは、

一 人 ひと り
、 自分で 自分の情 報 デザ イ ン、 コ ミュニケ ーシ ョン ・デザ イ ンを工 夫 しなが ら

生 きてい かね ばな りませ ん。そ う した 自分 自身の情 報 コ ミュニケー シ ョン ・デ ザイ ン能力

を養 って い くこ とが、 じつ は討議 空間 デザ イ ンの作 業 を行 な う ことの、 もっ とも大 きな意

味 なのだ と考 えてい ます。

つ ま り話 し合 いの場 の デザ イ ン経験 を通 じて、 社 会の 一 人 ひ と りが情 報 コ ミュニケ ー

シ ョン ・デザ イナーの教 養 を身 につけ る とい う ことなの ですが、 なぜ 一人 ひ と りにそれ が

必要 なの か、情報 テ クノ ロジー の進展 が もた らしてい る危 機 を、今 度は個 々人 の内面 か ら

考 えてみ ま し ょう。

フ ランスの哲 学者 ベル ナー ル ・ス テ ィグ レール は、現代 社 会の病 理 として 「コ ンピュー

タに支援 された 白痴 化」現象 が広 が っ てい る こ とを指 摘 してい ます(ス テ ィグ レール 『象

徴 の 貧 困(1)』 新 評論 、2006年 。 国 際 シ ンポ ジ ウム 『技 術 と時 間 ハ イパ ー 産 業 時代 に

立 ち向 か う哲 学 』小 冊 子 、 東 京 大 学 石 田英 敬 研 究 室、2005年[http:〃www.nulptyx.com/

lec_stiegler.htmlでダウ ンロー ド可 能]参 照)。 人 び とはキ リの ない情 報 の洪水 に圧 倒 され、

思考力 や決 断力 を失 って しま う、 また多様 な情報 が提供 され るなかで、 自分 た ち と違 う価

値 観や異 質 な見方 と向 き合 う必 要が な くな り、 同質性 で 閉 じた コ ミュニテ ィの なか だけ で

しか コ ミュニケ ーシ ョンを もてな くな る、 といった現象 です 。情報 の入 手 ・発 信が 容易 に

な り、 そ の ままで いて は押 し流 され た り、 逆 に閉 じこもっ て しま う現代 社 会だ か ら こそ、

情 報 テ クノ ロジー の進展 に対処 で きる コ ミュニ ケー シ ョンの思 想 が求 め られ て い るの で

す。討 議空 間デザ イ ンの実践 あ るいはそ の思想 は、 こ こにこそ 関わ ってい ます 。

情 報 テ クノロ ジー はす で に社 会の コ ミュニケ ー シ ョ ンの あ り方 を変 えて しまい ま した

が、新 しい環境 の 中で必要 になっ た情 報 コ ミュニケー シ ョン ・デ ザ イ ンの能力 を養 う方法

や思想 を作 り出す こ とで 、「時 問 をか け、試 行錯 誤 を経 て熟 成 された」テ クノ ロジ ーの吸

収 プ ロセスが 、 じっ く りと社会 に浸透 して い くよ うにな るか もしれ ませ ん。

DSマ ップ とい うッール とそ の メソ ッ ドは、 人 が人 に、分 か って もらえ る ように語 りか

け、人 の話 に耳 を傾 け、 出会い と対話 か ら新 た なつ なが りを生 み 出す とい う 〈話 し合 い の

営 み〉を、 同 じ時 と場所 を分 か ち合 う者 たちの共 同作 業 として行 な うとい うこ と、 これ を
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情報 テ ク ノロジー の発 展 のな かであ えて取 り戻す ことを可能 にす る もの だ とい うこ とがで

きます。

話 し合 いの営 み は、 人類 が行 な って きた当た り前の営 み であ り、 人が 人 間 として生 きて

い くた めの最低 限 の条件か もしれ ませ ん。互 い に異 なる他者 同士 のあい だの 関係 を、暴力

で な く話 し合 い によってつ な いでい くところか ら、言葉 をは じめ とす る人 間の文化 の原点

が生 まれ、政治(「弾 丸の代 わ りに投票 を」)や経 済(分 配 ・商 取引)の シス テム も発展 して

きた とい え るか も しれ ませ ん。 こ う した く話 し合 う とい う営 み〉の価値 を、大量 の情 報が

とめ どな く行 きか う現 代社 会 にお いて掘 り起 こ し復権 させ る、新 しい教 養 の試 み と して 、

討議 空 間デザ イ ンが あ るのです。

最 後 に付 け加 えます と、 討議 空 間デ ザイ ンとい う考 え方や、 そ れ を実現 す るた め のDS

マ ップ とい う ツー ル ・メ ソッ ドは、現 代社 会 にお け る人文 学(Humanities)の 新 しい あ り

方 を考 え る 「イ ンター フェイス の人 文学 」とい う研 究 開発 プログ ラムの な かで生 み 出 され

ま した。 人文学 とは人間性(humanities)の 探 究 と もい え ます。 人 間性 の根 本 にあ る何 らか

の価値 の回復 は、人文 学 とい う営 み の常 なる 目標 で あ りま した し、 今 もそ うです。

い ま人文 学 と総称 される諸 学 問(文 学、歴 史学 、哲 学 、言語 学、 芸術 学 な ど)は 、 自然

科学 、 社会 科学 の諸分 野 と同様 に著 しい専 門分 化 を とげ、 隣…接 諸 分 野の あ いだ のか み合

わせ が 困難 にな って い ます。 〈話 し合 うとい う営 み〉の 当た り前 の大事 さを見 直す ことは、

人文 学 それ 自体 にとっ て も必要 な こ とで あ り、人 文学 がそ れ 自身の価値 とす る ところ でみ

ず か らを立 て直す試 み の一 環 と して、討議 空 間デザ イ ンは生 まれ ま した。

そ ういっ た人文学 の課題 につい ては、 また別 の場所 でお話 しす る こ とに しま しょう。

この小 文が、 これか ら行 な われ る さまざ まな話 し合 いの場 に つなが る ことが で きれ ば う

れ しい こ とです 。

1謝辞

この小 文 の作 成 にあ たって は、歴 史学 ・歴史哲 学 な どを専 門 とす る筆 者 の晦渋 な思考 を

分 か りやす く伝 える筆 致 に気 をつか い、 また筆者 にとって な じみ の なか っ た分 野 の、 デザ

イ ン論 の考 え方 を多 く参 照 しま した。 そ の いず れ にお いて も、 大阪 大学COEメ デ ィアス

タ ッフ久保 田美 生氏 との対 話 な らびに文献教 示 に多 くを負 って い ます。

[も りよしお ・英知大学 文学 部助教授]
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第5章

DSマ ップ ・テ キ ス ト ・リマ ップ の 一例

井垣明子

は じめに

本 稿 で は 「DSマ ップ」、 お よび マ ップ をテ キス トに置 き換 え た 「マ ップ テキス ト」と、

キー ワー ドを議論 の流れ に沿 ってデ ジ タル上 に再構 成 した 「DSリ マ ップ」、 の以上3点(こ

れ につ いて の詳 しい説明 は本報 告書 第4章 を参照 され たい)の 実例 を紹介 す る。

ここで例 にあげ るDSマ ップ は、2006年6月29日 に大 阪大 学 コ ミュニケ ー シ ョンデザ イ

ン ・セ ンター(CSCD)に て行 わ れた座 談会(本COEニ ューズ レター07号 に特 集 企画 と し

て掲 載)の 中 で使用 され た もの であ る。

lDSマ ツ プ

座談会 の趣 旨

座談 会は21世 紀COEプ ログラ ム 「イ ンター フェ イスの人文 学」拠 点 リー ダーで ある鷲 田

清 一教授 、若 手研 究集合 か ら森 宣雄 、加藤 謙介 、蓮 田隆志 、久保 田美生 が 出席 し、 三谷研

爾 助教授 司会 に よ り 「ニ ューズ レター07号 」の特 集面 の企画 と して執 り行 なわれ た。

2004年 に 「イ ンター フェイス の人 文学」に参加 す る若 い研 究 者 たち を糾 合 して始 まった

〈研 究 集合 〉は、 臨床 と横 断 とい う本 プロ ジ ェク トのキ ー ワー ドを もとに人 文学 の知 が立

ち上が る生成 的 な空間 をいか に して構 築 ・持続 させ るか をめ ぐって、 人文学 の再定 義へ の

足 場 になるべ く冒 険的 な議 論 をか わ し、 また手法 を模索 して きた。

この座 談会 で は事 前 に若 手が そ れぞ れ の く研 究 集合 〉経 験 につ い て レポー トを提 出 し、

また 当 日に は討議 支援 マ ップ に よるマ ップ作成 を同時 進行 的 に行 う こ とで、 〈研 究集 合 〉

での コ ミュ ニケー シ ョン ・メソ ッ ドの意義 を再確 認す る こ とが で きた。
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座 談会終 了後 の完成 したDSマ ップ

下の写 真 は、座談 会中 に同時進 行 で作成 され た もの であ る。

2DSマ ップ テ キ ス ト

こ こで は上 掲 のDSマ ップか らキ ー ワー ドを取 り出 し、座 談会 の流 れ に したが って 文章

化 した ものを紹 介す る。 マ ップに載 せ られ たキ ー ワー ドは 〈 〉内 に入れ て ある(写 真 は

DSマ ップ の作 成過 程 を示 す)。

(1)司 会 者 に よ る前 ふ り

三谷:〈イ ンターフ ェイスの 人文学 〉で は、従来 のデ ィシプ リンで うま く扱 えなか った 〈現

代社 会 の諸現 象〉を探求 す る くモデ ル研 究 〉と して、 「臨床」と 「横 断」とい うキー ワー ドを

軸 に6つ の 〈班 活動 〉に分 か れて研究 をして きた 。

2004年 度か らは これ らの くモ デル研 究 〉に対 し、 〈理論 班 〉と して特 任助 手 ・特 任研 究

員 ・リサーチ ア シス タ ン トが 中心 にな り 〈若手研 究集合 〉が始 まった。

〈若手研 究集 合〉では様 々 な研 究分野 の 人が参加 して お り、専 門領域 の 〈横断性 ・越境 性〉
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が生 まれ、相 手 の分 野 に対 して は 〈互

い 互 い に(非)専 門家 〉で あ る。こ こ

に 〈学 と学 の 間 の 臨床 性 〉が発 生 し、

〈若 手研 究 集 合 〉とい う場 にお い て は

〈自分 た ちがInter魚ce状 態 〉であ る。今

日の話 は 〈メ タ的 学 問 論 で は な くて〉

〈グ ッ と きた印 象〉とか を皆 さん に話

して いた だ く。

加 藤:大 勢 の異 分 野 の研 究 者 と接

して、例 え ば歴 史学 と人 類 学 の 間 に

は く見 え なか った 「対 立」〉が あ るこ と

や、哲 学 畑 の人 が 「書 く」こ とに対 し

て 〈予 想外 の 厂決 意」/厂 熱意」〉を持 っ

てい るこ とに驚 い た。

蓮 田:最 初 の一 年 はか な り熱 心 に

話 してい るの に くひ とつ の結論 にいか

ない〉印 象があ る。物 事 を 〈議論徹 底 しな い と決め られ ない〉雰 囲気 に戸惑 った。

森:結 局 〈リー ダー をつ くらない〉〈共 通テ ーマ を立て ない〉とい うルー ル を決 め、 〈通 じ

合 わ なさをテ ーマ に した〉。

久保 田:メ デ ィアス タ ッフ と して参加 したが、 会話 のつ なが りが 見えず 〈用意 したテキ

ス トを言 い切 る〉ことに驚 いた。 互 いの専 門用 語 に干 渉 しな いの で 〈専 門家 は専 門用語 に

弱 い〉とい う印 象 を持 った。 そ れぞ れが 自分 の 身 につ いた くデ ィ シプ リンを代表 擁 護〉し

て いたの か も しれ ない。

鷲 田:み ん な人 と して 〈未 熟者 〉なの か も しれ ない。

三 谷:そ れぞ れが専 門用語 とい う印籠 を出 して くる く全 員水戸 黄 門〉状態 。

283



(3)鷲 田氏 に よ る コ メ ン ト

鷲 田:異 領域 の人 と共同研 究 を した

ときに感 じた こ とと若 手研 の皆 さんが

感 じて い る こ と と 同 じと こ ろが 二 つ

あ る。

ひ とつ め は 〈異領 域 の場 〉で共 通 の

視 点 を手 に入 れ よ う とす る と きの く自

分 の視線 が プ レるこわ さ〉。

ふ たつ め は専 門用 語 を使 わない で共

同研 究 を して い ると く学 知が 深 ま らない ・不 完全 燃 焼〉に なる印 象 を受 ける こ と。 そ れは

〈ネガテ ィブ〉な面 で。 だか ら駄 目 とい うわけ では な く、共 同研 究 をす る とい う こ とは議

論 のテ ーマ を共 有す る こ とで はな く<プ ロセ スの共有 〉をす る こ と。

そ れぞ れ のデ ィシプ リ ンの 中 にあ る枠 組 み を守 らない と視線 が ぶ れて しま う危険 性が

あ るか ら守 ろう とす るが、 〈守 るため な ら共 同研 究は イ ミない〉。共 同研 究 には、 自分 と眼

差 しの 質 の違 い を経 験 す る中 で 〈まな ざ しを ゆ さぶ る意 義〉が あ るか ら面 白い とい う くポ

ジテ ィブ〉な面が あ る。 それ を前提 と して若 手研 の話 を聞い たが 、人文 学 の中 で も 〈デ ィ

シプ リン問 の カルチ ャー ギ ャ ップ〉が こ こまで 出 てい る こ とに驚 いた。 〈デ ィ シプ リン内

で も共通 の十俵 が ない〉。学 問 の世界 で も く社 会 的に も〉コ ミュニ ケー シ ョン圏が内 閉的 に

なって きて 〈コ ミュニケー シ ョン圏の 問の無 干渉〉が進 んで いる。

(4)鷲 田氏 の コ メ ン トと若手 研 の接 点

〈フ ツー の共 同研 究〉だ と全員が テー

マ に向か って議論 す るが、若 手研 究集

合の場 合 は相手 の言葉 自体が わか らな

い状 態 で ゴ ー ル もわか らない ま まス

ター トした。

実 は 〈若 手研 究 会 で はプ ロセス を問

題 〉にす るこ とが重 要 なので はない か。
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(5)人 文学の現状

鷲 田:人 文 学 に は 「研 究 対象 と して

の 人々」・「対象外 の 一般市民 」・「他専

門の人」の 〈三 つの他 者〉が い る。

今 の 〈社 会 〉のあ り方 は、 〈専 門性 〉

の あ る研 究者 の 〈啓発 〉だけで はな く、

市 民が 〈専 門性 〉に く参与〉してい って

も よい ので はないか 。

三つ の次元 に 〈まず身 を さらけ出す 〉

こ とで 新 しい人文学 の ス タイル を模索 す る 〈社会 的要 請が ある〉ので はないか 。

〈イ ンター フェ イス の人文学 〉は今 まさ に 〈産道 を通 ってい て呼 吸 困難〉の状 態 であ る。

森:〈 臨床 性〉とい うの は苦 しみ を持 った く対 象 に寄 り添 う〉現 場 とい う イメー ジがあ る

が、学 と学 のぶつ か りあ う現場 も 〈学 と学 の 問の臨床性 〉とい えるの では ないか。

鷲 田:〈 学 者の現 場〉=〈 教室 〉であ り、 言葉 を生 む場 所。

森:若 手研 究集 合 とい う 「現場 」を作 るこ とで く現場 主義vs書 斎〉とい う 〈二 元論 を くず

す〉。 た だ しそ こに 自己満足 して しまわ ない よ う 〈自己完 結性 も くず す〉。 そ の中 では く対

象へ の回帰 〉も必要 になる。

(6)若 手研 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

鷲 田:デ ィシプ リン とい う 〈重力=

専 門を解除 で きる場 〉は必要 であ る。

〈面 白さ〉とい う感 覚 は大 事。 〈な に

か をグ ルっ と変 える予感by桑 原武夫 〉

を含 んでい る。

〈討 議支援 マ ップ〉は とて もく民主 的〉

に見 え るが 、思考 のデ モ クラ シー の よ

うな ものか 。

森:〈 討議 支援 マ ップ〉の よ うな 〈共有 の メデ ィア をつ くるこ と〉で く学知 ・語 りが変 わ
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る〉→ 〈触 発がお こ りやす くなる〉→ 〈異 領域 をつ な ぐ〉→ 〈新 しい概 念 で全部 同時 に動 く〉。

キー ワー ドをめ ぐって流 用 ・応 用 を考 える 〈学知 の 回廊 〉とい うイ メー ジ。

久保 田:こ のマ ップ は誰 で も使 える紙 とペ ンな どのアナ ロ グツー ルを使 い、 〈ローテ ク〉

〈入 りや す い〉〈簡単 〉で 手軽 な道 具 なの で民主 性 もあ る し、 目の前 で作 業す る ので喋 る と

きのマ ナー も変 わ る。

森:問 題 解決 型で はな い研 究 会にお いて の、形 に な らな い く議論 を目で見 える形 にす る〉

ことで 〈時間 ・空間 を共有 す る〉ことに意味 が生 じて くる。 〈モ ノを介 した思考 〉。

〈討議支 援マ ップ〉の ような 〈話 し合 い を共 有す る ツール は社 会 的に も必 要〉。

(7)座 談会 の ま とめ

鷲 田:こ れ までの 人文学研 究 は、単

独作業 の 中か ら視 点や概 念 を打 ち出 し

て発 表す る イメー ジだった が、 もっ と

プ ロセ スの意味 を考 えな くて はいけ な

い ので は な いか。 〈ゴ ー ル よ りプロセ

ス を大事 にす る こ と〉の 意味 を考 え る

のが 人文学 にお いて次 のポ イ ン トにな

るの では ないか。

三谷:プ ロセス を大事 にす る議 論か ら 〈立 ち去 らない〉ことが これ か らの 〈学 問を変 え

る〉、 〈社会 を変 える〉キー ワー ドにな る。

3DSリ マ ップ

最後 に、DSマ ップの状 態 では読 み取 りに くい議 論 の流 れが わ かる よ うに、 キー ワー ド

をデ ジ タル上 に再構 成 した 「DSリ マ ップ」を紹 介す る。DSマ ップ は、話 し合い と同時 進

行 で作 られ る、 コ ミュニ ケー シ ョン ・ツールだ が、 リマ ップは、 その場 に居 合わせ て いな

い 人 と も議論 の共有 を 可能にす る ツール とな ってい る。

(次頁のDSリ マ ップは本COEニ ュー ズ レター07号 に掲載 され てい る)
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〈資料編〉

若手研究集合活動年表

(作成:蓮 田隆志)



メ ンバ ー:

藤 本 武 司 、 山 内 晋 次(以 上 特 任 助 手)、 李 吉 鎔 、家 高 洋 、表 智 之 、加 藤 謙 介 、佐 藤 貴 保 、

ス テ ラ ・ジ ヴ コ ヴ ァStellaZhivkova、 ピ ヤ ダ ー ・ シ ョ ン ラ オ ー ンPiyadaChonlaworn、

田 沼 幸 子 、 ジ ェ シ カ ・バ ウ ヴ ェ ンスTessicaBauwens、 樋 上 千 寿 、 藤 田加 代 子 、 森 宣 雄 、

山 中 千 恵 、 屋 良 朝 彦(以 上 特 任 研 究 員)、 蓮 田 隆 志(学 振 特 別 研 究 員:COE)、 伊 藤 遊 、

加 藤 敦 典 、 松 本 敬 子 、(以 上 リサ ー チ ・ア シス タ ン ト)、 久 保 田美 生 、 清 水 良 介 、 西 田

優 子(以 上 メ デ ィ ァ ス タ ッ フ)

◇ 第1～2回 研 究会(2004/4/22、5/13)

研 究会 の運営 ・進行 の決定 → 自己紹 介研 究。

若手研 メー リ ング リス ト立 ち上 げ。

◆ 自己紹 介研 究(5/27、6/10、6/24、7/8、7/22)

◇ 第3回 研 究 会

・ス テラ ・ジヴ コヴ ァ"JapananditsCulture:AFigurativeHypothesis"

・表智 之 「〈おた く〉とい う自意識 ・〈日本 〉とい う自画像」

◇ 第4回 研究 会

・李 吉鎔 「韓 国語母 語話 者の丁 寧体構 造 の習得 プ ロセス とその要 因」

・田沼 幸子 「話せ ない こ とを語 るこ と:ク エ ン ト(cuento)か ら見 る現代 キ ューバ」

◇ 第5回 研 究会

・ジェ シカ ・バ ウヴ ェ ンス 「ヤオ イ とス ラッシュ」

・屋 良朝 彦 「「摂食 障害」と身体 的 アイデ ンテ ィテ ィ」

〈人文 学 カフ ェ〉開催 を決定。

加 藤謙介 が人 間科学研 究科 渥美 ゼ ミにて若 手研 究集合 の活動 につ いて報 告(6月28日)。

◇ 第6回 研 究会

・森宣 雄 「沖 縄戦後 史 とい う時代経験 の潜 在 と遍在」

・樋 上千 寿 「シャガー ルの 「宗 教画」をめ ぐって」

◇ 第7回 研 究 会

・ピヤ ダー ・シ ョンラオー ン"RelationsbetweenAyutthayaandRyukyu"
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・蓮 田隆志 「文理 侯 陳靖 をめ ぐる諸問題:17世 紀越 日貿易 史上 の一 人物」

◆ 「2004年 度 「イ ン ター フ ェ イ ス の 人 文 学 」 ワ ー ク シ ョ ッ プ」に む け て の 議 論

(7/29,9/30,10/14,10/21,11/2,11/18,12/16)

◇ 第8回 研 究 会

人 文 学 カ フ ェ

開 発 室 委 員 ・メ デ ィ ア ス タ ッ フ と の 拡 大 研 究 会

◇ 第9～15回 研 究 会

ワー ク シ ョ ッ プ各 セ ッ シ ョ ンに む け て の 企 画 ・検 討 。

2004年 度 「イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 」ワ ー ク シ ョ ッ プ(12/20-21、 於 大 阪 大 学 中 之 島

セ ン ター)

◇ 第16～19回 研 究 会(2005/1/20、1/27(臨 時 会)、2/10、2/24、3/10)

2005年 度 活 動 内 容 の 検 討 。

第16回 以 降 、 恒 常 的 に メ デ ィ ア ス タ ッ フが 参 加 。 トピ ッ ク の 図 示 化 、 記 録 を 通 し た 議

論 の デ ザ イ ンの 試 み な ど を 開 始 。

メ ンバ ー:

藤 本武 司(特 任 助 手)、李 吉鎔 、家高 洋、加 藤謙介 、ステ ラ・ジヴ コヴ ァStellaZhivkova、

田沼 幸 子 、 ジェ シカ ・バ ウヴ ェ ンスJessicaBauwens、 蓮 田隆 志 、樋 上 千 寿 、 藤 田加

代 子 、森 宣 雄 、山 中 千 恵(以 上 特 任 研 究 員)、 加 藤 敦 典(学 振 特 別研 究 員:COE)、

伊 藤遊 、高 阪香 津 美 鱒、上 田達 料(以 上 リサ ーチ ・ア シス タ ン ト)、井垣 明子 糖、久保

田美生、 西 田優 子(以 上 メデ ィアス タ ッフ)

◇ 第1～3回 研 究会(4/14、4/21、5/12)

2005年 度研 究 テーマ 「〈入 文学討 議空 間〉の デザ イ ンと創 出」提 出。

◇ 第4～10回 研 究 会(5/26、6/16、6/30、7/7、7/21、8/5、g/15)

臨 床 性 を語 る 会(第4～6回)

○ 入鷯 翻 ㍊ 難韓の轡プィンと翻謙 agi
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2005年 度 若 手 研 報 告 書 の 企 画 ・検 討(第8回 研 究 会 に て 素 案 決 定)→ 編 集 委 員 会 立 ち 上 げ 。

事 業 推 進 者 との 全 体 会(第9回)

「ら ぼ ・さ う ん 」開 催 。 講 師:大 平 雅 雄(奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学)

◆ デ ィス カ ッ シ ョ ンペ ー パ ー 検 討 会(10/13、10/24、11/io、11/24、12/8、12/22)

◇ 第11回 研 究 会

・上 田 達 「ナ シ ョナ リ ズ ム の 臨 床 的 研 究 の た め の 試 論:マ レ ー シ ア ・ナ シ ョ ナ リズ ム

の 言 説 分 析 」

・藤 田 加 代 子"CelebratingColonialEncounters:DutchHeritageandtheAbsenceandPres -

enteofPostcolonialDiscoursesintheNetherlandsandAsia"

・蓮 田 隆 志 「「近 世 帝 国 」概 念 と東 南 ア ジ ア:世 界 シ ス テ ム 論 との 対 話 」

マ ッ ピ ン グの 開 始 。 論 点 メ モ(家 高)の 作 成 。

◇ 第12回 研 究 会

・李 吉 鎔 「フ ィ ー ル ドワ ー ク を内 観 す る 一 フ ィ ー ル ドの 思 い と声 一 一」

・加藤敦卑 「民主主義の人類学と人類学の民主化:臨 床性のために」

・高 阪 香 津 美 「学 知 の 還 元 調 査 報 告 会 か ら学 ぶ こ と 」

◇ 第13回 研 究 会

・加 藤 謙 介 「心 理 学 に お け る 〈横 断 的 な 知 〉 社 会 心 理 学 の 「歴 史 」を題 材 に一 」

・家 高 洋 「1970年 代 以 降 の 科 学 社 会 学 の 展 開 ～ 「横 断 性 」の 観 点 か ら」

◇ 第14回 研 究 会

・伊 藤 遊 「考 現 学 か ら 「臨 床 性 」を 考 え る 」

・森 宣 雄 「隠 さ れ た 歴 史 と の 対 話 歴 史 研 究 に お け る 歴 史 と現 在 の 連 帯 一一.」

◇ 第15回 研 究 会

・田 沼 幸 子 「ポ ス ト ・ユ ー トピ ア につ い て」「小 さ な 、 大 き な物 語 」

・ス テ ラ ・ジ ヴ コ ヴ ァ"ASIightlyDifferentHamletSoliloquy:Tobeornottobe _一inter-

estingThechoiceofaMusicianandaMusicologist一"

◇ 第16回 研 究 会

・ジ ェ シ カ ・バ ウ ヴ ェ ン ス"FindingMeaningin`yamanashi ,ochinashi,iminashi'一Wom-

enandGirlsCreatingAlternativestoHomosocialandHeterosexistPornography"
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・樋 上 千寿 「デ ィシプ リ ン とい う場 「非 一場 」を生 きる研 究対 象 と、 そ れへ の ア プ

ローチ方 法」

◇第17～22回 研 究会(2006/1/12、1/19、2/2、2/23、3/9、3/23)

ふ りか え りの会(〈討議空 間の デザ イ ン〉検 討会)

電子記 憶媒体 を用 い たア ウ トプ ッ トの検 討。 目標 は 「プロセ スの共 有」→DVDワ ーキ ン

ググルー プ立 ち上 げ。

2006年 度活 動内容 の検 討→ 「〈人文 学討議 空 間〉の デザ イ ンと創 出」提 出。

メ ンバ ー:

藤本 武司(特 任助 手)、 家 高洋 、加 藤 謙介、 ス テ ラ ・ジヴ コヴ ァStellaZhivkova、 田沼

幸子 、蓮 田隆志 、樋 上千寿 、(以 上特 任研 究員)、 加 藤敦 典(学 振特 別研 究 員:COE)、

上田達(リ サ ーチ ・ア シス タ ン ト)、井垣 明子、 久保 田美生(以 上 メ デ ィアス タッフ)、

清 水 良介(コ ミュニケ ー シ ョンデザ イ ン ・セ ン ター)、 内海博 文(人 間科 学研 究科 サ イ

バー ・メ デ ィア室)、 伊藤 遊、 ジェ シカ ・バ ウヴ ェ ンスJessicaBauwens(以 上 、京都 精

華大学)、 森 宣雄(英 知大 学)

◇第1～2回 研 究会(4/6、4/20)

ふ りか え りの会 。研 究会 での議論 が報告 書掲 載論 文 に与 え た影 響 、研 究会 自体 の機能 に

つい て検討 。

2005年 度の議 論 と報 告書 を踏 まえ た、今年 度の研 究会 の在 り方 につい ての議論 。

DVD構 想 の検討 ・研 究会全体 で の共有 →若 手研 を端 的 に示す キー ワー ドの抽 出作 業 開始。

DVD収 録 用 イ ンタ ビューの開始 。

冊 子版編 集委 員会 の立 ち上 げ。

◇ 第3～4回 研 究会(5/11、5/25)

DVDの 構 成 の検 討。

冊子 版報 告書 の構 成 お よび 目標。
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◆デ ィス カ ッシ ョン ドラ フ ト検 討会(6/8、6/22、7/6、7/20、8/3)

◇ 第5回 研究 会

・田沼幸 子 「ユー トピア小 説 と民族 誌」

◇第6回 研究 会

・樋 上千 寿 「シャガー ルの作 品 はなぜ 「あん な こ と」にな ったのか?芸 術創 造 の源へ

の アブﾟ一 チ」

・家高洋 「フ ッサ ール、 デ リダ とラ ンシエ ール」

鷲 田 リー ダー との対 談(加 藤謙介 、久保 田、 蓮 田、森:6月29日)→ ニ ューズ レター 「イ

ンター フェイスの 人文学 」InterfaceHumanities第7号 掲載 。

◇ 第7回 研 究 会

情 報科 学技 術 フォー ラム(FIT2006)提 出原稿 の検討 。

鷲 田 リー ダー との座 談会 を踏 まえ た報告書 内容 の検討 。

デ ィス カ ッシ ョン ドラフ トの在 り方 につ いて。

◇ 第8回 研 究 会

・上 田達 「人 々 をつ く りあげ る とは どうい うことか」

・蓮 田 隆志 「隴 を得 て ま た蜀 まで も得 てみ た ら 一 多 史料 時代 の ベ トナム 史研 究展

望一 」

◇第9回 研 究会

・加藤 敦典 「活動 中の民 主主 義の ため に 文化人類 学 か らの 問い かけ 」

・加藤 謙介 「社会 心理 学 にお ける 〈臨 床性 〉と 〈イ ン ター フ ェイス〉 ア クシ ョン ・

リサー チにお け る 〈イ ン ター フェ イス〉の設 え をめ ぐって一 」

◇第10回 研 究会

・ス テ ラ ・ジ ヴコ ヴァ"TheDilemmabetween"TheOddManOut"or"TheUsefulInsider"

FindingOne'sPlaceundertheSun"

・藤本 武 司 「ラ シー ヌ 『ブ リタニ キュス』の終 結 部 に関す る一 考察 ヴェス タ聖女

ジュニー をめ ぐっ て」

マ ッ ピングの時系 列化 の試 み。

FIT2006に て加 藤 謙介 、久 保 田、森 が 「共 同研究 プロ ジェ ク ト「〈人文 学の 討議 空 間〉の

デザ イ ン」につ いて」と題 して発 表(9/5-7、 於 福 岡大 学)。
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◇第11～13回 研 究会(9/14、9/21、10/5)

報告 書 とDVDの コ ンテ ンツ につ い ての議論 。

デ ィス カ ッシ ョン ドラ フ トか らの 〈問 いの共 有〉に関す る議論 。

「イ ンター フェイス の人文学 」国際 シ ンポ ジウム(10/15、 於 大 阪大学 中之 島セ ンター)

・加 藤 謙介 「「若 手研 究 集合 」の 活動 「〈人文 学 の討 議 空 間〉の デザ イ ン」を中 心

に一 」

つ005年6月 ユ5日付で人間科学研究科社会環境学講座助手就任。研究会を離 れる。

**2005年5月 着任。

***2006年3月 着任。
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大 阪 大 学21世 紀COEプ ログ ラ厶

「イ ンター フェイ スの人 文 学 」研 究 報 告書2004・2006〈 全8巻 〉

文学研究科 人間科学研究科 言語文化研究科 コミュニケーションデザィン・センター

申 第1巻 岐路に立つ人文学

○ 第2巻 人文学討蘿 間のデザインと窟り出 一 群 研究谿 一

呂 第3巻 トランスナショナリティ研究

鍔 第4巻 世界システムと海域アジア交通

薗 第5巻 イ・一ジとしての〈躰>

d㍉ 第6巻 言語の接触と混交

b第7巻 モダニズ厶と中東欧の藝術 。文化

翅 第8巻 臨床と対話

代表者 鷲田清一(拠 点リーダー)

通巻編集 三谷砥爾 ・藤本武司
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